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　……だるい。

　髪かみ飾かざりも衣い装しようも、拷ごう問もん具ぐのように重い。

　脇きよう息そくにしがみついて耐たえている沙さ綾あやの傍かたわらでは、兄であり専任の武将でもある空くう也やが涙なみだ目めで円座わろうだをブチブチと毟むしっていた。

「なぜなのだ、沙綾。つらいのをこらえてまで、キレ神のためにめかさずともよいではないか……」

　沙綾は禍まがつ神かみを封ふうじる代だい償しようとしてつねに瀕ひん死し状態である。空也はそんな妹を溺でき愛あいしており、彼女の気持ちが少しでも自分以外の男性に向くと心が折れそうになるのだ。

　そんな空也に、沙綾の従者である見習い僧そうの渚なぎが追い打ちをかけるように言った。

「仕方ないですよ、護ご持じ大たい将しよう。なんといっても姫様はこれから、待ちに待った嵐らん公こうとの逢おう瀬せなのですから」

　沙綾は〈神凪姫かんなぎ〉という、ある特定の神を封じる役目を負おった巫み女こだ。

　嵐公というのが、その彼女の封じている禍つ神──この八洲国やしまのくにでは黒こく牙が神しんと称する──のことで、正しくは嵐らん嶺りようという。

「封じる巫女と、封じられる神。相対する立場の二人が想い合っているのに、嵐公が長いこと現うつし世よにいると邪じや気きで世が乱れる──ということで、お二人の逢瀬は月に一度、三日間のみ。そりゃあ姫様だって、どんなにだるくても気合い入れますよ。ねえ、姫様？」

　渚が同意を求めてきたが、沙綾はうなずくのも億おつ劫くうだった。

　早く、封ふう印いんが解とかれないかと思う。

　沙綾にとって、この三日間は浄じよう土ども同然なのだ。神を封じる重荷から解き放たれている間だけ、彼女は気き分ぶん爽そう快かい元げん気き潑はつ剌らつでいられる。

「月に三日のみとはいえ、そなたが年頃の娘むすめらしく、笑ったりはしゃいだりできるのでなければ、キレ神なぞ、未み来らい永えい劫ごう封じられていればよいものを……」

　口くち惜おしそうに言った空也が、不満たらたらで下した唇くちびるを突きだした。

　見習い僧の法ほう衣いに身を包んだ渚が、脇息につっぷしている沙綾の真後ろに端たん座ざする。

「では、姫様。そろそろよろしいでしょうか」

「いつ……でも」

　応じた沙綾は、渾こん身しんの力を振り絞しぼって身を起こす。

　彼女の背を、渚がトンと突いた。
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　その瞬間。暗転した天から雷かみなりが庭に下おり、突風が沙綾を焦しよう点てんに四方へと吹き抜ぬける！

　仮体で具ぐ象しようし、黒牙神・嵐嶺が姿を現した。

　高い位置でひとつに結んだ紅あかい髪が肩かたから背へと、滝のようにあふれている。

　切れ長の双そう眸ぼうも尖とがった長い爪つめも、同じように紅い。

「相変わらず、いい腕うでだな小童こわつぱ」

　嵐嶺がそう言ったのは、三百年の時を経へて彼を甦よみがえらせる粗そ相そうをしたのも、一度は封じ直された嵐嶺をふたたび現世に引き戻もどしたのも渚だからだ。

「嵐嶺様」

　迎むかえた沙綾は、花の咲くような笑顔を見せた。彼に会えて嬉うれしいだけでなく、噓うそのように軽くなった身体からだが、自然と顔をほころばせる。

　ところが、嵐嶺のほうはニコリともしなかった。

「──だれが来ていた？」

　前置きもなく訊きかれ、沙綾は目を丸くした。

「ええと。少し前に、渚のところに先せん輩ぱいのかたが。それと、女によ官かんがお菓か子しを持ってきましたけれど」

「坊ぼう主ずや女官のことなどどうでもいい。我われのいぬまに、邪じや衆しゆうと会っていたのか？」

　苛いら立だたしそうに言葉を継つぐ嵐嶺に、沙綾は合が点てんして手のひらを打ち合わせた。

「まあ。これってもしかして嫉しつ妬とですか？」

　新しん鮮せんさに沙綾は感かん激げきした。

　心得た渚がすぐさま、沙綾がこつこつと書きためてきた『元気になったらやりたいこと一覧』、通称〈夢の書〉を紐ひも解といて広げる。

「ございましたよ、姫様。『恋人にヤキモチを焼かれてみたい』」

「はい、焼かれました。ということで、渚。その項目は、墨すみで消して──」

「ヤキモチなどではないわっっ！」

　黒牙神の大だい音おん声じようが沙綾の言葉を遮さえぎった。

　すぐにカッとしてわめく。これが、彼が『キレ神様』と呼ばれるゆえんだ。

　もはや沙綾は慣れっこになってしまっていて、怯おびえもせず、肩をすくめて言った。

「あら残念。ご質問にもお答えするなら、邪衆のかたになんてひとりもお会いしてませんけれど？」

「いちおう、ここは聖域ですしね」

　巻まき物ものを巻き直しながら渚が言い添そえた。

　沙綾の暮らす殿でん舎しやは、結界に守られた御ご所しよのなかの、さらに清せい浄じような場所にある。

　そのため、禍つ神である黒牙神、鬼おにや物ものの怪けなどの邪衆や、未練からこの世に残ったヒトの魂たましいである幽ゆう鬼きなどにはかなり居づらい空気らしい。

「どうかなさいましたか？　どなたかの邪気でも？」

　沙綾はそう訊たずねながら、衣装の袖そでを鼻に近づけてみた。

　昨夜からせっせと焚たきしめた、嵐嶺好みの香がはんなりと薫かおるだけだ。

「はっ。これだから、器うつわの小さい神おとこは」

　面おも白しろくなさそうな顔をしていた空也が、鼻を鳴らすと聞こえよがしに言った。

「自分に自信がないせいで、つまらん妄もう想そうをして勝手に不ふ機き嫌げんになるなど失笑。ぷー！」

　わざとらしく噴ふきだしてみせる彼に、嵐嶺は当てこすりを返す。

「ふん。自制が利かず、円座を毟りまくっている男が護持大将とは笑わせてくれる」

「これだから、ヒトの心根を忘れたキレ神は困る。兄が妹を案じるのは当然。いやむしろ特権であろうが」

　空也が嘆なげかわしいと首を振ると、嵐嶺が苛立たしげに頭を搔かいた。

「貴様のはな、病やんでる犬。度を超えすぎているわ、馬ば鹿かめが」

「馬鹿がどうした？　馬鹿上等、馬鹿最高！　それが沙綾のためであれば、わたしは喜んで大馬鹿になるっっ!!」

「くどい！　暑苦しいわ！　どこかへ失うせろ!!」

「仲いいですね～」

　次し第だいに白熱する舌戦に、渚がつぶやきをもらした。

　どこが!?　という声が聞こえてきそうだが、放っておけば半はん刻こくでも言い争いをつづけるふたりである。

　けっこう息が合わないと無理なのではないか、と沙綾も思わずにはいられない。

　兄と神とがこれを始めると、茶の支し度たくを頼たのもうかと思ってしまう。

「そうねえ。せっかくお菓子も届いていることだし、先にいただきましょうか」

　沙綾がのんびりと提案したときだった。

　ふいに孫まご庇びさしのほうが騒さわがしくなった。

「……？」

　こちらに渡ってくる荒あら々あらしい足音に驚おどろいていると、沙綾の居間の御み簾すがふいに跳はね上げられる。




（男性！）

　相手の姿を一いつ瞬しゆんで捉とらえて判断した沙綾は、とっさに袖で顔を隠かくした。

　沙綾のような身分の女性は、むやみに顔をさらさないものなのだ。

　あり得ないような不作法に、空也や渚も反応できず、呆ぼう然ぜんとその男を見上げている。

　袖の陰かげからそっとのぞいた沙綾を、いちばん近くにいた嵐嶺が背にかばった。

　その肩越し、沙綾は踏ふみこんできた相手を改めて盗ぬすみ見た。

　ややくせのある銀ぎん髪ぱつが片目をなかば隠している。抜けるように白い膚はだ。

　八洲国の人々よりも彫ほりが深い顔立ちで、宝玉のような紫の目の片方には、見慣れない銀ぎん縁ぶちのついた丸い硝子ガラス板いたのようなものを嵌はめている。

　年齢は二十代前半だろうか。

（外とつ国くにのかただ──）

　右手だけにはめた指なしの黒い手て袋ぶくろも、襟えりの詰つまった墨色の装しよう束ぞくも、なじみのないものだ。立ち襟えりと斜ななめの袷あわせが特とく徴ちよう的てきな、隣りん国ごくの衣装と少し似ているが、もっとかっちりしていてそっけない。

　その衣装の胸には、首から銀ぎん鎖さで提さげられた、平べったい飾りが光っていた。

　なにかの紋もん様ようのようだが、初めて見る形である。

『この邪気は……、あなたですか』

　青年は隣国の言葉、華か丹たん語ごを使った。だが、華丹人ではない。

　彼は冷ややかで、かつ憎にくしみのこもった目を嵐嶺に向けると、やおら、隠し持っていたものを引き抜いた。

　銀色の──機械からくり？

　青年はからくりの狙ねらいを嵐嶺にさだめ、聞いたこともない異国の言葉をほとばしらせる！





〈天に在まします我わが至し高こうの神よ、その慈じ悲ひ深き光をもて、この悪あしき存在を打ち滅ほろぼしたまえ！　エ・ヴァイ・ヴァロス！〉






　からくりの引き金が引かれた。轟ごう音おんが三度響ひびき、筒つつ状じようの先せん端たんから力の塊かたまりが嵐嶺へ向かって軌き跡せきを描えがいた！

（嵐嶺様……ッ!!）
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　目を瞠みはった沙さ綾あやは、手を伸ばした空くう也やに庇かばわれて床ゆかに転がった。

　爆ばく発はつした光が目を射て、刺さすような痛みを感じる。

　いまの、なに？　からくりが嵐らん嶺りよう様を撃うった!?

　嵐嶺が無事なのか不安で、沙綾は夢中で兄の腕うでから這はい出して安あん堵どする。

「嵐嶺様──」

　沙綾のキレ神様は、まったくの無傷でそこにいた。

　神しん力りきを使って、青年のからくりが放ったものをはじいたようだ。光が爆発したのはそのせい──、力が反発し合った結果だろう。

　嵐嶺の周りでは、神の邪じや気きの名残なごりが薪まきのようにはぜていた。

　邪気とはべつの、いがらっぽい刺し激げき臭しゆう。そして善神──白はく羅ら神しんの息吹いぶきのようなものも感じる。

　嵐嶺の額ひたいには、紅あかい花し神る字しがくっきりと浮かんでいた。

　沙綾は嵐嶺に近づいて、その手を取る。

「ご無事ですか」

「ふん。だれに聞いているんだ痴しれ者め。我われは神だぞ」

「もちろんわたしのダメ神様ですけれど、開いた口がふさがらないようなふいうちでしたから」

「おい。おまえ、いまさらっと暴言を吐はきやがっただろう？」

「まあ地じ獄ごく耳みみ。すみません、今度から気をつけますね」

「そうしろ──いや待て。なにに気をつけるつもりでいる？」

「もちろん次回から、真実はもそっと小声で言ってみようかと……」

「気をつける部分が間違っとるわ！　しかも、重ねて暴言を吐くとは上等だ〈神凪姫かんなぎ〉」

　ねめつけられた沙綾は、キャッキャッと喜んで答えた。

「そう言って、つっこんでくださると思っていました」

「────────っ!!」

　声にならない声をあげ、嵐嶺が天てん井じように向かって吼ほえる。

　いっこうに終わる気配のない二人のじゃれ合いに、渚なぎが遠えん慮りよがちに割って入った。

「あのう、お二方。そろそろあちらを気にされたほうがよろしいかと──」

　促うながされて振り向くと、異国の青年が片目に嵌はめた丸まる硝子ガラスを底光りさせている。

　馬ば鹿か、それも大うつけを見下す目つきだった。

　美び貌ぼうがさらに、冷たい雰ふん囲い気きを増している。

　嵐嶺が無事だったことにホッとして、はしゃいでいる場合ではない。

「そう、そうでした。あなた、いきなりなにをぶっ放されたのですか」

　抗こう議ぎしかけた沙綾は、反対に訊たずね返された。

『あなたは、なにを考えている？』

『なにを、とはなんだ？　十五歳の乙女おとめらしく、かわゆらしいことに決まっておろう』

　空也が横から口を挟はさんだ。妹に向けられた否ひ定てい発言に、はやくも頭とう頂ちようの髪かみが一ひと房ふさ、膠にかわで固めたようにピンとおっ立っている。

　そういう特とく殊しゆ体質なのだ。

　眉まゆをひそめている青年は、空也には目もくれなかった。目を丸くしている沙綾に、さらに言いつのる。

『その身に清せい浄じようの気をまといながら、悪あく魔まと言葉を交かわすなど正気ですか。なぜ、自みずからの力を用いて浄じよう化かしないのです』

　華か丹たん語ごで淡たん々たんと問いかけられ、沙綾は焦あせって周りを見回した。

「すみません──じゃなくて、『すみません』」

　華丹語にたどたどしく切り替えて、申し訳なさそうに肩をすぼめる。

『あなたのおっしゃった〈あ、熊くま〉というものが見当たらないのですが……』

　あ、熊と言葉をかわしたと責められたようだが、どこに熊がいたのだろう。

『姫様、姫様。違ちがいますよ。このかたがおっしゃったのは熊ではなく悪魔、八洲国やしまのくにでは邪じや衆しゆうや黒こく牙が神しんに相当するモノです』

　渚がこそっと教えた。つっこみをこらえる顔だ。

「あら、まあ」

〈歩くドジっ子〉の異い名みようを取り、なにをやらせてもしくじってばかりの渚だが、意外にも華丹語は難なくこなしている。

　対する沙綾は、華丹語が不ふ得え手てだった。華丹語の習得は貴族や僧そうには必ひつ須すの教養なのだが、彼女は三歳で役目について以来長く瀕ひん死しの体ていだったため、お世辞にも教養深いとはいえない。

　青年は沙綾を話す価値のない存在とみなしたようで、今度は嵐嶺に目を向けた。

『あなたもあなたです。ここはあなたのように穢けがれたモノの在あるべき世界ではない。すみやかに、ふさわしい場所に堕おちていきなさい』

『登場するなりずいぶん飛ばしてくると思えば、いっそ清すが々すがしいほど上から目線だな』

　青年を眺ながめ回した嵐嶺が、脇きよう息そくを引き寄せて肘ひじをついた。

「嵐嶺様。気長になられましたねぇ」

　沙綾は感心していた。嵐嶺が復活して間もないころだったら、この青年は間違いなく、いまごろ消し炭になっていただろう。

　嵐嶺が『祟たたらない黒牙神』となって、早や数ヵ月。この変化はちょっと驚おどろきだ。




『しかし、この武器えものはなんだ？』

　護ご持じ大たい将しようの空也は青年の手にしたからくりが気になるようだった。青年の肘を起こすと、からくりの筒つつの先を自分の鼻に向ける。

『その、使い道のなさそうな大きなものを、吹き飛ばしてさしあげましょうか』

　青年が空也の鼻に筒先をさらに近づけた。わっと空也が身体からだを引く。

『熱いぞぅ！　炎えん夏か天てんが宿られるのか!?』

　炎夏天は火を司つかさどる白羅神──武人に信しん奉ぽうされる戦いくさの神だ。

「阿あ房ほうめが。火薬というものを使うからくりだ。筒の先から、弾たまと熱が出る」

　嵐嶺は脇息にもたれかかっているのとは反対の手をひらき、上うわ敷じきにばらばらと三粒、銀色のものを放りだした。

　どれも、同じように潰つぶれて縮み、寸すん詰づまりになった芋いも虫むしのような形をしている。

「弾は、混じりけなしの銀しろがねか」

　つまみあげた空也がしげしげと眺めた。

「兄様。白羅神様のお力を感じますよ」

　沙綾は言った。いちおう巫み女こなので、そういうものを感じ取る力は備そなわっている。

　嵐嶺が具体的に、その神の名を挙げた。

『……馬ば祥しよう天てんくさい。何者だおまえ。名乗れ』

『ヤファル・ヴァローシア。至し高こうの神、ヴァロスの使徒です』

「ばろす天？　そんな神様いらしたかしら？」
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　沙綾は記き憶おくをたどった。

　八洲国は、あまたの神が住まう東海の島国だ。

　この国では、恵みをもたらし人々を守る善神たちを白羅神、争いを生み禍わざわいをもたらす邪じや神しんたちを黒牙神と称している。

　話しぶりからすると「ばろす天」は白羅神のようだが、まったく聞き憶おぼえがない。

　沙綾は巫女として、関わりの深い白羅神の名は、ほぼ知っているはずなのだが……。

「だから、それが馬祥天だ」

「ああ、なるほど」

　八洲国は懐ふところの深い国だ。古来からおわす神のほかに、外とつ国くに渡りの神も大勢いる。

　中には耳慣れず、言いにくい名を持つ神もいるため、八洲国らしいそれに変わることも、珍めずらしい話ではなかった。

『で？　馬祥天の信者が、なぜ内だい裏りにいる？　やつを祀まつる座は、ここにはないぞ』

　馬祥天は、八洲国では水の神だ。崇あがめているのは海辺の郷さとが多い。

『わたしがこの国に来たのは、故国より悪魔を追ってきたためです。皇こう帝ていには、京みやこで悪魔を討とう伐ばつするご許可をいただきに参りました。この部屋に踏ふみこんだ理由ならば、邪じや悪あくなもののにおいが謁えつ見けんの間にまで漂ただよってきたから、と答えましょう』

　臭くさいと強調するように、懐から真っ白な、縁ふちに飾りのある手ぬぐいのようなものを出して口を覆おおう。

「なんか、いちいち癇かんに障さわる物言いだな、こいつ」

　嵐嶺が八洲の言葉でぼそりと言った。それからふたたび、華丹語に切り替える。

『邪悪で悪かったな。あいにく、我は黒牙神だ』

『ですけど、嵐嶺様は匂わない神様ですよ』

　沙綾は反論した。

　嵐嶺の復活は中ちゆう途と半はん端ぱで、根底では〈神凪姫〉の沙綾とつながっている。そのため、力の強さに比例するはずの邪気もときどきしか感じないのだ。

『少々理由があるもので、臭くないんです』

「──〈神凪姫〉」

「はい嵐嶺様。まあ、なんて太い血管かしら」

　嵐嶺の身体は、現世うつしよに具ぐ象しよう化かするための仮体なのだが、こめかみにはいまにもキレそうな血管が浮き出していた。

「匂わない、臭くないと連呼するのはわざとか。熟なれ寿ず司しにでもなったような気がしてくるわ」

「ああ、あれはたしかに匂いますものねえ」

「！　おちょくっとんのか、おまえ。いや、いい。答えるな、聞きたくない」

　満面の笑えみで肯こう定ていする気満々の沙綾を、手をあげた嵐嶺が止め、顔を背そむける。

　心なしか、疲つかれているようだ……。

『いつも、この調子なのですか』

　ヤファルが渚に訊きいた。

　うなずいたら軽けい蔑べつが待っているだろう。察せられたが、渚は噓うそをつけなかった。

『はい』

『腐くさっている。外げ道どうの国だ、ここは』

『うむ、そうかもしれぬな。ただし、沙綾は別だ』

　力説する空也に、ヤファルが世にも冷ややかな目を向ける。

『サアヤというのがそこの少女ならば、彼女がいちばん穢れています』

　空也の両目がカッと光った。

『ぬぉわんだとう貴様～～～～～～～ッ！』

　詰め寄って胸むな倉ぐらを摑つかんだ空也に、ヤファルは怯ひるむことなく平然と言った。

『事実なのだからしかたがありません』

『くうっ、どこが事実だ!?　わたしの沙綾は──』

『彼女は悪魔と語らうのに喜びを感じ、これを歓かん待たいしている。魔ま女じよの所業というよりほかにないでしょう』

『ま、マジよ？　本マ気ジの所業とはいかなる意味か？』

　ヤファルは明るい茶の髪に緑の目をした空也と、それよりは濃こい茶の髪に空色の目をした沙綾を見比べて首を振った。

『あなたがたは兄きよう妹だいですか。……お話にならない』

「？」

　沙綾と空也はそっくりなしぐさで首をかしげる。

　この異国の青年が苛いら立だっている理由も、なぜ匙さじを投げたのかにもピンとこないのだ。

『空也はかわいいね。「マジよ」って、どんな本気だ』

　御み簾すの向こうで、聞き覚えのある声がした。
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　女官が急ぎ御簾を巻き上げると、八洲国の帝みかどがそこに立っていた。

　帝が沙綾の暮らす殿でん舎しやに訪ねてくるなんて、ついぞなかったことだ。

「いらせられませ」

　沙綾は手をついて挨あい拶さつをした。立ち上がると、上席を譲ゆずって座り直す。

　帝は当然のように、譲られた座についた。

「何用だ？」

　幼おさななじみの空也はけんもほろろだが、帝は気を悪くしたふうもない。

『そちらの高こう僧そうが申したのは「魔女」、ようは邪衆の妾めかけというような意味である』

『めっめっ妾～～～～っ!?　訂てい正せいしろ！　高僧──って貴様、ボウズなのか？　ちっともボウズには見えん！　なっ、沙綾』

「見えます兄様。御お坊ぼう様さまだとすれば納なつ得とくです」

　彼の清せい冽れつな〈気〉には、この国の僧や呪じゆ言ごん師しに通じるものがある。

「む？　そうか？　ならばよい」

　なにがよいのかまったくわからなかったが、空也は相そう好ごうを崩くずした。

　胸倉を摑まれていたヤファルが、空也の手を振りほどく。

『いい加減に、放してください』

『先ほどの問いに答えるならね、空也。余よは好きこのんで鄙ひなに来たわけではない』

　御ご所しよの外はずれにある沙綾の殿舎を「鄙」と馬鹿にしたが、空也をからかうためなので、沙綾はなんとも思わない。

『鄙？　鄙とはなんだ!?』

　あんのじょう突っかかってくる空也を面おも白しろがっている帝に、ヤファルが頭を下げた。

『謁見の最中、勝手に席を外したことはお詫わびいたします』

『ですが──と続きそうな台詞せりふだね』

『ええ、続きます。あなたがたはどうかしている。なぜ、国家の要かなめたる宮きゆう城じように悪魔が居座るのを許せるのですか』

『なぜだと思う？』

　問い返されたヤファルは、面めん喰くらったように口をつぐんだ。

　悔くやしそうに顔を歪ゆがめ、扇おうぎをひらめかせて答えを待つ帝に言う。

『わかりません』

『であろうな』

　ふ、と帝が笑みをのぞかせた。

　ヤファルはむっとしたがその表情を一いつ瞬しゆんで消し、帝の前で膝ひざをつく。

　床に座ること自体に慣れていないのだろう。足を組むのが大たい儀ぎそうだったが、どうにか形を作った。

『陛へい下かにお願いがあります。わたしに、あの悪魔を祓はらわせてください』

『それ、難しいと思いますよ』

　沙綾は言った。

『わたしもやってみたことがあるのですが、なまなかなことでは、まず無理です』

『あなたが？　やってみた？』

　片眉を吊つり上げて不信感を露あらわにするヤファルに、沙綾は信じてもらおうといきおいこんでうなずく。

『それも、一度や二度ではありません。禁じ手も使ってみたのですが、キレられました』

『おいそこのバカ巫女。おまえ、なんの話をしているつもりだ？』

　帝に問われて、沙綾は面喰らった。

『え……？　嵐嶺様を笑わせる話ですけれど？』




　プ──ッ




　嵐嶺が噴ふきだす。彼はのけ反ぞり、声をあげて笑った。

『まあ！　見てください、快挙です！』

　いままで、変顔を作ったりくすぐったりしてみたが、これほどの反応は返らなかった。

　手を叩たたいてはしゃいだ沙綾に、ヤファルが軽蔑のまなざしを向けた。

『わたしは悪魔を「祓わせろ」と言ったんです。「笑う」と聞き違えたとしても、前後の文脈から間違いを類推し、口にする前に考えるべきでは？』

　指摘はいちいちもっともだ。

『こちらの国では華丹語は必須の教養と聞きましたが、正直、失望しました』

　その言葉を沙綾にではなく帝に言ったのは、先ほどの意い趣しゆ返がえしだろう。

『さて〈神凪姫〉。おまえのトンチンカンのせいで、八洲の民度が疑われたぞ？』

　わー煽あおるなぁ、主上。と沙綾は思った。

　責められたのにのんびりしているのは、帝が異国の僧に民度を疑われたところでなんとも思わない性格なのを承知しているからだ。

　帝は空也をいじることを生きがいにしている。この発言はそのネタだ。

『なんだと雪ゆき王おう！』

　予想に違たがわず、空也が激げつ昂こうした。鼻から悍かん馬ばよりも荒い息を吐き散らし、怒ど髪はつ天てんを地で行くほどに髪が逆立っている。

　だが、その空也の上を行くすさまじさで、庭に雷かみなりが落ちた。

　嵐嶺の身体から噴きあがった邪気で、沙綾の身体が稲いな妻づまに触ふれたように痺しびれる。

「嵐嶺様……」

　先ほど、沙綾の聞き間違いに噴きだした嵐嶺だが、いまは双そう眸ぼうが爛らん々らんと紅い。

『いい加減にしておけよ。おまえらふたりともだ』

　ふたりとは、沙綾へのあたりがきついヤファルと、空也をいじるためではあるが責めた帝のことのようだ。

（庇ってくれた？）

　どうやらそうらしいと理解して、沙綾は頰ほおを緩ゆるませそうになった。

　渚、渚、早く〈夢の書〉を紐ひも解といて『殿との方がたに守られてみたい』を墨すみで消して！　と頼たのみたいのを肚はらに力を入れてこらえる。

　そうしながらも嬉うれしさで、……胸の奥もじんわり温かい。

『待て待て、待てい！　沙綾を守るのは兄、護持大将の空也である。キレ神はおとなしくすっこんでおれ！』

　空也がいちゃもんをつけたが、だれも応こたえなかった。

『キレ神を祓うというが、それはヘタレに見えてなかなか手て強ごわいぞ？』

　帝はそれ、と閉じた扇で嵐嶺を指し示した。

　ある意味文字通り、神をも恐おそれぬ所業である。

『昔のことになりますが、嵐らん公こうは滅ほろぼせなかったんです。それで代々〈カンナギ〉と呼ばれる巫女が封ふうじてきたのですが』

　補足した渚に、ヤファルが『巫ミ女コ？』と問い返す。

『ええと、特別な力を持つ尼に僧そうと言いますか──』

『わかります、一種の聖女だ。それがそこの小こ娘むすめなのですね』

　周囲のうなずきを受けて、ヤファルは目を伏ふせて首を振った。

『本当に、お話にならない。民の手本とならねばならぬ立場の者が』

『ふむ、良いことを言うな。そなた』

　ひとりごとのようにもらした帝が、扇をもてあそんで打ち鳴らした。

『しかし、そなたには目的があったであろう？　なんたら言う悪魔を討うつため、最果ての島国まで追ってきたのではなかったか』

『その悪魔の名はアイシスです』

　愛死す。意外と浪ろ漫まん的てきだと沙綾は思ったが、感想を述べたらイラつかれそうなので黙だまっておいた。

『わかった。その邪衆を討つ許しともども、計はからってやろう』

　帝の言葉を聞いた沙綾は「はい」と挙手をした。

「すみません、主上。もう一度お願いできますか。わたし、嵐嶺様を討ってよいと聞き間違いをしてしまったので」

『ああ、よいとも。余は「追ってきた邪衆とともに、そこのダメ神を討ってもよい」と言った』

　わざわざ肝かん心じんな部分だけは八洲の言葉に直したあたり、帝はいい性格をしている。

　しかし、自分の聞き間違いでなかったにしては、嵐嶺の反応がなさすぎる。

　沙綾は嵐嶺の古風な装しよう束ぞくの袖そでをくいくいと引いた。

「嵐嶺様、ちゃんと聞いてらっしゃいました？　主上が──」

「わかっとるわ、黙っていろ〈神凪姫〉」

　嵐嶺はイライラと応じるが、沙綾にしてみたら訊き直さずにはいられない。

「だって。差し出口だとは思いますけれど、わめくところだと思いますよ、ここ」

　なんといっても帝は、嵐嶺を滅めつする許可をだしたのだ。

「だから、わかっていると言っとろうが。どっちに対してキレるか考える時間くらい、よこせ！」

「──そっか。〈ダメ神〉言われましたものねえ」

　手のひらを拳こぶしで叩くと、嵐嶺の怒いかりの矛ほこ先さきが沙綾に向いた。

「いちいちおさらいするんじゃない！　イヤガラセか？　おまえ、本当は我が嫌きらいだろう!?」

「あらまさか。そんなことありません、大──」

　大好きですと口にしかけ、さすがに恥はずかしくなって言葉を吞のみこむ。

「大？　大!?　あとにつづくのはむろん『ッッッッ嫌い』であろうな沙綾～～～～!?」

　空也が派手に取り乱して髪をかきむしった。

　そうだった、兄の健康も考えねばならなかったのだ。

「いえさすがに、そこまでありったけの『ッ』をつけたりはしないですが」

　きっぱり否定したら兄が頓とん死ししそうだったので、地味に否定することでごまかす。

　そうこうしているうちに、「ではな」と帝が立ち上がった。

　半狂乱の空也を堪たん能のうしたので、引き揚あげる後ろ姿が満足げだ。

「くそ。気分が悪いわ」

　わめきちらすきっかけを完全に失った嵐嶺も、つぶやくなり神かみ座ざに踏みこんだ。

　すい、と姿を消してしまう。
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　あとには、沙綾、渚、ヤファル、心に傷を負って半泣きの空也──の四人が残った。

　渚はのどに豆を押しこまれた鳩はとのような顔をしており、ヤファルは不快きわまりないといった様子で眉を神経質にひそめている。

　空也は空也で、浮うわ気きした夫の反省と更こう正せいを信じたいけれど信じ切れない妻のような上うわ目めづかいで、沙綾を見つめていた。

『質問、よろしいですか？』

　沙綾がヤファルの注意を引くと、下げ賤せんの者に向けるような侮ぶ蔑べつの視線が返った。

『あなたが追っていらした〈愛死す〉という邪衆は、この国に逃にげこんだのですか？』

『質問は、もっと練ねってからするべきですね。逃げこんだかその疑いがなければ、わたしは追ってきません』

「……面倒くさ」

　屁へ理り屈くつのような返事に、沙綾は思わず言ってしまった。

『なんです？』

『いえ。〈愛死す〉を見失ってしまい、捜さがす過程で訪国することもあるわけで』

　指摘はまずかったようだ。隠しようもない苛立ちがヤファルの顔に表れる。

『あなたは、このわたしが見失うような失態をおかすとでも？』

　と言われましても、沙綾はヤファルがどんな人物かを知らない。

『では、〈愛死す〉を追っているのは、なぜですか』

『！』

　訊ねたとたん、ヤファルが鋭くにらみつけてきた。

　どうやら、禁句であるらしい。

　それにしても、このひとも笑う必要がありそうだ。頑かたくなで、心を叩くことができたならば硬こう質しつな音が返ってくるような気がする。

『あのう。くすぐってみてもよいでしょうか？』

　ためしに訊いてみると、即座に拒きよ絶ぜつされた。

『触さわんな！』

　そこまでいやがらなくても。

　伸ばしかけた手を引っこめて頰を搔かく沙綾に、ヤファルは憤ふん懣まんやるかたないというまなざしで問う。

『あなたに、聖女の自覚はないのですか』

「──」

　沙綾は即答できなかった。

　ヤファルは細めた目に非難を籠こめ、嵐嶺の消えた神座を示した。

『ところで、ここは？』

『それは〈カミザ〉と言います。神様のための場所ですね』

『ランリョーというのは、あの紅い悪魔の名ですね。それの居場所？　つまり祭さい壇だんですか』

『そうとも言えます──』

　沙綾が肯定したとたん、ヤファルがからくりで神座を撃った。





〈殲せん滅めつ!!〉






　銀の弾が、神座の供く物もつをめちゃめちゃに吹き飛ばした。

　結界として四方に張り巡めぐらせていた縄なわが切れ、神座の力がしぼむように消える。

　ヤファルは神座の残ざん骸がいには目もくれず、渚の視線をつかまえた。

『皇帝は、わたしに神官の宿舎に滞たい在ざいするようおおせになりました。案内を頼めますか』

『あ、は、はい』

　渚はあるじを気き遣づかいながらもすまなそうに会え釈しやくし、ヤファルを伴ともなって出てゆく。

「乱暴ですねえ」

　見送った沙綾は言った。けっこう驚いていたのだが、表面上はまるで淡々としている。

　物心ついて以来、指一本動かすのすらしんどい時間が長かったため、どんなに驚いたとしても悲鳴をあげたり飛びすさったりしないくせが身体に染しみついてしまっているのだ。

「神座を壊こわしていかれたのは、警告なのかしら」

「おそらくな」と空也が言った。

　それだけ悪魔と呼ばれるものたちを憎にくむ気持ちが強いのかもしれない。

「どちらにしても、花に罪はないのに」

　供えてあった寒かん椿つばきが床で散り砕くだけているのには、胸が痛む。

　と、パタパタと羽はばたきの音をさせて、庇ひさしのほうから小鬼が飛んできた。

　雛ひな鳥どりのような嘴くちばしに、ひからびたような見た目と手触りの膚はだ。餓が鬼きそっくりにふくらんだ腹と骨だけの翼つばさを持つその小鬼は、嵐嶺の愛ぺ玩つ鬼とである。

　赤あか丸まる、緑みどり丸まる、小こ丸まると三鬼いるなかの、これは小丸だ。

　小丸は沙綾の顔の高さを保ち、なにか言いたげに近づいてくる。

「どうかしたの、小丸ちゃん？」

　沙綾が訊ねたとたん、小丸は口をいっぱいに開いて言った。




「バ────────カ」




　ヤファルの言動よりなにより、沙綾にはこれがいちばん癪しやくに障った。
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　渡わた殿どのの敷しき板いたがすさまじい音を立てはじめたので、今きん上じよう帝ていは侍はべらせていた女によ官かんに訊ねた。

「いま、何時だ？」

「主上が〈神凪姫〉様のところからお戻りになって、四半刻ほどになりましょうか」

　女官の側にある二に階かい厨ず子しの上には、華丹国から戻った留学僧より献けん上じようされた、西方から到とう来らいしたという機械からくり日読どけいが置かれている。

「ふむ、四半刻ね」

　まずまずだなともらした帝は、かねてより支し度たくしておいた茶菓を並べるよう命じる。

　香ばしくお茶が淹いれられたところに、まさに絶ぜつ妙みようの間合いで空也が現れた。

「いったい、あれはなんのつもりなんだ、貴様」

「やあ、空也。おまえの好きな糖とう菓が子しがあるよ」

　糖菓子も、留学僧が華丹国からもたらしたものだ。

　油ゆ脂しと砂糖を混ぜてこねた小麦を焼いたもので、サクサクした歯触りが楽しいのだが、歯が浮くほど甘く、そんな名がついたのだという。

「菓子などどうでもよ──いや、よくない。よくないぞ、うむ」

　甘いものに目がない空也は、おのれに弁解しつつ帝の正面に座った。

　女官の運んできた茶でのどを潤うるおし、糖菓子を堪能する。

「うまいかい？」

「………………むぐっ」

　頰ばりすぎたところに訊ねられて慌あわて、目を白黒させる空也に追い打ちがかかる。

「ほらほら、口の横にもかけらがついているぞ。空也はダメっこだなあ」

「ふぐぐ～～～～（やかましいわ！）」

　わめこうとして菓子をのどに詰まらせた空也は、慌ててお茶を飲んだ。

　それきり無言で集中して食べ終えると、懐かい紙しで口元を拭ぬぐって名家育ちらしいところをのぞかせ、やおら文もん句くを再開する。

「貴様は本気で、あの白髪しらが頭にキレ神を討たせるつもりなのか」

　茶菓で一息いれてしまったせいで気持ちが切り替わったのか、怒り全開からまじめへと仕様が変わっている。

「空也、あれは白髪ではないよ。銀髪だ」

「それに、わけのわからん丸い硝子なんぞを目に嵌めおって、手にはからくりの武器えもの」

「丸硝子は〈物もの狂くるう〉──片かた眼鏡めがねと言うそうだ。武器のほうは〈他た念ねんが死し魔ま〉」

「〈物狂う〉に〈他念が死魔〉？　なんだそれは」

「いや、タネガシーマ、だったかな。とにかく、刀なぞ較くらべものにならぬ武器だそうだ」

「神威かむいがかかっているのか？　沙綾は白羅神の力を感じると言っていたぞ」

「ああ、ではあの西方人の持つものは、そうなのかもしれない。とにかく、そこの機械からくり日読どけいと一緒で、天てん児じ空くうよりもっと西方の国の品だね。あの者の故国も西国だとか」

「天児空国よりも西に国があるだと？」

　空也が疑わしい口ぶりになった。

　八洲国の海を挟んだ隣が華丹国。その向こうに天児空国があることは知られているが、さらに先の国などと言われても、どんなところなのかまるで想像がつかない。

「機械だらけの国だという。面白そうだと思わぬか？　どのような国なのか見物してみたいものだ」

「行け。心おきなく行ってこい！」

「そして二度と帰ってくるなとでも言うのだろう？　冷たいよね、空也は」

「ううう。そんなことは言わ──」

　もちろん言うつもりだったのだが、しょげて肩を落とされると、良心が疼うずいて空也はもごもごと濁にごした。

　帝のほうは空也のそんな性格を見越しており、いとも優ゆう雅がに扇をそよがせている。

「おまえ、キレ神を討つのに反対なのか？」

　訊ねられた空也は返答に詰まった。

「う、いや。それはっ」

「おまえにとって、キレ神は邪じや魔まで目の上の瘤こぶも同然であろう？」

「瘤どころではない、大瘤だっっ」

「力むならね、空也。異人にキレ神をなぜ討たせるとか訊く理由を説ときなさいよ」

「うう、だからそれはっ」

「それは？」

　つ、と間合いを詰めるような調子で問いを重ねられ、空也は横を向いてぼそりと言う。

「沙綾が悲しむであろうが。それに、息抜きができなくなる。ヤツが現うつし世よに現れている三日の間は、年頃の乙女のように笑ったり喋しやべったりが叶かなうのだぞ。貴様は、わたしの愛しい沙綾から、そんなささやかな楽しみも取り上げるのか」

「うーん」

　帝が扇をもてあそぶ。その思案する表情に、空也は眉み間けんに皺しわを寄せて訊ねた。

「なんだ、その返事は」

「おまえはかわいいなぁ、つっこみどころが満まん載さいで困るなあ、という『うーん』」

　帝は空也を窺うかがうようなまなざしで、にやにやしている。

「貴様のそういうところは、昔から好かん！　というか、つっこみどころだ？」

「そう。まず、〈神凪姫〉はキレ神の現れている間、笑ったり喋ったりだけじゃなく、恋もしている」

　強調に、空也が血を吐くような音を立てて床に這いつくばった。

「ぐふっ！」

「それに〈神凪姫〉の不調は、キレ神を始末したら終わるんじゃね？」

　自らの身の内に神を封じる。

　それこそが沙綾のツラい、ダルい、身体が重いの元げん凶きようなのだ。

　なのに三百年、歴代の〈神凪姫〉たちが嵐嶺を封じつづけてきたのは、彼がそう簡単には滅ぼせない、力のある神だからだ。

「訊いていいか、雪王」

　元服して久しいのに、帝をいまだ幼よう名みようで呼ぶのは空也だけで、帝もそれを咎とがめない。

「どうぞ」

「キレ神は三百年前、九く曜ようですら相討ちにしかもちこめなかった神だぞ？」

　九曜というのは、伝説的な呪言師の名だ。

　しかし、稀き代だいの呪言師と謳うたわれ、遠い異国にまで噂うわさが届いていた彼でも、嵐嶺は倒たおせず、初代の巫女・芙ふ蓉ようの内に封じた際、相討ちとなって命を落としている。

「なのに貴様は、あの白髪異人にキレ神が倒せると思っているのか？」

「さあてな」

　あらぬ方角へと視線を外す帝に、空也は不満げに訊ねた。

「なんだその返事は。またあれか？　異人が倒してくれれば儲もうけもの的な」

「よくわかるねえ、さすが空也」

「わかるに決まっているだろうが。貴様は、いつもそれだ」

　嵐嶺の復活時、神にとっては仇きゆう敵てきの九曜が甦よみがえったという噂が流れた際も、はなから胡う散さん臭くさい話だったのだが、帝はそれを当然のように利用している。

「今回も、白髪異人が返り討ちに遭あってどうなろうと知ったことではないわけだな」

「あのねえ、空也。逆に訊ねるが、余の臣民ですらない者の命の心配を、余がわざわざせねばならぬ理由とは？」

　問われた空也は断言した。

「そうはっきり問われると、ないな！」

「であろう？」

「えええ!?」と驚き声が聞こえて見み遣やると、帝の側そば仕づかえの女官が恐きよう縮しゆくした。

「すみませぬ。それ人としてどうなのと、お二方につい……」

　たしなみも忘れ、つっこんでしまったらしい。

　帝は女官を鷹おう揚ように許し、「それに」と話を戻した。

「あのキレ神を、このままにしてはおけないのも事実であろう？」

「たしかにな──」

　帝の意見は正論だ。

　嵐嶺は黒牙神、関わるだけで人の世に災さい厄やくをもたらす禍つ神だ。

　存在するだけで、邪衆や鬼が惹ひかれて彼のもとに参じる。参じた者たちは、人々に害をなさずにはいられない。

　月に三日しか現れないのも、現世への影えい響きようをできるだけ抑おさえるためだ。

「だがいまのところ、キレ神は人に祟る気は失うせているようだぞ。わたしの可か憐れんな沙綾が、命がけの説得を試こころみて改心したゆえになっ」

「そうだね空也。かなりおまえ目線だが、事実にはまあ沿っている」

「いちいち棘とげのあるヤツだな貴様は」

　唇くちびるを尖とがらせた空也に、帝は言った。

「ぶっちゃけ、余は嵐嶺を信用していない」

　彼の本性は邪神だ。いつ、その本性に立ち返るかわからないと思っているのだろう。

「貴様は、基本全員信じていなかろうが」

「そうとも。おまえ以外はね」

　打てば響ひびくように返され、空也は二の句が継つげなくなる。

　その空也に、帝は身も蓋ふたもないことを言った。

「ま、結論から言えばちょっとした余よ興きようだ。あの異人は面白そうではないか」

「あれが面白いか？」

「邪気を感じたとたん、余の前から許しも得ずに退出するような者だ」

「それは、ヤツが異人だからではないか。作法を知らぬとか」

「作法などすっ飛ばすほど、アクマと呼ばれるものが憎いのであろう？」

「うむ。キレ神を目にするやいなや、西方の武器を用いて挑いどむのだからな」

　あれには一同度ど肝ぎもを抜かれた。

「あれは、アクマというものによほど怨うらみを抱いだいているらしい。なんだろうね、西方人というのは。おのれの追ってきたアクマだけではなく、たまたま見かけたキレ神まで滅しようというのだから」

「貴様こそ、その西方人を余興にする気だろうが」

「ふふ。あの嵐嶺がどれだけ耐えるかと思うとね、見てみたくて」

　嵐嶺が力をふるわないのは、ひとつにはその不完全な復活のためだ。かの神と〈神凪姫〉はつながったままで、神が力をふるうと、その邪気が沙綾を苦しめることになる。

　空也には癪だが、嵐嶺は沙綾を大切に思っているらしい。

　だからよほどのことがなければ、ヤファルに反はん撃げきしないだろうことは空也にも想像できるのだが──。

「雪王。貴様、黒牙神以上に邪悪だな」

「それは、お褒ほめにあずかりどうも」

　扇をそよがせる帝に「褒めとらんわ」と空也は呆あきれた。

「余自身も不思議なのだがね、なんというかこう、嵐嶺はいけ好かないのだよ。つついてみたくなるのは、やはり血かな」

　帝がそんなことを嘯うそぶくのは、三百年の隔へだたりがあるにしろ、彼と嵐嶺の間に血けつ縁えんがあるからだ。

　ただし今上帝は、嵐嶺が唯ゆい一いつ許した従弟いとこ、橘きつ宝ぽう帝ていの子孫である。嵐嶺がことごとく滅ぼしたその兄劉りゆう徳とく帝ていの血を引くならいざ知らず、血筋を持ちだすのは説得力に欠かける。

「たんに、貴様の性しよう根ねが曲がっとるせいだろう」

　断じた空也は立ち上がった。これ以上話したところで不毛だ。

　去りかけた彼は、庇に出る間際で肩越しに振り向いた。

「なんだい空也？」

「うまかったぞ、糖菓子」

　そう言うと、来た時と同じようにやかましい足音を立てて引き上げる。

「ふむ、満足満足」

　帝は、疲れたような女官の視線をよそに、ゆったりと脇息に肘をついた。
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　八洲国やしまのくにの京みやこが匂く桜おう京きように移されたのは、いまからおよそ三百年前のこと。

　以前の京からここに遷せん都ととなった原因を作ったのは、嵐らん嶺りようである。

　皇こう位い継けい承しようの争いに敗れ、遠おん流るされたうえに謀む反ほんをでっち上げられて刑けい死しした嵐嶺は、その怨うらみから怨おん霊りようとなった。

　自分を死に追いやった従兄いとこ帝ていとその縁えん戚せきをことごとく祟たたり殺し、それでも足りずに京中に禍わざわいをまき散らし、疫えき病びようをはやらせ、洪こう水ずいを起こし、日照りで苦しめもした。

「だから『もう無理』ってことで京が移されたわけですけれど──、これだけ時が経たつと、御ご所しよもあちこち手入れが滞とどこおるものなのよね」

　なにせ、内だい裏りの敷しき地ちは広大だ。それに対して人の営いとなみというものは決まりきっているせいで、おのずと使われない部屋、建てたはいいが放置されている家屋もあったりする。

　とくに、鬼き門もんとされている方角はその傾けい向こうが強かった。

　もともと邪じや衆しゆうの好む方角なので、人ひと気けのない場所は昼間でも寂さびしいものだ。それが夜とくれば、鬼おにやあやかしが出ても不思議ではない。

「……というよりも、棲すんでらっしゃるのだけれど」

　沙さ綾あやは、そんな廃はい屋おくのひとつに、ガタピシと戸を開けて入りこんでいた。

　ここを目指す途中に通りかかった美み命めい門もんの楼ろう閣かくには、明らかな邪じや気きが漂ただよっていたのだ。

　おそらく鬼が一～二匹は棲まっているだろう。

　顔見知りの、渚なぎの先せん輩ぱい僧そうが門の側を通っていったが、決死の覚かく悟ごだったはずである。

「あそこには運が悪いと喰くわれる、って噂うわさもあるものねぇ」

　ひとりごとをつぶやきつつ、沙綾は設置し終えた神かみ座ざを満足げに眺ながめやった。

「初めてにしては、まあまあの出来……！」

　ねえ渚、と同意を求めようとして、そうだ、一人だったのだと我われに返る。

「というか、一人で作ったからちょっと苦労したのだったわ」

　四本の支柱や結界として張りめぐらせる注し連め縄なわはたやすく手に入ったのだが、それをここに運び入れるのは大変だったのだ。

　でもまあ、ヨシとしましょうと沙綾は笑顔になった。

　これでようやく、神世に引っこんでしまった嵐嶺を呼び戻もどすことができる。

　沙綾は神座の正面の、供えたばかりの花と酒の前に座った。

　口元に手を当てて、キレ神様に呼びかける。

「おーい、嵐嶺様～」
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「廃屋に籠こもって、なにをしているかと思えば」

　間かん髪はつをいれずに神座の内に現れた嵐嶺が、どかりと座って沙綾に呆あきれた目を向けた。

「悪夢みたいに不ぶ細さい工くな神座を立てやがって。なんの真ま似ねだ、〈神凪姫かんなぎ〉」

「なんの真似ってもちろん、異国の御お坊ぼう様さまに壊こわされてしまったあなたの神座の代わりですけれど、……不細工ですか？」

　沙綾自身の評価は「まあまあ」だ。そんなに酷ひどいだろうかと首をかしげると、嵐嶺が「おまえは阿あ房ほうか？」という顔になった。

「正しい神座とは、四本の支柱は等しい聖四角に置き、張り巡らせる縄は微み塵じんもたるむことなくピンとさせるんだろうが。だのに、なんだこれは!?」

「そうですね。支柱は……あらまあ。切り損じた羊よう羹かんのような台形。注連縄には懐ふところ深く、適度な緩ゆるみを持たせて──」

「カ────っっ!!　たるんだ結界を張る馬ば鹿かがどこにいるかっっ！」

　耐たえきれなくなったように嵐嶺がわめいた。この神ヒトは、黒こく牙が神しんだというのに妙みようなところでまじめなのだ。沙綾のお茶目な分析が癇かんに障さわったらしい。

「でも、結界はきちんと働いていますよ？」

　見てくれはたしかに悪いが、現うつし世よとは切り離された場所特有の〈気〉が立ちこめている。

「それが〈神凪姫〉の力ゆえかと思うと、薄うすら恐おそろしいわ」

　嵐嶺がぼやいた。それから片かた眉まゆをあげて問う。

「だいたい、神座こんなものを置く意味がわからん。座などなくとも、我は具ぐ象しようできるだろうが」

　神座は、崇あがめたい神への敬意を表す場所の意味合いが強い。

「そうですけれど、おうちを作れば戻られるきっかけになるかなと」

「こんな内裏の隅すみのさびれた廃屋にか。しかも、こんな不細工な」

「ほら、文句がたくさん言えて楽しいでしょう？」

　あげつらう嵐嶺を見て、沙綾は手を叩たたいた。

　とはいえ、それを狙ねらってこんな場所を選んだのではないのだが──。

「この部屋を掃そう除じしたのも、おまえか？」

　むっつりしたまま室内に目をやった嵐嶺が、隅のほうに置いてある箒ほうきや塵ちり取とり、使用済みの桶おけと手ぬぐいに気づく。

「そうですよ。だいぶ埃ほこりっぽかったので。そんな場所に、たとえ邪じや神しんでも神様を迎むかえるのはどうなのかなと」

「馬鹿めが」

　断じられて目を丸くする沙綾から、嵐嶺がぷいと顔を背そむける。

「掃除など、〈神凪姫〉の仕事ではなかろうが」

「あらあら。ここは素直に『ありがとう』ですよ、嵐嶺様」

「素直になれと我に言うなら、おまえはその一言余計なのを直せ！　なにが『邪神でも』だ──う」

　わめき散らしていた嵐嶺が、途中で口をつぐむと疑わしそうな目つきになる。

「おまえまさか、我をキレさせようとわざと……？」

「ニヤリ」

　擬ぎ音おんつきで笑うと余計に悔くやしさが増したらしく、嵐嶺が神座の支柱でガンガン頭をぶつけた。

「いけませんよ嵐嶺様。これ以上お馬鹿さんになったら大変」

「これ以上だと!?　ずいぶん挑ちよう戦せんしてくれるなおま──くそおおおお！」

　天も裂さけよとばかりに吼ほえた嵐嶺の神しん力りきに引きずられ、庭に二つばかり雷かみなりが落ちた。

　まんまと術中にはまった神が、拗すねたようにそっぽを向いた。

「もうよいわ。我は帰る」

「嵐嶺様？」

「〈神凪姫〉にもてあそばれる黒牙神など、存在する意義もない。どこぞに去いぬわ」

「なぁんて言って、同情を誘さそう作戦ですね。見え透すいてますよ～？」

　沙綾の言葉に動きを止めた嵐嶺が、次の瞬間神座にひっくり返って絶ぜつ叫きようした。

「くっそおおおおおおおおおおお!!」
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「しかしおまえ、心の底からこれでもか！　というほど性格が悪いな」

　落ち着きを取り戻した嵐嶺は、神座のなかであぐらをかき直すとムスッとしたまま言った。

　神じん供くの酒が入った瓶へい子しをつかむと、手て酌じやくで飲やりはじめる。

「お飲みになることもできるんですねえ」

　わざわざ呷あおらずにも、嵐嶺は酒の精気を取りこめるのだ。

　感心する沙綾を嵐嶺は無言で見返した。

　おそらく「飲まずにやってられるか」だ。

「小こ童わつぱはどうした？」

「渚のことですか。そうですね、御所内のどこかです」

　要領を得ない沙綾の返答に、嵐嶺が片眉を吊つりあげる。

「なんだそれは」

「失なくしものをして、探している最中なのです。いまごろ、あちこちを見て回っているはずですから」

「ふん。あいつのドンくささは神級だな。なにを失くした？」

「白びやつ光こう天てん様の首飾りを」

　沙綾が明かすと、嵐嶺はなんとも言えない表情をした。

「ボンクラどもめ」

　彼にとって白光天は、自身を封ふうじた呪じゆ言ごん師し・九く曜ように力を借した仇きゆう敵てきだ。

　が、沙綾たちからしてみれば、黒牙神に対する貴重で強力な武器なのである。

「なぜ、あいつに持たせておく」

　歩くドジっ子に、と責められるのはもっともだ。

「それは……、いろいろと事情がありまして」

　沙綾が濁にごすと、嵐嶺がずばり言った。

「我が厭いとうから、だろうが」

　白光天の首飾りの管理は、もともと沙綾にゆだねられている。

　だが嵐嶺をおもんぱかって、逢おう瀬せの三日間だけは渚が預かることになっていたのだ。

「ありていに申し上げますと、はい」

「おまえマジで一言多いな」

　ぼそっと言った嵐嶺は、どうでもよさそうにではあるがつづけた。

「預けるなら、もっとマシなやつを選べばいいものを」

「それが、なかなか難しいのです。お兄様は肩が凝こって好かんと申しますし、ほかのお坊様にお願いしてみたこともあるのですけれど、なぜか皆みな様さまに『荷が勝ちすぎる』と返上されてしまいまして」

　どうやら、首飾りに宿る力が、身につける者にもそれなりの器量を問うらしい。

「あの小童が平気なのは、力の大きさにぴんときていないにぶちんだからだろうな」

「あるじとしては、感想は差し控ひかえておきます」

「という言葉での肯こう定ていだな。──おまえは、なんともないのか」

　うなずいた沙綾に、嵐嶺がふたたび「薄ら恐ろしいわ」とつぶやいたので、彼女はさすがに唇くちびるを尖とがらせた。

「わたし一応、第十代目の〈神凪姫〉ですよ？」

　その拗ねた表情が珍めずらしかったのか、嵐嶺が鋭するどい犬けん歯しをのぞかせて笑う。

　彼のそんな表情にこそ、沙綾はどきりとした。知らず、頰ほおがうっすらと赤く染まる。

　かっこいい、と思ってしまったのだ。

「ふん？　どうした」

「いえあのべ、べべべべつにっ」

　泡あわを食くってわたわたする沙綾を見つめていた嵐嶺が、突然合が点てんのいった顔をする。

「なんだ。いっちょまえに照れているのか」

「いっちょまえってなんですか。照れてなんかいないですしっ」

「おまえな。皇み子こ時代罪作りと言われた、この我の目をごまかせると思うなよ？」

「ご冗じよう談だんを。女子おなごの涙なみだが苦手なくせに、罪作りだなんて。どうせ、一いち途ずにおひとりを想っていらしたに決まってます」

「悪かったな」

　嵐嶺が嚙かみつくように言った。

　いにしえの時代より、花から花へと移ろうように、女によ性しようの間を蝶ちようのように優ゆう雅がに渡り歩いてこそ貴人だと言われる世において、自分は無ぶ粋すいだと暴ばく露ろしたようなものだ。

「でも、わたしはそちらのほうが……すてきだと思いますけれど」

　どうしても伝えたくて、勇気を出して口にすると、ますます頰がほてった。

　あろうことか、嵐嶺のほうも二の句が継つげなくなっている。

（えええ、ええと）

　互いに顔を見合わせたまま次の言葉に困った。沙綾は状況を打開したい一心で、心にもないことを言ってみる。

「だめですよ嵐嶺様。ここは、なにか毒舌で返さないと」

「おまえ……。どんだけ勝手なんだ」

　ぼやくように言った嵐嶺が、ふと訊ねる。

「そういえば、あの男はあれきりか？」

　嵐嶺の言う『あの男』とは、彼の仇敵・九曜になりすました呪言師のことだろう。

　呪言師はある日、白光天の首飾りを提さげてどこからともなく現れ、贋にせ者ものだと見破られたのち、首飾りを置いて逃にげてしまった。

　それ以来、行方ゆくえは杳ようとして知れない。

「あれきりのようですよ。いっそ美事なほど完かん璧ぺきな雲くも隠がくれだそうです。わたしたちとしては、首飾りの出所を問いたかったのですけれど」

　白光天の首飾りは、九曜の遺い品ひんに間違いないのだという。ただし、その力は三百年前、嵐嶺が封じられた際に失われたはずなのだ。

　なのになぜ力が甦よみがえったのか。そして、首飾りはどこから出てきたものなのか。

　いまだ、わからずじまいである。

「嵐嶺様は、小丸ちゃんたちにあの呪言師さんを捜さがせと命じたりしていないのですか」

　沙綾は訊いた。嵐嶺にとっても、首飾りの件は気になるところだろう。

「小鬼めらにはな。ほかの手て駒ごまを放ってはみたが、いまのところ返事はない」

「隠れかたが、神がかり的ですよねえ」

　嵐嶺配下の邪衆にも捜せないとなると、なんらかの力が働き、邪じや魔まをしている可能性がでてくる。

　嵐嶺には思うところがあるようだった。みじかく「ああ」とだけ答えて口をつぐむ。

「嵐嶺様にとって、よからぬことが起こりはじめているのでないといいのですが」

　本ほん音ねを口にすると、呆れた声で「阿房」と返された。

「我にとってのよからぬことは、おまえらにとってのよいことだろうが」

　嵐嶺は黒牙神。存在そのものが、ヒトの世に禍をもたらす神だ。

「ええ。その可能性が非常に高くはあるのですが──、わたしはやっぱり、嵐嶺様がつらい思いや悲しい思いをするのはいやなので」

　本心を吐と露ろした沙綾は、自じ己こ嫌けん悪おを感じてため息をつく。

「だから聖女の自覚はあるのか、なんて訊きかれちゃうんですよね」

「異国の坊主にか？　まあな、我でも訊く」

「～～～へぼん」

　がっかりでしょんぼり、の略語を口にした。

「わかってます。本当は、このままではいけないのは」

〈神凪姫〉には、封ふう印いんに解とけ癖ぐせのついてしまった嵐嶺を、もう一度完全に封じ、世の中から脅きよう威いを取り除く務つとめがある。

　いま、月に三日とはいえ、こうして逢瀬が叶かなうのは周囲の厚意と、嵐嶺の『祟らない』という意思表示とによる。

「くだらんことを考えるな」

　嵐嶺が、うじうじしそうな沙綾の思考をばっさりと斬きった。

「いえ。でも、くだらなくなくてまじめな問題──」

「じきに、いやでも逃げられん時がくる」

　それはそう──なのだけれど。

（考えたく、ない……）

　目を背けつづけて後がなくなれば、それが嵐嶺との別れの時になる。

　じんわり。

　涙がにじんでくるのを、沙綾は止められなかった。するとふいに嵐嶺がおたつき、長く尖った紅あかい爪つめが彼女に触ふれぬよう、注意深く目め尻じりを拭ぬぐったりする。

「うっとうしい、やめんか。おまえはすぐ涙だ。我の前で泣くなど不届き千万。泣きやがったら、ただじゃすまさんぞ」

「どうすまさないのですか？」

「う、それは。──というか、いちいちつっこむな！」

「失礼いたしました。いまのお言葉が口からでまかせだとは見抜けず」

「だ・か・らっっ！　なんでおまえはそう──ああ、もういい！」

　苛いら立だちに任まかせて髪かみをかきむしった嵐嶺が、注連縄の向こうから身を乗り出してくる。

「こうしてグズグズしている時間が無む駄だだ。したいことはないのか〈神凪姫〉」

「と急におっしゃられましても──」

「！　月に三日しかないから練ねっておけ、といつも言ってるだろうが！」

　キレられた。

「すみません。御坊様が現れるまでは野望に満ちていたのですが」

　特攻されたり神座を壊されたりで、計画が頭から吹っ飛んでしまっていた。

「だったらその野望を言ってみろ。あれを持ってくるのでもいい。おまえの煩ぼん悩のう備び忘ぼう録ろくだ」

「ですからあれは、わたしの憧あこがれの詰つまった〈夢の書〉で──」

　幾いく度ども説明しているそれを繰くり返しかけて、沙綾はむなしくなってやめた。どんなに言葉を尽つくしたところで、嵐嶺の中では、沙綾の書きためてきた『やってみたいこと』一覧は、たんなる煩悩の抜ぬき書がきなのだ。

「それでしたら。わたし、町歩きがしてみたいです」

　以前、外に連れて行ってもらったというか連れ去られたことはある。だがその時は、上空より京の様子を眺めただけで終わっている。

「病やんでる犬つきでか？」

　嵐嶺が面倒くさそうになった。空くう也やが同行すれば、漫まん才ざい道中決定である。

「わたしは、嵐嶺様と二人だけでも。──嵐嶺様がおいやでなければ」

　答えながら、沙綾はなぜか照れた。

（殿との方がたとふたりきりで町歩きだなんて……!!）

　沙綾の女童こどもっぽい煩悩などでは到とう底てい及ばなかった、〈夢の書〉にもない刺し激げきの強い行こう為いである。

「で、おまえはどこへ行きたい？」

　嵐嶺のほうはまったく平然としていた。

　そもそも彼は男性で、外出自体が一大行事というわけでもないのだ。温度差があって当然だろう。

　そこが寂しかったが、沙綾は希望の行き先を挙げるためにあれこれ頭をひねる。

（嵐嶺様とでは、さすがに洛らく外がいに出たらまずいわよね。だとしたら──）

　と、その時。

　廃屋の引き戸がすさまじいいきおいで蹴け破やぶられた。

　ハッとはしたが、表面上のほほんとしている沙綾を、嵐嶺が守るように腕うでを伸ばす。

『こんなところで、悪あく魔まと逢あい引きですか』

　現れたのは銀ぎん髪ぱつのヤファル──そして渚だ。

　心底軽けい蔑べつしたまなざしのヤファルとは裏腹に、渚は満面の笑えみで胸元を示してみせる。

「姫様、ありましたぁ！」

　なんと、白光天の首飾りが渚の首に戻っていた。

「見つかったの？」

『わたしが拾いました』

　ありがたく思えという口く調ちようのヤファルに、沙綾は華か丹たん語ごで丁てい寧ねいに礼を述べる。

『ありがとうございます、助かりました』

『本当に？』

　きょとんとした沙綾に、ヤファルが恐ろしい顔をした。

『この首飾りには聖せい霊れいの強い加護が宿っている。武器になります。これを使えば、そこの紅い悪魔もイチコロにできるというのに』

『それはそうなのですけれど、それとこれとは別なので』

『別？　なにがどのように別だと？』

　とたたみかけられても、うまく説明できない。

『その首飾りはとても大切なものなのです。力が宿っているのも知ってますが、嵐嶺様にいまそれを使うつもりはなく──』

『だったらいつ使うのです？　いまでしょ。こんなふうに！』

　ヤファルが故国のモノとおぼしき言葉を唱えた。





〈天に在まします我わが至し高こうの神よ、その慈じ悲ひ深ぶかき光をもて、この悪あしき存在を打ち滅ほろぼしたまえ！　エ・ヴァイ・ヴァロス！〉






〈他た念ねんが死し魔ま〉を引き抜くと、馬ば祥しよう天てんの加護の籠められた弾たまを全弾神座に撃うちこんだ！

『なんなんだおまえは。山さん賊ぞくか!?』

　めちゃめちゃにされた神座を前に嵐嶺がわめいた。ヤファルは銃じゆうをしまう。

『神官ですが、それがなにか？　悪魔の祭さい壇だんなど壊されて当然です。ついでにあなたは、祓はらわれて当然の存在です』

『祓われなかっただけ、ありがたく思えとでも？　下らん』

『下らない？』

『ごちゃごちゃ抜かすヒマがあったら、さっさと祓ってみせろ。できんくせに』

『煽あおれば、わたしが行動を起こすとでも？　はっ、ちゃんちゃらおかしい。なんの準備もなく悪魔に挑いどむような者は愚おろかですよ』

『神座はその予告編か』

『警告です。あなたはいまに、このようになる』

『それがいやならおとなしく消えろってか。あいにくだが、それは無理だ』

　ヤファルの片かた眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが剣けん吞のんに光った。嵐嶺はわざとらしく、沙綾の肩かたを引き寄せてみせる。

『これから、我と〈神凪姫〉はでかける。月に三日の貴重な逢瀬を、おまえごときに邪魔させるつもりはないからな』

『でかける？　どこへですか。市中に禍をまき散らしに行くとでも？』

『あ、それはないです』

　沙綾は挙手をして発言した。

『嵐嶺様は、邪神様ですけれど祟らない神様です。それに、これはなんと言いますか〈でえと〉なので』

　でえと、は華丹の書物から覚えた言葉だ。男女が仲良く、手なんぞをつないで町歩きをすることを意味していたはずだ。

『じゃあ、それでしたら、ぼくもお供を』

　渚が名乗りでた。「大たい将しよう殿どのにもお知らせしてきます」と、身み支じ度たくついでに伝えにゆく。

「ええと、渚。あのね、でえとというのは」

　ふたりきりで行くものなのだ──という言葉が、むなしく空を漂った。

「────馬鹿めが」

　嵐嶺が腹の底から、絞しぼりだすような声で言った。
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「っていうか、でかけるって宣言しちゃったのは嵐嶺様なんですけれども……」

　にぎわう小路を歩きながら沙綾は言った。

　ここは洛中。内裏からは南へ大路を八つほど渡った場所に立つ大おお市いちだ。

　洛外へ通じる、南の大門はすぐそこだ。この辺あたりまでくると貴族の邸やしきというのはほとんどなくなり、板いた葺ぶきの上に石の重しをのせただけの屋根を持つ、庶しよ民みんの家が目立つようになる。

　大市は、洛中でもっともにぎわう場所だった。さまざまな身分の者が入り交まじる場所でもあり、公きん達だちが並べられた品物を眺めているかと思えば、赤ん坊を背中にくくりつけたおかみさんが、筵むしろぎわに座りこんで値段の交こう渉しようをしていたりもする。

　そんな場所なので、時折、大きな笠かさを被かぶり、笠にめぐらせた垂たれ絹ぎぬに身を隠した貴族の姫も冒険に訪れるそうだ。

　市の近くで牛ぎつ車しやを降りた沙綾も、そんな貴族の姫君の〈お忍び笠〉を身につけていた。長い垂絹が装束をすっかり覆おおってしまうので、〈神凪姫〉だとバレる心配はない。

　だが、かなり目立ってはいた。なにせ、連れが派手だ。

　まず、古風な装しよう束ぞくを身にまとった青年。神力で黒髪黒目に変えてはいるが、人目を引く美び貌ぼうである。

　それから、いかにも武将然とした青年。こちらは太た刀ちを佩はき、凜り々りしく爽さわやかだが連れの少女──つまり沙綾しか眼中にない。

　そして、美少女とみまごう可か憐れんな見習い僧の少年。こちらは人にぶつかり、石に躓つまずきと大おお忙いそがしだ。

　さらにとどめとして、銀髪の異国人だ。彼もやはり市には興味がなく、ひたすら黒髪の青年を警けい戒かいしている。

『なんで、おまえまでついてくる』

　はしゃぎながら駆かけてきた子どもを避さけながら、嵐嶺がヤファルに不ふ機き嫌げんなまなざしを向けた。空也と渚はまだしも、彼の同行は解げせないらしい。

『むろん監かん視しですが？』

　ほかにどんな理由が？　とヤファルは冷ややかだ。べつに、ついてきたかったわけではないという雰ふん囲い気きも、これでもかと振りまいている。

『心配性ですねえ。嵐嶺様がなにか〈やらかす〉なんてこと、ないんですけども』

『悪魔の情婦の言葉を信じろと？』

　氷のような視線を浴あびせられた沙綾は、頰を押さえて首をかしげた。

『丈夫ですか？　どちらかというと臥ふせりがちですが──』

『身体が丈夫かどうかなんて知るか！　あなたは馬鹿ですかというか、馬鹿だ。決定です。二度と喋しやべんな』

　きついな～と沙綾は思った。まあ、この程度、へいちゃらだが。

　へいちゃらでないのは空也だ。沙綾への暴言を聞いてこの人混みで抜ばつ刀とうしそうになり、渚に渾こん身しんの力でしがみつかれている。

「だめです大将殿！　後ご生しようですから～～！」

『おまえのその目。完全に、下等動物を見るまなざしだな』

　嵐嶺がヤファルの目つきを評すると、高僧は「あなたはそれ以下だ」という表情になる。

『八や洲しまの人間は、揃そろいも揃って頭がおかしい。よくも悪魔と共存できる』

　ヤファルは沙綾をにらんできた。苛立ちをぶつける対象を、彼女に据すえたらしい。

『聖女の自覚のないあなただけではなく、皇帝をはじめとする八洲人全体がです』

『ええとそれは、わたしたちが黒牙神様でもお祀まつりしたり敬意を払うことに対して……、ですか？』

『言わずもがなでは？』

『たしかに、黒牙神と呼ばれるかたがたは世に禍をもたらしますけれど、その御力はヒトを遙はるかに超えた敬うやまうべきものですから』

『その悪魔の力を敬うとかいう発想がおかしいと、わたしは言ってるんです』

　ぴしゃりと応じられ、沙綾は話の接つぎ穂ほに困った。

『ええっと……』

『説明するだけ無駄だぞ。西国人にとっては、馬祥天以外は白はく羅ら神しんとて悪魔だからな』

　嵐嶺の言葉を、ヤファルが冷たく訂てい正せいしてくる。

『バショウテンではなく、ヴァロス神です』

『ほかはみな〈あ、熊〉──ではなくてアクマだから、滅めつしてしまうと？』

『？　邪じや悪あくな存在を滅さずにどうしますか』

『いえ。お祀りして、歩み寄ればいいのにな、と』

　一行は四よつ辻つじにさしかかっていた。その一角に、おもちゃのような小さな社やしろが置かれ、みずみずしい榊さかきが供えられている。

『あのお社は、黒牙神様のものです』

　沙綾は示した。社の扉とびらが黒くろ塗ぬりになっているため、それとわかる。

『お社というのは、屋根つきの神座のようなものですね。その昔、この辻には祟り神様が幅をきかせておられまして、通り抜ける者に禍を与えておりました。わけあって、辻から離れられない神様でしたので、こうしてお祀りしたのです』

『そんなもの、滅してしまえばよいでしょう』

『どうしてですか？　心をこめてお祀りしたら、神様もわかってくださいましたよ？』

　おかげでこの辺りは市が立つほど栄え、人々も安心して往おう来らいしている。

　見ていると、行き来する人々のなかには、立ち止まって一礼する者、手を合わせて拝おがんでゆく者がいる。

『ああして、悪魔を信しん仰こうすると、なにか？』

『信じているわけじゃありません。なにとぞ自分に禍をお授さずけにならないでください、と礼を尽くしているんです。ちゃんと、効果ありますよ』

　沙綾には社の奥で渦うず巻まく邪気が見えた。神の気まぐれがその人に向きそうになったときに手を合わせると、神は邪気を飛ばすことなく通らせている。

　そのことを説明したのだが、ヤファルは眉ひとつ動かさずに言う。

『悪魔に理ことわりを説とく意味がわかりません』

『相手がこちらの意に添そわぬからと、滅してばかりいたら、残るアクマのかたがたも依い怙こ地じになられませんか？　憎にくしみは、さらなる大きな憎しみを生みますよ？』

　互いを思いやって、ともに住む。それが八洲国流の考えかただ。

『禍つ神様が祟るのは性しようですもの。そこを吞のみこんだうえで「どうかお手て柔やわらかに」とお祀りして、手加減していただけば、神様のほうも「しゃあねえな」という気になるみたいですよ？』

『そんないい加減な神は、もはや神ではない。だいたい、そこの悪魔には、それが通じなかったと聞いていますが』

　そこの悪魔、とヤファルは嵐嶺を指した。

『嵐嶺様は──、あのころかなりヘソを曲げられていたので』

『おい待て〈神凪姫〉。我の怨みと苦しみをそんな軽い言葉にするんじゃない』

　嵐嶺のむっとした声を遮さえぎって、ヤファルが言った。

『それに、こちらが下した手てにでたところで通じなかったから封じたわけでしょうが』

『はい。最終手段として』

『──。どんだけ非合理的な国民性だ』

　お話にならない、とため息をつかれてしまったが、沙綾たちにとってはヤファルのほうこそ理解不能だ。

『お訊ねしてみたかったのですけれど、すぐあのように昂こう奮ふんされて、疲つかれませんか？』

『昂奮？　まったくしていませんが？』

　自覚がないのだなぁと沙綾は思う。すぐに〈死し魔ま〉をぶっ放すのが、激している以外のなんなのだろうと首をひねってしまうのだが──。

　沙綾に加勢するように、嵐嶺が片眉を吊りあげた。

『おまえもたいがい非合理だろうが。我にかかずらっているヒマがあるなら、さっさと目当てのアクマを捜し出して滅し、馬祥天しか存在しないというわけのわからない故く郷にに帰ればよい』

『わけのわからない？　わたしに言わせれば、石を投げればあたるほど悪魔の住まう八こ洲の国くにのほうがどうかしている』

『あのう。わたしたち、石を投げるような罰ばち当あたりはいたしませんが──』

『ただの喩たとえです。あなたは馬鹿ですか』

『のわんだとうっ、訂正しろ！　わたしの沙綾に向かってなんたる無礼!!』

　今度はヤファルにつかみかかろうとする空也を、渚が必死になって止める。

「お願いです大将どのぉぉ～～！」

「くそ。うっとうしい！」

　嵐嶺が我が慢まんの限界に達したように吼ほえた。突とつ如じよ沙綾の手を取ると、空也を突きのけて歩きだす。

「はらら？」

　よろけた沙綾は嵐嶺に引き寄せられた。表向きはマヌケな声をもらしただけだが、内心は大おお騒さわぎだ。

（きゃーっ、きゃーっ、わたし、嵐嶺様と手を──!!）

　つないでいる。まごうかたなく、つないでいる。

　これは間違いなく〈でえと〉だ！

「むわてい、キレ神！　貴様、わたしの沙綾を──!!」

　血けつ相そうを変えた空也の脇わき腹ばらに、ヤファルがさりげなく拳こぶしを入れて黙だまらせた。

『人目を引くような真似は慎つつしみなさい』

『げふ、だって、わたしの沙綾が～～～～』

　おもちゃを取られた、と母親に言いつける子どものように、空也が嵐嶺を指さす。

　嵐嶺はかまわず歩いて行く。息をはずませた沙綾は、心しんの臓ぞうが破れそうなドキドキを感じていた。

（町歩きです。でえとです。いや～～～～!!）

　夢じゃないか、いや夢でしょうと、幾度も頰をつねって阿房扱あつかいされた。

「〈神凪姫〉。見るに堪たえないしもぶくれになるからよさんか」

「と言われましても。実感がないんです。痛くないですし、足下もフワフワして」

　まるで、雲の上を歩いているようだ。

　荒あら筵むしろを敷しいて並べた野菜や干ひ物もの、食器や鍋なべ釜がま、着物。商あきなわれているものも訪れる人々も、なにもかもが沙綾には珍しい。

　そのうえ、この状況だ。傍はた目めにはお忍びの公達と姫君だろう。

　垂絹ごしに、嵐嶺を盗ぬすみ見た。黒髪が新しん鮮せんだ。新鮮すぎる。

「なんだ？」

　気づいた嵐嶺に問われ、沙綾はうろたえた。

「いっ、いえその。皇み子こ様時代は、そんなお姿だったのかなぁ、と」

　嵐嶺が紅あか髪がみ紅あか瞳めになるのは、死後、世を呪のろう鬼と化して以降のことだ。

「たぶんな。見た目はそう変わっていないはずだ」

「そうですか」とつぶやいた沙綾は、そそくさと視線を外はずした。

「〈神凪姫〉？」

　怪け訝げんそうに訊かれたが答えられない。

（こちらもすてき……！　と思ってしまったなんて）

　恥はずかしくて知られたくなかった。髪が黒いだけで印象がまるで違ちがう。癇の強そうな美貌が、涼すずやかに見えるから不思議だ。







[image: ]







「おかしな女だ」

　嵐嶺が肩をすくめ、ついと売り物の花に手を伸ばす。

「へい、ありがとうござ──あのう！　お代を！」

　笑顔を凍こおりつかせる花売りには威い嚇かくの視線をくれておいて、そのまま持ち去る。

「いけません嵐嶺様。物をまかなうにはお金というものが」

　必要なのだ、と書物で読んだことがある。

「ふん。我は神だぞ」

　意に介さない嵐嶺は、花束の生気を深く吸い込んで、仮体に力を取り入れる。

　背後では、渚があたふたと花売りに金を払っていた。銭ぜに入いれを持つ手を滑すべらせて往来にぶちまけてしまい、周りの人を巻きこんで拾い集める。

　そしらぬふりの嵐嶺は、今度は餅もち菓が子しに目を留とめた。主人に言われて買いに来たふうな奉ほう公こう人にんらしい男性の手から、売り手が手渡したばかりの容いれものごとひったくる。

「おまえにも餌えさが必要だろう」

　餅菓子をひとつ、沙綾の口に押しこんだ。

　甘い。できたてで、ほかほかだ。内裏では遠い台所から運ばれてくるため味わえない温かさに、いけないと思いつつ顔がほころんでしまう。

　後始末を頼たのもうと振り向くと、渚がひたすら奉公人に詫わびていた。あとで、彼の勤める邸には詫びの品が届くだろう。

　そんなことなどどこ吹く風で、嵐嶺がどこか感かん慨がい深ぶかげに言った。

「人の営みというものは、たいして変わらんのだな」

「皇子様の時代にも、こんなふうに町歩きをされたんですか？」

「たまに、だがな。むろん当時よりもいまのほうが、品数などは多いが」

「嵐嶺様は、そのころもこうやって、どなたかと手をつながれて──？」

　訊ねたとたん、吞みこんだはずの餅菓子がのどで引っかかったような感じがした。

　思わず、嵐嶺の手をぎゅっと握にぎってしまう。

「安心しろ。だれとも、手などつないでおらん」

　一いつ蹴しゆうされ、沙綾の顔がほてった。動どう揺ようをごまかしたくて、思いきり自分の首を絞しめる方向に質問の舵かじを取る。

「ですけど。どなたかを一途に想ってらしたのでは」

「想おうがどうしようが、町歩きはしていない」

　ちょっとだけ、答える声が突き放すようになった。

　それが「したかったけれどできなかった」と聞こえ、沙綾の胸が嫉しつ妬とでちくりとする。

「この質問。いままで思いつきもしなかったのですけれど。嵐嶺様のお好きな女性って、どんな……？」

　訊きながら胸がモヤモヤした。自分とは正反対の女性が好このみ、と言われたらどうしようと考えて落ち着かなくなったのだ。

「ほどよく邪悪」

　簡潔な答えに、らしくもなく沙綾は蹴躓きそうになる。冗談か本気なのかを見さだめようとすると、嵐嶺と目が合って、彼がにやりとした。

「いまはな」

「でしたら、前は」

「記き憶おくにない。昔すぎるだろうが」

　うそぶかれてしまった。

「それは、過去など気にするなということですか？」

「察しがいいな、〈神凪姫〉」

「そうですよね。麗うるわしい皇子だった嵐嶺様と、はじけてしまったいまの嵐嶺様は別人ですもんね」

「おまえのそれは、一生直らんな」

　呆れた声を出したが、嵐嶺はそこで話を終わりにしてしまう。

　すい、と沙綾の肩を抱だいて通行人をかわした。腕を肩に回されたそのままの市見物に、沙綾は胸を躍おどらせつづけた。
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　市を堪たん能のうした沙綾は、牛車に乗って大路をゆるゆると戻って来た。

　もうすぐ内裏というころになって、ふいに渚が声をあげる。

「あっ、そうでした姫様。姫様に皇女ひめみこ様からお文ふみが」

　思い出すなり、懐からたたまれた青い料紙を取り出す。

「いつから持って歩いていた、渚」

　空也に問われ、「えーと」と渚が宙をにらむ。

「嵐らん公こうがお出ましになる前から、かな」

「おまえは」

　空也が呆れ顔になった。しかし、渚にはありがちなしくじりである。

　沙綾は贈おくられた花を膝ひざに置いて、雪の模も様ようが漉すきこまれた料紙を開いた。

「皇女というのは、あのいけ好かない今きん上じようの妹か」

　嵐嶺が訊いた。帝とはどうも反そりが合わないらしく、話題にするたび不快そうだ。

「そうです。わたしより二つお年上で、ご降こう嫁かまではずいぶん親しくしていただきました」

　今上帝の妹であり既き婚こん者しやでもあるので、正しくは御お方かた様さまと呼ぶべきだろう。けれど沙綾たちは昔のくせが抜けず、いまだに「皇女様」「二の姫様」などと称している。

　美しく、心の優しい姉のような存在で、臥ふせりがちな沙綾を気にかけ、珍しいものを細こま々ごまと届けてくれたりもした。

「従兄いとこ君ぎみにぜひにと望まれて、御方様におなりになったのですけれど。文は久しぶり」

　沙綾のほうも日々のだるさに取り紛まぎれ、疎そ遠えんになっていた。こちらから出した文も、嵐嶺が復活し、また封じられたあと、ことの顚てん末まつを問う皇女に応こたえたのが最後だ。

「姫様、皇女様はなんと？」

「もし体調のよい日などがあれば、黒牙神様ともども遊びに来てほしいと。あらまあ」

　沙綾が月に三日だけ解放されるのを知っているから、そのときに、という意味だろう。

「このまま、急に訪ねたらご迷めい惑わくになるかしら」

　皇女の気質だと歓かん迎げいしてくれそうなのだが、なにせ相手は人の妻になっている。

『寄り道の相談ですか。あなたには本当に、聖女の自覚がない』

　八洲語のやりとりを正しく推理したヤファルが、厳しい顔をした。

　彼の言いたいことはわかる。これ以上遅おそくなれば、市し井せいに嵐嶺の邪気の影えい響きようが出てしまうだろう。

『内裏に戻り次し第だい、急ぎ使いを立ててもらえるかしら。あちらのご都つ合ごうがよろしいようなら明日にでも、と。かまいませんよね、嵐嶺様？』

『おまえが懇こん願がんするなら、行ってやってもいい』

『またそんなことおっしゃって』

　あんな〈でえと〉をしたあとで威い張ばったって、効果は薄い。

『すみません姫様。さっそく皇女様にお使者を立てます』

『皇女？』といぶかしんだヤファルは、しょぼくれた渚から説明を受けて眉をひそめた。

『あなたは、皇帝の妹に悪魔を近づける気ですか。諫いさめるべき立場なのでは？』

『おまえは、よそ者のくせにうるさすぎるがな』

　嵐嶺の厭いや味みにも、彼は至し極ごく当然に応じた。

『あなたがたが腐くさりきっているから、わたしが口出ししなければならないのですよ』

『ふん、キザ眼鏡が屁へ理り屈くつを言っている。〈愛死す〉とやらを見つけもせずにな』

　すいと横を向いた嵐嶺が聞こえよがしに言うと、ヤファルが目を怒らせる。

『捜しています』

『どうせ、御所からちょろっと出かけたくらいだろうが』

『それが？　アイシスはこの京の一里内にいるとわかっておりますから』

　ヤファルの言葉を聞き、ふむ？　と空也が首をかしげた。

『ずいぶん範はん囲いを区切ってくるではないか。そなたは異国から、転々と邪神を追ってきたのであろう？　外とつ国の邪衆はおのず、方かた違たがえのたびに狼煙のろしでもあげるのか。便利だな』

『あなたがた兄きよう妹だいは、そういうところが我慢ならない』

　空也のボケにものすごい顔をして毒づいたヤファルが、真相を明かす。

『アイシスは手負いです。わたしが弾を撃ちこんだ。それが距きよ離りに応じて反応するのでおかまいなく』

『反応とはどういう意味だ』

　訊ねた嵐嶺に、「あなたに教える義理がどこに？」という表情をしてから、ヤファルがいやそうに答える。

『この右手が、疼うずくんです』

『あらまあまあ。手癖がお悪くいらっしゃるのですか』

　沙綾のお茶目は受けなかったらしい。ヤファルがとつぜん激げつ昂こうした。

『だれが盗とう癖へきの話をしていますか。ああ、面倒だ！』

　引きむしるように、右手の黒い革かわ手て袋ぶくろを外す。

　手の甲には火傷やけどに似た、ヤファルの首飾りと同じ神の紋もん章しようが刻まれていた。

　聖なる波動が怖こわいほどに研とぎ澄すまされ、そのなかになぜだろうか、かすかな邪気を感じる。

　邪気のことを訊ねられそうな雰囲気ではなかったので、沙綾はとりあえず納なつ得とくしたところだけを口にした。

『それで片方だけ手袋を……』

『また、ひときわ馬祥天くさいな。神しん誓せい印いんか』

『嵐嶺様、なんですかその真しん性せい陰いんって？』

『真底、性しよう根ねが暗いこと、または根ね暗くら病びようのことだ──おっと、怒るなよ』

　ヤファルの身体からだから冷たい闘とう気きが噴ふきあがったのを嵐嶺は冗談だと牽けん制せいした。

　やっとのことで自分を抑おさえたヤファルが、手袋を元通りはめ直す。

『っとに、なにが聖女だ。ボケと見せかけた厭味攻こう撃げきなど』

『それは、わたしにも感情はありますから』

　沙綾はまっすぐにヤファルを見つめた。

　きついことばかり言われて、すべてを聞き流すのは難しい。

『神誓印というのは』と、嵐嶺が話を戻した。

『西国の神──馬祥天に誓ちかいを立てた証あかしだ。おおかたそこのキザ眼鏡は、〈愛死す〉をし損じた時に、それを追い、滅することを約束したんだろう』

『ふんふん』

　初めて聞く話に、沙綾は興味をそそられた。

『その神し誓る印しは、〈愛死す〉に対して懐かい炉ろのような働きをするはずだ』

『ええとつまり、遠すぎるとなにも感じず、適度な距離だと温かくて、素手で握ったりすれば火傷するほど熱い……？』

　沙綾の理解はおおむね正しかったらしく、嵐嶺がうなずいた。

『ついでに目指すヤツに触れれば、耳障りな音がするはずだ』

『よくご存じなのですねえ、嵐嶺様』

　沙綾は嵐嶺に尊敬のまなざしを向けた。

　貴族の必ひつ須す教養とはいえ華丹語も流りゆう暢ちようだし、異国人やその神のことにまで造ぞう詣けいが深い。

『もしかして、神様になられると、事情通にもなれるのですか？』

『ああ、神化したとたん万能に──って違うわ馬鹿め！』

　楽して手に入れた知識だと思うな、と嵐嶺にわめかれる。

『姫様、嵐公のは生前のご知識ですよ。皇子時代、大変な勉強家だったそうですから』

『あら。まあ』

　沙綾は目の前のキレ神様との落差に、しみじみ嵐嶺を見上げた。

『わたし、嵐嶺様はただの暴れん坊かと思ってましたけれど。ガリ勉でしたか──』

『ガリ勉言うな！』

『え、でもガリ勉ですよね？　学がく寮りように籠もって書ばかり読みふけっていたそうですから』

『やかましい！　黙っていろ小童！』

　過去を気前よく暴露する渚を、嵐嶺が怒ど鳴なりつける。

　渚の情報入手先はおそらく、僧たちの管理する『秘録』だろう。そこには史実からは抹まつ消しようされた、嵐嶺の皇子時代の記録なども載のっているらしいのだ。

『いいことがあるぞ、キザ眼鏡。おまえの敵を、我が捜してやろう』

　いきなり水を向けた嵐嶺に、居合わせた全員が驚おどろいた。

『キレ神？』

『嵐公──？』

　沙綾などは、牛車の半蔀はじとみ窓まどにへばりついて外をのぞいてしまう。

『なんの真似だ、〈神凪姫〉』

『いえ、蟆ひきがえるでも降ってくるのかしら、と。人にいやがらせをする種類の神様であらせられる嵐嶺様が、お手伝いだなんて。うひゃああと口から心の臓が飛びだしそうです』

『そこまでか！　おまえの言いザマには、いつもいつも悪意があるよな!?』

『あなたの欲する代だい償しようはなんです？』

　キレている嵐嶺に、ヤファルが探さぐるように眉をひそめた。

『そんなものあるか──いや、あるな』

　笑い飛ばそうとした嵐嶺が、ひとつ大事なことを思い出す。

『用を済ませたら、とっとと帰れ』

『つまりあなたに関わるなと？　ご自分の安あん寧ねいのために、アイシスを売るわけですか』

　非難の口調に、嵐嶺はあっさり応じた。

『どう思おうと勝手だが、眷けん属ぞくでない以上、我に守る義理はない』

『もしアイシスがあなたの配下にくだると言ったならばどうです？』

『おまえは我の手により木こっ端ぱ微み塵じんだ。たぶんな』

『たぶん？　自信がないと？』

　否ひ定ていの代わりに嵐嶺が声を出さずに笑った。想像に任せるつもりなのだろう。

（でも本当は、きっとわたしのことを気き遣づかって……）

　嵐嶺が神力をふるえば、その反動のとばっちりが沙綾に行ってしまう。彼はそれを嫌きらい、できるだけ力を使わないつもりでいるのだ。

　胸がほんのりと温かくなり、先ほどの暴言もどこへやら、沙綾はこっそりと手を伸ばした。

　嵐嶺の衣い装しようの袖そでを握る。

　気づいた嵐嶺が手を握り返そうとしたとたん、懐ふところ刀がたなを抜いた空也が、その手の甲めがけて振り下おろした。

　神の手は難を逃のがれたが、衝しよう撃げきで牛車の床ゆか板いたに亀き裂れつが入る。





『だれが、許可なく、わたしの沙綾に触れていいと言った？』






　鬼もかくやという形ぎよう相そうの兄に、沙綾は言ってみた。

『というよりも兄様、わたしの手もかなり危なかったのですが』

『うん？　そんなことはないぞぅ沙綾。兄がそなたを傷つけるようなことは、万にひとつも、たといどのような状況だとしてもありえんのだからなっ』

　妹に振り向けた顔のみが桁けた外はずれに優しく、声もデレっデレの甘々だ。

『完全に常じよう軌きを逸いつしていますね』

『そんなことは本人がとうに自覚しておるわ！　参ったか!!』

　ヤファルの感想に、空也が鼻息も荒く威張った。

　いつものことなので、周囲がどれだけドン引きしていても、沙綾だけはべつだんなにも感じないようになっている。

　理解できない、いやむしろしたくないという目つきをしたヤファルが、そもそもの嵐嶺の申し出を断った。

『けっこうです。あなたがたに頼たよるほど、わたしは落ちぶれていません』

　すると、珍しく怒りもせずに、嵐嶺が銀髪の僧をひたと見つめる。

『優先すべきはなんだ？　おまえのつまらん矜きよう持じか？　違うだろう？』

　ヤファルが目を瞠みはる。なにか思うところがあったようだが、結局、彼は答えなかった。
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　牛車が内裏に入ると、ヤファルは車を停めさせた。禍から市中を守る任は終えたとばかりに、挨あい拶さつもせず足早に離れてゆく。

『あっ、ぼくも行きます。待ってください尊師様～～』

　渚が急いで追いかけていった。すっかり自分の職分を忘れている。

「皇妹に使者を立てると言ったのは、どこのどいつだ、どこの」

　嵐嶺が白しらけた顔でつぶやく。

「しかも『尊師』だと。あいつ、正義臭しゆうのするヤツが好きだからな～」

　見送った空也も呆れたように言った。

　たしかに、前回も渚は甦った伝説の呪言師・九曜（贋にせ）を本物と信じこみ、べったりとひっついて離れなかったのだ。

「嵐嶺様、本当に助けてあげるつもりがおありなのですか？」

　沙綾は訊いた。

「悪いか？」

「いえ、御坊様にさっさとおひきとり願いたいから……それだけですか？」

　なにか裏があるのではと勘かんぐったのだが、嵐嶺の答えはあっさりしていた。

「九割方はそれだ」

「残り一割は？」

　こんなときのみ真顔になる空也が、嵐嶺に向かって片眉をあげる。

「あのキザ眼鏡はなにもかもをひっくるめて〈アクマ〉と呼ぶが、〈愛死す〉とやらはおそらく邪衆だろう」

「神様──つまり、黒牙神様ではないということですか」

「そうだ。我らが言うところの、力のある鬼。しかも手負いの」

「それが京の一里内にいるのか。むう──」

　空也がうなった。あまり歓迎できる状況ではない。

「怪け我がは、人でも獣けものでも神でも狂くるわせるからな。やけくそになりがちだ」

「なにか悪さをなさる──と？」

　沙綾の問いには嵐嶺が答えた。

「するだろうな。おまえらにとっての禍は、我らにとっての滋じ養ようだ」

「傷を治すには、不可欠ですか」

「そうだ。〈愛死す〉は異国でも、八洲に上陸してからも、どうにか傷を癒いやそうとしてきたはずだぞ」

「それを御坊様は追っかけ回してきたのですか。執しゆう念ねんですねえ」

　たしかにねちっこそうなかたではあるなぁ、と沙綾は勝手な感想を持った。

「神への誓いもあるからな。あの印は、……なまなかな気持ちでは刻めん」

　ヤファルの神誓印について、嵐嶺はなにか思うところがあるような口調だ。沙綾はそのことを訊こうとしたがそれよりも早く空也が首をひねる。

「しかし、それが貴神きさまが力を貸す理由になるのか？」

　嵐嶺が空也に「にぶすぎる」とうんざりしたまなざしを向けた。

「我が出てきた日、〈神凪姫〉の殿でん舎しやが邪衆くさかったのが気になっている。まあ、偶ぐう然ぜんだろうが」

「案じてくださったのですか」

　じぃんとした沙綾が訊ねると、嵐嶺の目元が和なごみかけ、はっとしてそっぽを向く。

「おまえは我の微ね睡むる器うつわだからな。ほかの邪衆は目障りだ。それだけだ！」
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　そんなことを沙綾たちが話していた翌日。

　今日はなんだか後こう宮きゆうの女官たちがざわついていると思っていた沙綾のところに、衝撃的な報しらせが飛びこんできた。

「大変です、〈神凪姫〉。皇女様が、鬼き撃げき病びようにかかられたそうです──！」
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　鬼き撃げき病びようとは、元気だった者が突然血を吐はいて亡なくなる病やまいのことである。

　しかし言葉の応用範はん囲いは広くて、変死や不ふ審しん死しを取り繕つくろう際にも使われる。

　皇女ひめみこが鬼撃病にかかったという報しらせは後者の使用法だ。まだ亡くなったわけではないので、ようは「原因不明の病に倒たおれた」を劇的に言ってみただけ、と言えなくもない。

「占いで、二の姫に祟たたりの卦けがでた。まさか、おまえではあるまいな？」

　空くう也やを従えて前まえ触ぶれもなく現れた帝みかどが、嵐らん嶺りように向かってそんなことを言った。

　こよなく愛していた妹のことだけに、いつにも増してキレ神様への風当たりが強い。

「神のくつろぎの場に踏ふみこんできたと思えば、ずいぶん上からくるな、おい」

　沙さ綾あやの膝ひざ枕まくらで寝ねそべっていた嵐嶺が、頭を起こして片手で支えた。

　おとがいを反そらすようにして帝を見み遣やる。

　膝にかかった神の紅あかい髪かみを、沙綾は無意識に指でからめてくるくるともてあそんだ。

　これが、空也の神経を逆さか撫なでしたらしい。

「きっきき貴神きさま──！　なにをしている!?　沙綾に、わたしの沙綾に膝まく──ぐふうっ！　わたしだってまだ、なしえておらんことをうおおおっっ!!」

「ええと兄様、これにはわけが」

　弁明を試こころみたが、取り乱した空也の心には響ひびいていない。

「初めての膝枕は、まず兄の権利であろう。そして次は護ご持じ大たい将しよう。三番目が沙綾をだれよりも愛いとおしく思う身内で、四番目が命にかけても守り抜くと誓ちかったもののふだ！」

「全部おまえかよ」

　呆あきれてつっこむ帝に、空也は力いっぱい吼ほえて応じた。

「そうだ！　文もん句くあるかっっ!?」

「ないが、うるさい。黙だまってろ」

　三段重ねで返されて、空也はむむむと口を閉じた。いまは嫉しつ妬との業ごう火かを燃やしている場合ではないと、なけなしの理性が戻もどってきたらしい。

「ひとつ聞かせろ。その占いには、我われが祟ったとでも出たのか？」

　嵐嶺の口調に疑ぎ心しん暗あん鬼きが宿る。どうしても、濡ぬれ衣ぎぬには敏びん感かんにならざるをえないのだ。

「あいにくだが、手始めに近場の邪じや神しんを疑ってみたまでだ。他意はない」

「いや、あるだろ。絶対あるよな？」

「ないと信じれば幸せになれるぞ。というわけで、手を貸しなさいよ」

「なんだと？　この黒こく牙が神しん・嵐嶺に手を貸せとは、強引にもほどがあるわ」

　そうだろうか。つい昨日、異国の高こう僧そうに手を貸してやろうと申し出た黒牙神様がいたように記き憶おくしているのだが──。

　沙綾は口をつぐんでおいた。確実に災わざわいのもとだ。

　帝は心地ここちよい声でさらさらとつづけた。

「日頃、そなたの邪じや気きに目をつぶり、〈神凪姫かんなぎ〉といちゃつこうと黙もく認にんしてやっている。その恩を返すのはいつだ？　いまでしょ」

「阿あ房ほうが。神が恩返しをせねばならん、という発想の出てくるおまえにびっくりだわ」

「気に入らないのなら、三百年分の迷めい惑わく料りようということにしてやってもよい」

「さん──!?」

「前さきの京みやこである大おお埜の京きようは、そなたのせいで廃はい京きよう。新京を建設するための費用、引っ越し代金、さらに十代にわたる〈神凪姫〉の貴とうとい献けん身しんと年に一度ずつの、そなたを封ふうじる儀ぎ式しき〈追つい封ぶうの法〉にかかる諸経費。そなたの存在というのはだな、嵐公。確実に国庫の財政を圧あつ迫ぱくしているのだよ？　それをどのように考える？」

　立て板に水のごとく、帝はとうとうと述べた。腕うでを支えに寝そべったまま苦い顔で聞いていた嵐嶺が、ふと納なつ得とくしたように深くうなずく。

「おまえのことは顔を合わせた瞬しゆん間かんからいけ好かないと思っていたが、その理由がよぉくわかった。おまえ、劉りゆう徳とくにそっくりなんだわ。その表情といい物言いといい」

　劉徳帝は嵐嶺の従兄いとこにあたり、父帝から帝位を受け継ついだあと、正統性を主張する嵐嶺を遠おん流るしたあげく、罪を着せて処刑した人物だ。

　今きん上じようは劉徳の直系ではないが、同じ一族の血に連なっている。先祖返りという言葉もあることだし、特とく徴ちようや口く調ちようが似ていても、まあ不思議はないのだが……。

「結局、どうあっても手を貸せというわけか。ふん。い、や、な、こ、っ、た。断る！」

　一言ずつを強調して言いながら、嵐嶺は生き生きしていた。

　意地悪に喜びを感じずにいられないのは、黒牙神の性さがなのか、はたまた劉徳に仕返しをしているつもりになれるからなのか。

「小ちっさ」

「なんだと〈神凪姫〉」

「いえあの。嵐嶺様のお気持ちはわかるのですが、皇女様はわたしのたったひとりの仲良しでしたので……」

　沙綾が肩かたをすぼめると、兄が憤ふん慨がいして口を挟はさむ。

「なにを申すか！　そなたの仲良しはまず兄だ！　それを失念するなど──」

「兄様は黙っていてください。いま、せっかく嵐嶺様の同情を誘さそっているんですから」

　ぴしゃりと空也を封じると、嵐嶺が身を起こした。

　あぐらを搔かいて座り直し、険けわしい目つきで沙綾のほうに手を伸ばす。

「我の同情を引いてまで助けたい友人なのか？」

　ぽむ、と大きな手を沙綾の頭において、長く紅い爪つめが沙綾を傷つけぬよう気を配る。

　とても大切な友人だ、と沙綾はうなずいた。

　とたんに、厳しく見守っていた嵐嶺の目元が和なごむ。

「よかろう。おまえの思いに免じて、力を貸してやる」

「本気かキレ神？　うわっ、安っ」

　驚く空也をよそに、帝は扇おうぎをひらめかせて、いと典てん雅がにつぶやいた。

「げに恐ろしきは、恋哉かな──」




　恋。




　その言葉に、沙綾は嵐嶺を見上げた。

　目が合うと、紅いキレ神様はうろたえたようにそっぽを向く。

「べつに。そう、ねぐら代だ。ねぐら代」

「無ぶ粋すいな返しだねえ。──ところで〈神凪姫〉」

　扇をひらめかせ、帝は話題を変えてきた。

「犬のいぬ間に、ヒマ神に膝枕をしてやっていたわけとは？」

　訊たずねられた沙綾は、理由より先に感想を述べた。

「主上らしく、美事な暴言ですね……！」

　幼おさななじみを犬、京を滅ほろぼした黒牙神をヒマ神と、もはや言いたい放題だ。

「膝枕の理由ですけれど、少しでもくっついていたほうが、嵐嶺様の邪気が相そう殺さいされやすいからです」

　未完の復活を遂とげた嵐嶺は、それほど邪気を感じさせない。とはいえ、長く現うつし世よにあれば、それがどこでさえ影えい響きようをおよぼすのもたしかだ。

　沙綾は側にいることで、嵐嶺の影響力を薄うすめることができる。なにせ、その力を持って自みずからを器うつわとし、神を微ね睡むらせる〈神凪姫〉だ。

「なるほど。ならばたとえば、背中合わせに寄り添そっていても効果は同じか」

　理解した帝が言い、沙綾がうなずく横で空也がその光景を想像したらしい。

　髪をかきむしり、身をよじってのたうち回る。

「うおおおおう！　わたしの沙綾とほのぼのすんな～～～～～～！」

　この手の空也に、沙綾たちは慣れっこである。無視して会話をつづけた。

「べつにおまえが常時寄り添わずとも、ヒキ神が神世に行っていればよかろうに」

　帝の「ヒキ神」の発音はやや詰つまっており、「ヒッキー神」に近い。

「キレ神、ダメ神、ヒマ神、ヒキ神。つまり短気、ヘタレ、無職、ひきこもり」

　指を折りながら数えた沙綾が感心する。

「すごいですね嵐嶺様。四よん冠かんですよ～！」

「やかましいわ〈神凪姫〉！」

　嵐嶺がわめき、どぉん、と雷かみなりが落ちて庭の橘たちばなが裂さけた。

　悲鳴をあげて身を縮める女官を尻しり目めに、まったく動じない帝は沙綾たちに呆れ顔を向けた。

「やれやれ。難なん儀ぎな愛情表現をかわすやつらよの」

「は？　愛情？　あの発言のどこが愛だ？」

　つっかかる口調で訊ね返した嵐嶺に、帝は口元を扇で覆おおって応こたえる。

「貴神おまえとて、〈神凪姫〉が喜ぶから怒ど鳴なっておるのだろうが？　照れ屋さんめ」

　思わず嵐嶺は振り返り、沙綾の満面の笑みを見て撃げき沈ちんする。

「────────」

「どうせマケ神は、三日をすぎてもここにとどまる気なのだろうが？」

　負け神、と嵐嶺を追い打ちの五冠に仕立てあげた帝に見抜かれ、嵐嶺はぶすっと答えた。

「悪いか？　ああいう信念の強すぎるヤツは、なにをするかわからん」

「一理あるな」

「よく言うわ。貴様が、我を倒してよいなどと抜かしたせいだろうが！」

　額ひたいに花し神る字しを浮かびあがらせかける嵐嶺を、帝は軽くいなした。

「嵐公こいつの邪気を相殺するためであれば、神かみ座ざでも用意して、隔かく離りしておけばよかろうに」

「たしかに、それが手っ取り早いのですけれども。嵐嶺様の神座は、作る端はしから壊こわされますから」

「アクマを祀まつる祭さい壇だんはどうしても許せぬ、か。あの者の言いそうなことだ。だがそれならば、この部屋ではなく内だい裏りの隅すみの廃はい屋おくにでもひそかに建てればよかろう？」

「すでにやったわ、ボケ」

　ここぞとばかりに嵐嶺が帝を罵ののしったが、帝は眉まゆすらぴくりともさせない。

「いまは、ひそかにというのはなかなか難しいのです」

「すぐに見つけられてしまう？　なるほど、間者か」

　帝は察しがよかった。そういうところが、彼はただの毒吐き男とは違ちがう。

　間者というのは、もちろん渚なぎだ。すっかりヤファルに傾けい倒とうしており、いまはほとんど彼の後をついて回っている。

「その渚は、どこへ行った」

「今日は朝から御お坊ぼう様さまとお外へ。アクマさんを捜さがして回っているのだと思います」

　昼食の弁当を台所に頼たのんだり、牛ぎつ車しやを仕立てたりと、本来の職務そっちのけでまめまめしく働いていた。

「いっそ、渚はキザ眼鏡めがねに進しん呈ていしたらどうだ？　おまえにはもっとたしなみ深い世話係をあてがってやろう」

　ある意味思いやりのある帝の提案を、沙綾は鄭てい重ちように辞退した。

「お気持ちはありがたいですけれど、あのこ──渚は弟のようなものですから」

　渚は捨て子で、法ほう力りきの才能を見こまれて僧院に拾われた。同い年なので、幼いころから顔を合わせることも多く、ドジっ子ぶりに僧院で見限られて以降は沙綾のもとに引き取ったので、もっとも近しい者として暮らしてきている。

　役立たず、と陰かげでささやかれるのを聞いたこともある。けれど渚の明るさが、うつうつとしがちな沙綾の心をなぐさめてきたのはたしかなのだ。

「で？　我にどう手を貸せと？」と嵐嶺が訊ねると、帝が即答した。

「二の姫に祟る邪じや衆しゆうを突き止め、金こん輪りん際ざい未み来らい永えい劫ごう復活できぬよう完かん膚ぷなきまでに滅めつせ」

　嵐嶺は帝を見、空也へと視線を移した。

　しみじみ見比べておいて、合が点てんがいったという顔をする。

「同類か……！」

　妹溺でき愛あい。ひとくくりにされた帝と空也が、互いを指し示して反論する。

「こいつと一緒にするな。迷惑だ」
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（あらまあ、呼い吸きもぴったり……！）

「どう考えても、その反応は同どう族ぞく嫌けん悪おだろうが」

　嵐嶺は言って、目を瞠みはっている沙綾にも呆れたような目を向けた。

「いまごろ驚おどろいているとは、おまえも吞のん気きだな」

「といわれましても、これまで公務の外で主上にお目にかかる機会はほとんどありませんでしたし、皇女様との会話でも、お話はあまり出ませんでしたので」

「まあそうだろう。あれは、奥ゆかしい姫であった」

　ひとり勝手に解かい釈しやくする帝に異を唱える勇気は沙綾にはなく、あいまいな笑みを浮かべて終わりにしておく。

　と、孫まご庇びさしをひそやかにやって来る足音があり、御み簾すの外でだれかが手をつかえた。

「主上に申しあげまする」

　声に聞き覚えがあり、几き帳ちよう越ごしにそっとのぞくと顔見知りの緑りよく衣いの僧だ。渚の先せん輩ぱいにあたり、たしか名は雪せつ慶けいと言ったはずだ。

　緑衣の階級は全体のなかばほど。言うまでもなく、渚の黄こう衣いは見習い用である。

「二の姫様のご祈き禱とうの用意が調ととのいましてございます。封ふう呪じゆ殿でんのほうへ、お出ましくださいますよう」

　封呪殿は嵐嶺追封の際にも使用するが、いわば祈禱専用の部屋である。

「出で迎むかえご苦労、雪慶。では行こうか」

「──」

　嵐嶺は雪慶をじっと見遣っていたかと思うと、やおら問いかける。

「おまえ、顔色が悪いな」

「！　申しわけございません!!」

　雪慶は孫庇に這はいつくばった。血の気が引いて、耳の辺あたりが真っ白だ。

「嵐嶺様、ダメですよう」

　沙綾は黒牙神の袖そでを引いた。いつも接している面めん子つの反応は、標準を大きく外はずれているのだ。

　震ふるえあがり、気絶しかかる。こちらがまっとうだと言えよう。

「空也、おまえも来なさいよ」

　退室の際、帝は至し極ごくあたりまえに空也を呼んだ。

「なんっ？　なぜわたしが……!?」

　首をひねり、沙綾を置いてゆくことを気にしながらも空也がついて行き、あらためてがばりとひれ伏した緑衣の僧、雪慶が小走りにそれにつづく。
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「おまえの周りには、阿あ房ほうしかおらんのか」

　護持大将が持ち場を離れっぱなしでどうする？　と嵐嶺は言いたいらしい。

「こちらは御ご所しよの内ですから。それに、主上は特別な御お方かたですし」

「特別〈陰いん険けん〉なやつにかまけているうちに、おまえになにかあったらどうする」

「でも、わたしの側には嵐嶺様がおいでになるじゃないですか。万が一にも、なにかあるなんてことは──えええええっ」

　まさかまさかまさか!?　と沙綾の鼓こ動どうが早はや駆がけをはじめる。

「なにが『えええ』だ？」

「あのう、あのう～～。それはそのう──そうです！」

　もじもじと言いよどんだ沙綾は〈夢の書〉に飛びついた。

　巻まき物ものを派手に広げて、目当ての箇か所しよを探し当てる。

「このようなことをお考えなのかしら、と」

「なに？　『殿との方がたにいけないことをされてみたい』？」

「！！！　どうして、声に出して読むんですかっ」

　頰ほおが茹ゆでたように真まっ赤かになった。やり場のない恥はずかしさを拳こぶしに籠こめ、ポカポカと嵐嶺の膝にぶつけていると、黒牙神が忍び笑いをはじめ、やがて声を響かせる。

（？？？？？？？）

　なにが神を笑わせているのか、まったく見当がつかなかった。

（嵐嶺様がいけないことをするつもりだというのは、早とちり？　それとも、わたしがはしたない願望を持っていたから？　それともほかのことですか～～!?）

「おまえといると、本当に飽あきんな」

　笑いを収めた嵐嶺が、くい、と沙綾のおとがいに指をかけた。

　先ほどの、頭にぽむ、もそうだが、嵐嶺は器用だ。指を曲げ、紅い爪が沙綾に触れるのをうまいこと避さけている。

　近すぎる距きよ離りに頭が煮にえ、沙綾はかなり現実的でどうでもいいことを口走った。

「いっそ、お切りになればよろしいのでは？」

「ああ、爪か？　無む駄だだ。切ったところで、また元のように伸びる」

「仮体のくせにですか……！」

　嵐嶺の身体からだは、現うつし世よに具ぐ象しようするための、いわば仮の容器なのだ。

「どうも融ゆう通ずうが利かんらしいな」

「いえ、利いているところは利きすぎています」

　こめかみに青筋が浮くあたりなんて、ご都つ合ごう主義ではと思わなくもない。

　そうやって会話をつづけている間も、嵐嶺はおとがいに指をかけたまま沙綾を見つめている。

「目──目のやり場に困ります」

「なぜだ？　我の目を見返せばよい」

「無理です、無理！　わけのわからないことを口にしそうです」

　恋、恋、恋！

　沙綾のなかでその言葉が回っている。

　自分の気持ちは、きっとそうなのだと感じていた。

　だけど嵐嶺は？　いま、こんなふうに触れてきているキレ神様は──？

「わけのわからんことなら、とっくに言っているだろうが。自覚せんか」

　面おも白しろがった嵐嶺が手首を返し、沙綾の頰に手の甲を滑すべらせた。

　仮体の、木のような質感。けれどその奥に、たしかな嵐嶺の息吹いぶきを感じる。

　胸のなかに強い想いがこみあげかけたその時、嵐嶺がふいに沙綾の頰をつまんで引っ張った。両手でだ。

　上、下、外、内、と餅もちのようにこねくり回してくすくす笑い、ぽいと離す。

「ららら嵐嶺しゃま？」

　舌をもつれさせる沙綾に、なぜか嵐嶺が満足そうに言う。

「今日はこのくらいで勘かん弁べんしてやる」

「？？？？　それってもしや、一度は言ってみたい台詞せりふ──？」




「やかましいわ！」




　思いきり図星をついてしまったらしかった。わめいた嵐嶺がだしぬけに姿を消す。

「明日の朝、支し度たくをして待っていろ。でかけるからな」

　声だけが宙から降ってきた。

「意味がわかりません。っていうか、今日はもう無理なので明日でかけるのと、その理由はわかるのですけれど、嵐嶺様のこの行動って」

　謎なぞかけのようなことを言っておいて沙綾を慌あわてさせたかと思えば、笑い倒したうえに、思わせぶりに頰に触れておいて、どぎまぎすると、むにむにと揉もまれた。

「わたし、遊ばれたのかしら？　そうかもしれないけれど」

　神の行動を総合すると、こんな感想が湧わいてくる。

「皇み子こ時代に罪作りだったというあの話、ネタだと思います」

　悪かったな!!　というように、庭にふたたび落らく雷らいがあった。
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　今上帝の妹君である皇女は、一昨年、臣しん籍せきに下った歳としの離れた従兄である中ちゆう納な言ごんのもとに嫁とついだ。

　八洲国やしまのくにでは、夫が妻の邸やしきに通う婚こん姻いんが一般的だ。けれど皇女の実家は内裏の後こう宮きゆうであり、帝以外の男性が出入りできる場所ではないので、中納言家で暮らしている。

「なんだか面おも映はゆいわね。わたくしがこうしていると、あのころとは逆で」

　御み帳ちよう台だいのなかで半身を起こし、両りよう肘ひじを脇きよう息そくにのせて体重をあずけた皇女が言った。

「二の姫」の名の通り、彼女は先帝の二番目の姫だ。姉姫は今上よりも年上、ひとりだけ歳の離れた妹だったため、父帝や兄帝に慈いつくしまれてきた。

　あいにくと生母に縁えんがなく、少しばかり寂しく育ったが、厭いや味みなところのない姫君だ。緩ゆるやかにうねる黒髪に、榛はしばみ色いろの瞳ひとみ。下した唇くちびるのふっくらとした、口角がきゅっとあがった口元。

　梔くちなし姫ひめと褒ほめそやされた、白い膚はだと美び貌ぼうの持ち主で、側へ寄るとふんわりと匂においやかに甘い香りがする。

〈生しよう香こう〉という、希け有うな体質なのだそうだ。その昔、華か丹たん国こくにいた美び姫きはこれで皇こう帝ていを狂わせ、王朝を滅ぼしたのだという。

　皇女を妻にと乞こい願った従兄君も、皇女の側近くへ寄った際にその虜とりことなった。恋に患わずらいついて出仕もままならなくなり、見かねた者たちが間に入って婚こん約やくが調い、皇女が大人おとなになるのを待って結婚したのだという。

「中納言様は？」

「殿のほうが、お身体を悪くしそうで心配なのよ。わたくしは大丈夫、そう申しあげているのだけれど」

　気き丈じように言う皇女だが、もともと白い膚は血の気が引いて青くくすんでいる。

「梔姫様、どうぞ横になって、楽になさってください」

　特別な許しを得ている沙綾は、皇女に「梔姫」と呼びかけた。彼女がいまにも倒れ伏ふすのではないか、と気が気ではない。

　皇女は緩やかに首を振り、気き遣づかってくれるなと伝えてきた。

「こうしているほうが具合がいいの。横になってしまうと、胸がふさがるようで」

　息苦しいのだと胸元をさするしぐさが、同性でもどきどきするほど艶つやっぽい。

「それに、祈禱がはじまってからはだいぶ楽になっているのよ。押しつぶされそうだった苦しさが、すうっと引いたの」

　祈禱は御所でも、この邸でも行われていた。皇女のいる北の局つぼねにまで、僧たちの読ど経きようが聞こえてきている。

　居間の調度品も、よいものばかりだがどこか収まりが悪かった。本来の愛用品を浄じよう化かに出しているため、代わりの品で間に合わせてあるからだろう。

「わかります」

　沙綾はうなずいた。

〈追封の法〉で封ふう呪じゆ陣じんのなかに置かれ、読経が始まると、身体が軽くなったものだ。

「こういうのに、沙綾は八や洲しまの民のためにずっと耐たえてきたのね。尊敬するわ」

　だるさを体験してこそわかる、という口ぶりで言った皇女は、ふっと嵐嶺を見遣ってほほえみを口元に形作る。

「厭味を申しあげたわけではありませんわ、嵐公様。そんなお顔をなさらないで」

　しっとりとした声で言われると、嵐嶺がどこか居い心地ごこち悪そうにした。

　皇女はそんな嵐嶺に興味をそそられたかのように、柔やわらかに目を瞠る。

「人神様は、気さくでいらっしゃいますのねぇ。お招まねきはいたしましたけれど、お目もじできるとは思っておりませんでしたわ、光栄です」

　大たい儀ぎそうにあごを引いてみせる皇女を、沙綾はうっとりと見つめてしまった。

「けだるそうなのが、またたまりません……！」

　涎よだれがたまる。十分、夕ゆう餉げのおかずだ。

「そうだな。おまえでは同じしぐさでも単なる『ぐったり』だ」

「ですよねえ」

　我わが意を得たとばかりに沙綾はうなずいたのだが、嵐嶺にうんざりされる。

「──空気を読め、〈神凪姫〉」

「あ。失礼しました、いまのは厭味でしたか」

　ふたりのかけ合いに、皇女がクスクス笑った。

　笑うことで幾いく分ぶん生気が戻ったのか、頰にほんのりと朱しゆがさす。

「あなたの、こういう元気な姿が見られて嬉うれしいわ、沙綾」

「ありがとうございます。でもわたしは、梔姫様のほうが案じられて」

「占いでは祟りとの卦が出たのだそうですね。嵐公様もそのようにお感じになります？」

　嵐嶺は表情で肯こう定ていした。「沙綾も？」とつづいて問われ、彼女もうなずく。

「はっきりとではありませんけれど、梔姫様に覆い被かぶさるように、うっすらと黒い霧きりのようなものが」

「見えるのね？　そう──」

　漠ばく然ぜんとしか感じてこなかったものを言い表されて、皇女がかすかに身震いする。

「怨うらみを買う心当たりはあるか？」

「嵐嶺様」

　失礼だとたしなめたが、嵐嶺は必要な質問だと思っているらしかった。

　皇女のほうも同様で、気分を害したふうもなく否ひ定ていする。

「かといって、心当たりがなければ憎にくまれないというわけではありませんわ。ほんの些さ細さいなことで、人はだれかを妬ねたんだり疎うとんじたりしますもの」

「至極もっともだ。──自身にも憶おぼえがあるんだろう？」

「嵐嶺様！」

　いまのは単なるいやがらせだ。黒牙神らしいといえばそうなのだが、感情を逆さか撫なでするような問いを発せられて、沙綾はひやひやする。

　だが皇女は、口角の上がった口元をきゅっとすぼめるようにして笑んでみせた。

「わたくしだって、届かない、恋こがれるものもありましたもの」

「ふん？　それはいまでもじゃないのか」

　わずかの間を思案するようにおいた皇女が、挑いどむように嵐嶺の目を見る。

「ええ」

　ふっつり。灯とう心しんを切り落としたように沈ちん黙もくが広がった。微び妙みようになってしまった雰ふん囲い気きを繕おうと、沙綾は無難な話題をあれこれ探す。

「ええと、梔姫様。〈夢の書〉を持ちましたの。ご覧くださいますか？」

　嵐嶺と出会い、彼が月に三日ずつ復活するようになってから、いくつもの項目が墨すみで消えた。

「あら、あなたの煩ぼん悩のう帳ちようね」

「煩悩って、梔姫様──」

　なぜあなたまで、嵐嶺様と同じ言葉を選ぶのか。

（お二人は感覚が似ている、とか？　梔姫様とは、長くお話ししたことがなかったから気づかなかった～～へぼん）

　沙綾から巻物を受け取った皇女は楽しそうだ。どんな憧あこがれが叶かなったのかをたしかめ、ときどき、興味を惹ひかれた項目を指でたどっている。

（は!!）

　ぼんやりとその様子を見ていた沙綾は、いまごろ、大事なことに気づいた。

（わたしの〈夢の書〉ってそもそも、動けないのに飽かせてかなり恥ずかしいことまで累るい々るい書きつけてあって……！）

　よく考えれば、人様にお見せできるような代しろ物ものではなかった。

　ただ沙綾なりに、少しでも皇女の気晴らしになればと、御所時代を偲しのぶものを持参しただけだったのだが──。

「あわわわわわっ、梔姫様。もう、もうそのくらいでっ。お目め汚よごしですからっ」

　抱かかえこんで端から巻きにかかると、皇女はにこやかに手を離した。急に慌てはじめた理由も、ちゃんとわかっているのかもしれない。

　内容をあげつらうような意地悪もせず、「今日もひとつ消せるわね」とほほえむ。
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『皇女とさしむかいで語らってみたい』という項目のことだ。

（お優しいなぁ）

　沙綾はいつも感動してしまうのだが、それだけに皇女の「人を妬んだことがある」発言が気になった。

　なに不自由なく育ち、才さい色しよく兼けん備びで、出世頭がしらの従兄君に望まれて嫁いだ。

（それでも届かない、恋がれたものがあるなんて）

　沙綾の貧ひん困こんな想像力では思いつけないが、皇女でも手に入れられないものなら、自身には縁もないような事柄だろう。

　と、それまで会話に加わっていなかった嵐嶺が訊いた。

「で、だ。おまえを苦しめているその祟りだが、祓はらえるぞ。どうしたい？」

「どうしたいって、嵐嶺様。そんなもの──」

「わたくしが楽になるためには、沙綾が苦しまねばならない。そのことですわよね」

　皇女の言葉で、嵐嶺が気遣ってくれたことを知る。

　嬉しくない──わけではない。嬉しいのだけれど、つらい思いをしているのは他ならぬ皇女様ではないかともどかしくなってしまう。

「わたしのことは、お気になさらないでください、梔姫様。お役に立ちたいです、せめてものご恩返しにも」

　ただひたすら倒れ伏しているしかなかった日々、四季折々の花やのどごしのよさそうな食べものなどを差し入れてくれたことが、どれほどのなぐさめになったか。

「そうよね。──ということですから、嵐公様。沙綾を苦しめてでも、どうかわたくしを楽にしてくださいまし」

「！！！」

　優ゆう雅がに手をつかえた皇女に、沙綾は目を剝むいた。

　そりゃあ役に立つつもりでいる。いるのだけれど。

　モヤモヤが胸の内に湧きはじめるのを見越したように、ゆるゆると面おもてを上げた皇女が舌をだした。

「なんちゃって。沙綾が苦しむのなら、遠えん慮りよ申しあげますわ」

（エエエエエ!?）

　自身の覚えている印象との差に、沙綾は驚きよう愕がくした。

　こんなお茶目な人だったのか。

　沙綾のなかの「優しいお姉様像」が、音を立てて崩ほう壊かいしてゆく。

　先入観がないせいか、嵐嶺のほうはたいして驚いた様子もなかった。

　それどころか、はなから噓うそだと見抜いていたらしい。

「予想はしていたが、つまらん女だな」

「だって、そこは面白くなくていいところですもの」

「いいえ、十分衝しよう撃げき的てきでしたよ……？」

　弱々しく沙綾はつっこんでみた。どうも、嵐嶺相手とは違って後手に回っている。

　皇女は美しくうねる黒髪を、そっと背に払った。

「場を和ませる冗談はそのくらいにして。そのかわり、ひとつお願いがございますの嵐公様に」

「？　言うだけ言ってみろ」

「どうぞ沙綾を大事になすってくださいまし。泣かせたり、冷たくしたりなさらないで」

「泣かされているのも、酷ひどい仕打ちを受けているのもこっちだわ」

　打てば響くような速さで嵐嶺がぼやくと、皇女が笑顔になった。

「それでよろしいのですわ。虐しいたげられてあげて」

「さらっと言いやがるな」

「いやですわよ。嵐公様だって、嬉しくお思いのくせに」

「神に切り返すな！　もういい、歯を食いしばれ〈神凪姫〉！」

「神力をお使いに？　でしたら身構えると余計に痛──」

「やかましいわ、気が削そがれるだろうが！」

　キレた嵐嶺が、感情の高ぶったままに力を発揮する。





「疾シッ」






　嵐嶺から放たれた波動が皇女を打つ。

　衝撃にのけぞった皇女が、あっと短い悲鳴をあげた。

（黒い霧が──）

　嵐嶺の神力で、皇女を覆っていた霧が引き剝はがされて散った。

　イィアアアァァ──

　軋きしるような、かすかな声を捉とらえた沙綾はぞっとする。

（あれは、皇女を祟る主ぬしの怨えん声せいだ）

　霧が晴れると皇女の顔色は劇的に良くなった。衣装を整えて座り直し、大きく息を吸いこむと、花のほころぶような顔をする。

「ああ、身体が軽いって、なんて素敵」

　その喜びは、沙綾にはだれよりもしみじみ理解できる。

「沙綾、つらい思いをさせてしまってごめんなさいね」

「とんでもないです、梔姫様」

　沙綾は首を振った。役に立ててなによりだ。

「嵐公様にも、ありがとう存じます」

　匂いやかな皇女の礼に、嵐嶺は照れくさいのかぞんざいなしぐさで応じた。

　それからふと思い出したように、真顔になってつけくわえる。

「当分、身を慎つつしめ。馬ば鹿かな真ま似ねはするなよ、いいな？」
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「嵐嶺様。梔姫様を祟っていたあのモノは、祟り主のもとに返ったのですか」

　嵐嶺に連れられて空を飛び、中納言の邸から御所に戻った沙綾は訊いてみた。

「だってほら、呪のろいはしくじると、呪った本人に戻ると言うでしょう？」

「さあな。うっとうしいから散り飛ばしただけだ。どうなるかなぞ知らん」

　黒い霧の行方ゆくえには、嵐嶺はあまり興味がないようだ。

「おまえの友人だが──」

「はい、梔姫様ですか？　素敵なかたでしょう？」

　手を叩たたいた沙綾が顔を輝かがやかせると、嵐嶺がつづきを言いにくそうにする。

「あら。嵐嶺様は梔姫様が苦手ですか」

「あれが得意な男なんているのか？　あの女は魔ま性しようのようなものだぞ」

「黒牙神の嵐嶺様がおっしゃるなら、魔性は最高の褒ほめ言葉──？」

「違うとわかっているのに、ボケるな。そうじゃない。なんだ、あの女は。国が三つも四つも傾かたむきそうな色気と美貌、しかも適当に腹が黒く頭の回転が速いときている」

「はうっ。まさに嵐嶺様の好み──!?」

「！　だから──」

「はいはい、わかってます。梔姫様の色香に溺おぼれてしまいそうだったと。そういうことですよね」

　キレ神様の頭が煮えてしまわないように、沙綾は適当なところで話をまとめた。嫉妬の焰ほのおを燃やさぬための自衛でもある。

　嵐嶺はむっつり口をつぐんだので、ある意味図星だったようだ。

　この嵐嶺のどのへんが「女泣かせ」だったのだろう。

　どんなに首をひねってみても、微み塵じんも想像できない。

（あ。もしかしなくても、嵐嶺様が梔姫様に辛口で接していたのは苦手だから？）

　最後には「身を慎め」など、説教まがいのことまで口にしていた。

「〈神凪姫〉──。おまえまた不ふ愉ゆ快かいなことを考えてるだろう？」

　そういうことには敏感な嵐嶺がにらんできた。皇女の真似をして舌を出すと、にやりとした彼が額を小こ突づいてくる。

「おまえのは、無害でいい」

　色気ゼロと宣言されたようなものだが、沙綾は別の角度から舞まいあがっていた。

（おでこを「ちょん」だなんて！　きゃーっ）

　懐ふところの巻物を広げて、該がい当とう項目を墨で消したい衝しよう動どうに駆られる。

　むふむふと、そのまま心ゆくまで堪たん能のうしていたかったが、気がかりがそれを許さない。

「皇女様から祟りの霧を飛ばしたからって、問題が解決したわけではありませんよね？」

「ああ。あんなものは、たんなる気休めだ」

　利点は皇女の身体が楽になるというだけのようだ。

「祟っていた相手って、突き止められますか？　元を断たたねばならないのでしょう？」

「おまえな。だれに言っている？　我は神だぞ」

　呆れたように片眉をあげた嵐嶺に、沙綾は訊いた。

「突き止めて、やめさせてくださいますか」

　なかなか会えないけれど、皇女は沙綾の唯ゆい一いつ無む二にの友人なのだ。幸せであってほしい。

　嵐嶺の目元が和んだ。手を伸ばし、沙綾の肩から髪を一ひと房ふさすくい取って指に絡からめる。




「おまえのためならな」




　まなざしと言葉に、沙綾の胸がきゅうんとした。

　夢？夢？夢？　と自分の頰をつねりまくって、せっかくの雰囲気を壊しにかかりそうになる。

　そんな彼女に、嵐嶺が言う。

「たぶん、我は阿房なのだろうな。あのときから」

「あああ、あのときですかっ？」

　なにかおいしい台詞が聞けるのではと、胸が高鳴った。

　嵐嶺は好意を示してくれるかと思えば手のひらを返したようにからかったりで、いまいち本心がつかめないのだ。期待してしまう。

「黒牙神にまでなった身だというのに、この世への復ふく讐しゆうを放りだして、おまえのなかで微睡いきつづけようと思ったときからだ」

　わたしのなかにいて。消えないで。

　神にそうすがった記憶が、沙綾のなかにまざまざと甦よみがえる。

「わたしも……きっと阿房です。嵐嶺様と同じ日から」

　巫み女こだというのに、その職務は最低限しか果たせていない。

　罪だとわかっていて、いまができるだけ長くつづくよう、祈らずにいられない。

「でも、わたしは阿房でいいです。嵐嶺様もそう思ってくださっていると……嬉しいです」

　恥ずかしさを押しのけて、素直な想いを口にした沙綾はキレ神様を見上げた。

　嵐嶺もまっすぐに沙綾を見つめている。紅い瞳が、優しい。

「〈神凪姫〉──」

　すい、と嵐嶺が肩を抱だき寄せる。抗あらがうどころか身構えるひまもなくて、沙綾はあっけなく神の腕のなかにおさまってしまう。

「あの、嵐嶺様、あの」

　あたふたしているのは沙綾だけだ。想像というか妄もう想そうが先走り、両手をわけもなく振り回したい衝動を抑おさえ、なりゆきを見定めよう、受け入れようと肚はらが決まる。

　ゆっくり、そっと、抱ほう擁ようされた。まるで自分が壊れやすい、玻は璃りの器にでもなったような気持ちになる。

　神の背に腕を回すほど大だい胆たんにはなれなくて、装しよう束ぞくの袖を遠慮がちに握にぎった。

　焚たきしめられた特別な香〈黄おう沈じん香こう〉が薫かおり、嵐嶺の冷たい邪気を感じる。

　そしてその奥に、ほのかな温かさも。

　以前はわからなかった嵐嶺の〈気〉だ。鬼と化したのちに黒牙神となっても変わらなかった、彼の本質とでも言うべきものだろうか。

（ほっとする）

　心の底からそう感じる。ずっとなじんできた〈気〉でもある。神は沙綾が物心ついたころから、彼女のなかに棲すまってきたのだから。

　身じろぎした嵐嶺が、沙綾の両肩を押すようにして身を離す。

　うつむいてしまった沙綾の顔をのぞきこむように上体をかがめた。

　鼻先が、触れそうなほどに近い。

　まつげを伏せて盗ぬすみ見た嵐嶺の唇が、言葉を紡つむごうと動いた──。

　そのとき。

「姫様！　お願いです！　助けてください!!」

　渡わた殿どのをドタバタとやってくる声と足音に、沙綾と嵐嶺はハッとして離れた。

「な、渚？」

「なんなんだ、くそ！」

　嵐嶺が天てん井じようを向いて吼えているうちにも、渚は孫庇を歩いてくる。

『もう少しですからね、尊師様。頑がん張ばってください！』

『だから、いいって言ってるでしょう』

　迷惑そうに答えているのはヤファルだ。

　今日は二人して町に〈愛死す〉を捜しに行っていたはずだが、と沙綾たちは目配せを交かわす。

『姫様、こちらですか？　失礼いたします！』

　許しなど待たず、ほとんど駆けこむようないきおいで渚が入ってきた。

　不ぶ躾しつけはまあ、いつものことである。が、今日は様子が違った。

『どうしたの？　そんな、御坊様の手を握って……』

　渚はヤファルの腕を摑つかんでいる。ヤファルのほうはなんとか振りほどこうとしているのだが、身長差も体格差もある渚をどうやっても払えないらしい。

『尊師様が祟られたのです』

　渚は摑んできたヤファルの腕を、沙綾たちによく見えるようにかざした。

『先ほど急に、尊師様が手を押さえてうめかれ、気がつくとこんなことに』

　指なしの手袋をはめているほうの手だ。指がまるで蛇くちなわに咬かまれたように腫はれている。

　手袋が逆に、拷ごう問もん具ぐのようになって手を締しめつけているようだった。相当な痛みだろう。面おもてに出すまいとしているが、ヤファルの生はえ際ぎわに脂あぶら汗あせが浮いている。

　原因は渚の言うように祟りのようだ。ヤファルの手から肘の辺りまでを、うっすらとした黒い霧が覆っている。

『助けてもらわずとも、このくらい、ひとりで処理できます』

『意地を張らないでくださいよう、尊師様。いますぐ、楽にしてさしあげますから』

　どうやら渚はヤファルを救いたい一心で、彼をここまで引きずってきたらしい。

　しかも、有う無むを言わさずだ。というか、渚は使命感に燃えると周りが見えなくなる傾けい向こうにあるので、有無を言ったところで届かなかったに違いないが。

　そんな渚には残念だが、沙綾は真実を伝えることにした。

『あのね、渚。申しわけないけれど、わたしには浄化の呪じゆ言ごんは使えないと思うの』

『えっ』

『もちろん、わたしは〈神凪姫〉が務まるだけの浄化力を持っているのだけれど、それを御坊様を癒いやすという『形』に転じるのは……』

　僧、あるいは呪言師としての修行が必要になる。

　役目に必要な歴史の講義さえおぼつかなかった瀕ひん死しの〈神凪姫〉に、魂たましいの形が変わるほどの厳しい修行なぞできたわけがない。

『ご助力なら、素直に僧そう院いんのほうへ向かったほうが』

　仮にも内裏内の僧院だ。国の重じゆう鎮ちんがずらりと揃そろっている。

『ですから、自分でどうにかします。とくにあなたの施ほどこしなど無用だ』

　悪魔と通じる魔ま女じよなど、とヤファルが氷のような目つきをする。

『そうまで言うなら、ひとりで収めてみろ』

　煽あおるように言った嵐嶺が、つづけてとんでもないことを口にする。

『皇女からおまえに返った祟りを──な』
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『どうして……、わかったのです』

　ヤファルがこわばった顔で訊きいた。

『なぜか？　ふん。皇こう女じよから祟たたりを祓はらったのは我われだ』

　黒こく牙が神しんが？　とヤファルが目を瞠みはる。そこに、水みず盥だらいを持ってこいと嵐らん嶺りように命じられた渚なぎが駆かけ込んでくる。

『水盥ですっ』

　盥を置くとき、慌あわてるあまり、ばしゃんと水が跳はねた。

『清し水みずを汲くんできただろうな？』

『はいっ。僧そう院いんは怪け我が人にんでバタバタしておりましたので、ぼくが内裏だいりの神かみ座ざに供える時に使う、井戸のものを──』

『そうしたら、盥のなかに白びやつ光こう天てんの首飾りを入れてやれ』

『これをですか？』

『呪じゆ符ふのかわりだ。白光天の力を借りる』

　半信半疑ながら、渚は預かりものの首飾りを外はずすと盥に沈しずめた。

　嵐嶺が苦痛を表すまいとしているヤファルに命じる。

『手をつけろ』

　枷かせになっていた革かわ手て袋ぶくろは、すでに小刀で切り裂さき、取り払われていた。

　黒牙神には従いたくなかったのだろう。ヤファルの目が怒いかりに燃えたとたん、嵐嶺は席を立ってヤファルに近づくと、彼の手首を摑つかんで盥に沈めた。




　じゅっ──




　煮にえたぎる油に水を落としたような音と、白はく煙えんがあがった。

　表情を緩ゆるめたヤファルとは裏腹に、嵐嶺の顔が苦痛に歪ゆがむ。

「くそ」

「嵐嶺様！」

　悲鳴じみた声をあげた沙さ綾あやに、戻もどって来た嵐嶺が案じるなと目配せする。

「この程度、どうということはない」

「もう。お馬ば鹿かさんすぎます。嵐嶺様は、黒牙神様なのですよ!?」

　水盥に首飾りを沈め、白はく羅ら神しんの力を溶け出させたのだ。いわばにわか仕込みの神水を作ったわけだが、そんなものに触ふれたらだめに決まっているではないか。

　嵐嶺はどうでもいいとばかりに手を振り、ヤファルに華か丹たん語ごで言った。

『おまえは神しん誓せい印いんを受けたときに、悪あく魔まの残ざん滓しを使ったろう』

『それがなにか？』

　いけませんかと問う口調だが、目の奥に罪悪感がよぎるのを沙綾は見た。

「嵐嶺様。神誓印というのは、あまり褒ほめられたものではない誓ちかいなのですか？」

『この男の場合はな。自みずからの身体からだに印を刻む際に、悪魔の血を神かみ贄にえにしたわけだからな』

　ヤファルに理解できるよう華丹語で言うのを聞いて、だからかと沙綾は思った。

（うっすらと邪じや気きを感じたのは、それで……）

　高僧の目が怒りに燃える。

『それだけの覚かく悟ごを持って挑いどんだのです。あなたがた異い端たんの衆にとやかく言われる筋合いはありません』

『その異端の衆の暮らしに、口を挟はさんでばかりいやがるのは、おまえだろうが』

　嵐嶺はやり返した。その横で、沙綾はヤファルが祟り返しの余波を浴あびた理由に合が点てんがいく。

『つまり、御お坊ぼう様さまのなかに入りこんだアクマさんの血に、反応したんですね』

『ひとぎきの悪い言いかたは慎つつしんでください。悪魔の血など、わたしには一滴も流れていない！』

『はいはい、そうですか』

　面倒になってきたので、沙綾はそう言ってあしらった。誓いの印が、悪魔の血を閉じこめているのはたしかではないか。

　嵐嶺が沙綾の見立てを肯こう定ていする。

『皇女にまとわりついていた邪気と、そのキザ眼鏡めがねの神誓印がくわえこんだ邪気は同じだからな』

『それで、逆説的に皇女様を祟った力の主はアクマだと推察されたのですね』

『そういうことになる』

　渚の言葉に嵐嶺はうなずいた。ヤファルは怪け訝げんそうな顔をする。

『皇女、つまり皇こう帝ていの妹君を、あなたは祟ったと？』

『我ではないわ！』

　爆ばく発はつした嵐嶺がかいつまんで説明すると、高僧はますます不可解な表情になる。

『あなたが、皇女の呪のろいを解いた──？』

『あんなもの、ちょっと吹き飛ばしたにすぎん』

『ですが、なぜあなたが』

『あらためて驚おどろくようなことか。おまえにも手を貸してやると言ったろうが』

　嵐嶺の言葉で、ヤファルは取り引きを持ちかけたのかと誤解したようだった。

『あなたは皇帝に、どんな下げ劣れつな要求を突きつけたのです？』

『要求？　迷めい惑わく料りようを払えと迫せまりやがったのは、むしろ〈どえす〉帝みかどだ』

『横から失礼します、嵐嶺様。あのう、〈どえす〉とは』

　さっきから、聞き慣れない言葉の連呼が気になってしかたがない。

『西国の言葉ですよ』

　会話の流れを削そがれたくなかったのか、ヤファルがそっけなく応じた。つづけて嵐嶺に冷笑する。

『神だとうそぶくくせに、脅おどしに屈くつしたわけですか』

『短絡的な西国人め。おまえらには、白か黒しかないのか』

『この世とは、正義と悪のせめぎ合う場です。それ以外になにが？』

『まるで嚙かみ合わんな。白と黒のあわいを知らぬ野や蛮ばん人じんと話すのは、骨が折れる』

『野蛮人？』

　気け色しきばむヤファルをあしらっておいて、嵐嶺は言った。

『皇女は〈神凪姫かんなぎ〉の大切な友人だ。手を貸してやって、なにが悪い』

『なんの見返りもなく？』

　食い下がられ、嵐嶺は苦笑した。

『見返りならば受けたぞ。〈神凪姫〉の感謝の笑顔だ』

　にやりとして、ヤファルを黙だまらせる。

　沙綾は一人、眉まゆ根ねを寄せて指を額ひたいにつけた。

「？？？　嵐嶺様。わたし、笑いましたっけ？　ちょっと記憶があいまい……」




「やかましいわ〈神凪姫〉！　見せ場を台なしにすんな────!!」




　ふわふわの袖そでを摑んで訊たずねると、雷かみなりが落ちるようないきおいでキレられた。

「失礼しました。またしても空気が読めてなかったようで。でもこれからは、たんなる見み栄えはりのときは、ぜひそのように合図を」

「送ったら、相手にもバレるだろうが馬鹿めが！」

　忍にん耐たいも限界まで使い切ったという調子で怒ど鳴なられた。まあ怒鳴られるだろう。

　そんなことをしているうちに、ヤファルの手の腫はれは引いていた。盥から手を抜いたヤファルに、渚がかいがいしく手て拭ぬぐいを渡す。

　ヤファルは無言で滴しずくを拭うと渚に返した。すると渚は、今度はそれをいそいそとたたんで懐ふところに入れる。尽つくすのが嬉うれしいのか幸せそうだ。

　ヤファルのほうは、そんな渚を一いつ顧こだにしない。むきだしの神誓印が気になるらしく、左手で庇かばいながら立ち上がる。

『おまえ。なぜ〈愛死す〉を追っている』

　答えず部屋を出て行こうとするヤファルに、嵐嶺はたたみかけた。

『やつはなにを得意とする？　どんな力を使う？　人の心に忍しのびこみ、そいつを操あやつって嫉しつ妬とや怨うらみを煽あおるんじゃないのか？　人の劣れつ情じようを喰くらって、大きくなるんじゃないのか？』

　ヤファルの返答が、一いつ拍ぱく遅おくれた。

『──。あなたに関係があるとは思えませんが』

『ここまで来ても強がるのか、たいがいにしておけよ』

『強がってなどいません。わたしは、わたしの力と神の加護により、必ずアイシスを仕留める』

　ヤファルの言葉に、嵐嶺が嘲あざけるようなみじかい笑い声をあげた。

『その可能性は、一いつ刻こくごとに低くなっていくぞ』

『根こん拠きよは？』

『祈りは、神威かむいを増す』

　神威とは、神の持つ力──神しん力りきのことだ。

『神威？　悪魔に祈る者など──』

『西国にはいなかったというのか？　それはあるまい。人はなににでも祈る。神にも、アクマにも。禁じられていたとしてもだ』

　そうだろう？　と問うような目をされ、ヤファルは口をつぐんだ。

『以前、我が怨おん霊りようだったころ、その我にさえ祈る者もいた。他人の不幸を願うゆえにだ。自分に代わり、我に祟ってくれ、とな』

　そういうことがあったのだ。いや、あるだろう。

　当時、嵐嶺に祟られたのは政敵の劉りゆう徳とく帝ていらだ。彼らを快こころよく思わなかった者は、怨霊に怯おびえるフリをしながら、陰かげでほくそ笑えんでいたかもしれない。

『祈られて、それはあなたの力になったわけですか』

『むろんな。そうして得た霊れい威いで、祈った者ごと流行はやり病やまいにかけてやった』

　ひどい、と思うのは沙綾が人だからだ。

『キザ眼鏡。人の心の隙すき間まに滑すべりこむのが得意な邪衆なら、こうしている間にもだれかの懐にもぐりこんで傷を癒いやしているはずだ』

『八や洲しまに渡ってくる前に、御坊様から受けた傷を、ということですよね』

　沙綾は理解したところを口に出してみると、嵐嶺がつけ足してくる。

『我が返してやった祟りの刃やいばもな』

　嵐嶺の紅あかい目が、ヤファルを捉とらえる。

『滅めつするなら、いまだろうが』

『あ、そうか。嵐公が祟り返しをなさったから、ちょっと弱っているんだ』

　気づいた渚がそう口走り、判断を仰あおいでヤファルを振り返る。

　ヤファルの目に、はじめて迷いが走った。ように見えた。

　冬の湖のような面の奥で、感情がせめぎ合っているようだ。神誓印のある拳こぶしに、ぐっと力をこめる。

『わたしは、アイシスを必ず滅さねばならない』

　痛みをやり過ごすように一呼吸おいて、ヤファルは昏くらい目を沙綾たちに向けた。

『あの悪魔は、わたしの人生を奪うばった』

『だろうな。そうでもなければ、あんな誓いを背負い、西国から見ればこんな最果ての、日ひ出いづる島国になぞ来るわけがない』

『あなたに、なにがわかるのです』

　気色ばむヤファルに、あぐらをかいたキレ神様は呆あきれたように返す。

『我になにがわかるか？　そう問うくらいだ。相当頭が煮えているな、おまえ』

『！』

『御坊様、嵐嶺様は当然の権利を奪われ、無実の罪を着せられてこの世を去りました』

『ええ、聞いています。怨うらみから怨霊になり、さらに面倒くさいから、カミということにしてみた。それでもだめで封ふうじた、と。それが？　この世への怨みのほかに、なにを知っていると？』

　沙綾を遮さえぎってきつい口く調ちようでたたみかけるヤファルに、嵐嶺が答えた。




『おのれへの怒りだ』




　静かな声だった。だが、それだけにいまだ悔くいているように聞こえる。

『怒り、ですか』

　頰ほおの辺あたりに薄うす笑わらいを浮かべたヤファルが訊き返す。

『そうだ、おまえの感じているそれだ。ふがいなさ、無念。いま少し自分に力があれば。──違ちがうか？』

　ヤファルは射い殺ころすようなまなざしを嵐嶺に浴びせたが、嵐嶺は撥はね返すようにつづけた。

『ったく、イライラさせやがる！　いつまで、下らない矜きよう持じに囚とらわれている!?』

　平手打ちのような効果があった。ヤファルが、夢から醒さめたような顔をする。

　いっぽうの嵐嶺は、沙綾の膝ひざを枕まくらにごろりと横になった。あらまあ、と目を丸くする沙綾をよそに、ヤファルに強要した。

『さっさと頭を下げやがれ、キザ眼鏡。台詞せりふは、どうか力を貸してください、だ』

『なんで、わたしが……』

『おまえは極きわめつけの阿房だな。誠意を見せれば〈愛死す〉を引きずり出してやると言っているんだ』

『そんなことが、おできになるのですか嵐公』

　目を丸くする渚に、嵐嶺は苛いら立だった目を向ける。

『本気で訊いとんのか、小こ童わつぱ。我は神だぞ？』

『悪魔ですよ。あなたは禍わざわいをもたらす。そうでしょう？』

　ヤファルが言った。けれど、その口調はこれまでとは違ってどこか苦笑するようだ。

『あなたはなぜ、それほどまでにわたしを手伝いたいのです？』

『嵐嶺様は、お人ひと好よしですから』

　黙っていられなくなって、沙綾はつい口を挟んでしまった。嵐嶺はすぐさまにらみあげてきたが、ヤファルは──かすかに笑った。

『聖女の自覚のかけらもない、口をきくに値あたいしないあなたの言葉ではありますが、それにだけは同意できますね』

　あ、笑った、と油断したら、吐はかれた言葉は猛もう毒どくだ。

　ヤファルのほうは、至し極ごくすっきりした顔で嵐嶺に言う。

『手を貸したいというのなら、どうぞ。好きなだけ貸してみてください』

『この期ごに及んで上から目線か!!』

　尖とがった犬けん歯しを見せた嵐嶺を、沙綾はなだめた。

『まあまあ、嵐嶺様。翻ほん訳やくしてさしあげます。いまの御坊様の言葉は「手を貸してくださるというのなら、ぜひ。好きなだけ貸してやってください」ですよ？』

『勝手に翻訳しないでください！　しかも、なんだその半はん端ぱな上から目線は！』

　ヤファルがわめいた。彼にわめかせたのなら、沙綾の勝ち星だ。

　にんまりしていると、仕事の匂においを嗅かぎつけたのか、どこからともなく小こ鬼おにたちが飛んできた。

　例によって、赤あか丸まる、緑みどり丸まる、小こ丸まるだ。

　翼つばさと嘴くちばしをもつ餓が鬼きの姿に、ヤファルの手がからくりに伸びる。

『恐おそれを牙きばに変えようとするのはよせ。こいつらに傷をつけたら、ただではすまさん』

『──。妖よう魔まのたぐいを使し役えきするなど……』

『そう嫌きらうな。我の無ぶ聊りようをなぐさめてくれたやつらだ』

　その昔、怨みと怒りに支配されて荒れ狂っていたころに、だ。

　小鬼たちは、嵐嶺の庇ひ護ごを得て、それぞれヤファルを挑ちよう発はつする。

　いちばんの挑戦者は小丸で、尻しりを突きだし、叩たたくそぶりをする。

「小丸め。よさんか」

　キレ神様は愛ぺ玩つ鬼とたちには甘い。いつも、目を細めてちょっと注意してみせるだけである。

「おまえたちのことだ、どこかそのへんで話を盗ぬすみ聞いていたんだろう？　外とつ国くに渡りの邪じや衆しゆう〈愛死す〉を捜さがしてこい」

「捜してきたら、嵐嶺様はわれらになにをくだっしゃる？」

「赤子の骨か？」

「ちんくしゃ〈神凪姫〉の目玉か？」

「骨はどこぞで探してこい。〈神凪姫〉はやらん」

「したら、なにをくだっしゃる？」

「愛でいいだろう、愛で」




（愛!?）

　沙綾は胸をわななかせた。

（小丸ちゃんたちに、ご褒ほう美びで愛!?）

　沙綾は、冗じよう談だんでだってそんな言葉をかけてもらったことはない。

「愛」

「愛じゃと」

「ぶさいくな〈神凪姫〉の目玉のほうがよいのになぁ」

　ドむかつく暴言を吐きながら、小丸たちは外へと飛んでいった。

「！　痛いてっ。なにをする〈神凪姫〉！」

　髪かみを引き抜ぬかれた嵐嶺が声をあげる。仮体に痛覚があるのは驚きだ。

「すみません。ちょっとモヤモヤのはけ口を」

　弁解と見せかけ、沙綾は嵐嶺の頰をつまんでフルフルした。

　小鬼めらに負けているのかと思うと、八つ当たりせずにはいられないのだ。

「？？？　どうした？　腹でも減ってきたのか？　小童、菓か子しだ！」

「嵐嶺様のバカバカバカ」

　こんな時に子ども扱あつかいして渚に菓子を持ってくるように命じるなんて！

『お望みでしたら、翻訳をしてさしあげますが？』

　八洲語がわからないくせに、こういうことばかり察するヤファルは性格が悪いと思う。

「そうよ、渚。僧院で怪我人というのは？」

　沙綾は強引に話題を変えた。嵐嶺は理解していないしヤファルはにやついているのだ、つづけたって、ちっともいいことなんてない。

　悔くやしいので八洲語で訊ねたのだが、渚は律りち儀ぎに華丹語で返してくる。

『あ、それが。ぼくたちのでかけている間になにかあったらしくて。火ひ鉢ばちでもひっくり返したんじゃないかなぁ。火傷やけどがどうとか言っているようでしたから』

『そそっかしいのね。大丈夫だったのかしら？』

『んー、たぶん。清水を汲んでこいと僧長さまが命じてらしたから、冷やすんでしょうね。そうそう、雪せつ慶けいさんだったみたいです。ぼくの先せん輩ぱいの』

『あらまあ。ほら、ときどきこちらに見えるかたですよ、嵐嶺様』

『あの、帝を迎えにきた緑りよく衣いの僧か』

　そうだと沙綾がうなずきかけると、嵐嶺が低く吼ほえて起き上がった。

『くそっ！』

　目を丸くする沙綾たちをよそに、ヤファルはすでに立ち上がっている。

『まったく、話す価値もない！　あなたは本当に聖女ですか』

『？？？』

『火傷のような怪我、清水で冷やす。たったいま、目の前で見たのは!?』

『あっ──』

　沙綾は口を押さえた。ヤファルの手に、目がゆく。

『えええ？　でもそれって尊師様、まさか雪慶さんが──？』

『くどい！』

　渚を一いつ喝かつしたヤファルは部屋を出た。孫まご庇びさしから庭へと飛び下おり、僧院を目指す。

「嵐嶺様──」

　冗談だろうという思いで沙綾は嵐嶺を見た。

「我が目覚める直前、おまえのところに寄ったのは、その雪慶とかいうやつだな？」

「ええと。そうだったと思います」

　たしか渚に、上うわ役やくのことづてを持ってきたのだったか。

「あいつ、我が声をかけて飛びあがった時に」

　嵐嶺が眉をひそめて言った。

「──邪衆の匂いがした」

　だから気になって声をかけたのだと神が告げると、渚がヤファルを追った。

　慌てて蹴け飛とばした盥から、水がざあっとあふれる。

「阿房めが！」

　そこいらじゅうが水びたしになり、嵐嶺が舌打ちした。

「いくぞ、〈神凪姫〉」

　立ち上がると、有う無むを言わさず沙綾を抱きかかえる。

「僧院へですか？　でもあの」

「こんな聖水まみれの部屋になどいられるか！」

　キレ神様はそう言うけれど、僧院だってかなりの清せい浄じよう地ちである……。

　やっぱり、お人好しなのだなぁ。

　沙綾はそんなことを考えながら、嵐嶺とともに僧院へと跳とんだ。




[image: ]




　雪慶は苦痛に顔を歪めていた。

　ただならぬ状態に置かれていることは、一目でわかる。

　ちょうど、身体の右半分にだけ煮え湯を浴びたように、赤くなった水ぶくれができていた。頰から首にかけてがもっともひどく、次が手のひらから肘ひじにかけてだ。

　辺りには青銅鏡とそのかけらが散らばり、呪符を溶かした水盥がいくつも置かれていた。水に濡ぬらして直接貼はりつけた呪符の残ざん骸がいも、乾ききって抜け殻がらのように転がっている。

　そして三匹の小鬼が、思い思いに取りすがっていた。

　床ゆかにじかに座った雪慶は、おのれを必死に庇おうとしていた。

　まっすぐに向けられた、ヤファルのからくり武器。その筒つつ先さき──銃じゆう口こうが冷たく光った。

　沙綾と嵐嶺が現れたのは、そんな、緊きん迫ぱくした僧院だった。

　黒牙神の出現に、ヤファルと雪慶を取り巻いていた僧たちが後ずさる。

「こっ黒牙神──!?」

「嵐らん公こう──！」

「なにをしに、ここにまかり出いでられた？」

　沙綾を床に下ろした嵐嶺に、大だい僧そう正じようの儀ぎ丞じようが訊いた。瘦やせてしぼんだ、沙綾の顔なじみのジイさんだが、じつはかなりの法ほう力りきを有している。

「外つ国の坊ぼう主ずが、どのように決着をつけるかと思ってな。見けん物ぶつだ」

「おう、嵐嶺様じゃ」

「ほうれ、ご覧ろうじろ嵐嶺様。〈哀あい指し数すう〉とかいう邪衆を捕とらまえたぞよ？」

「褒美をくだっしゃれ。他た愛あいがなかったからのぅ、へちゃむくれの〈神凪姫〉の耳ひとつで我が慢まんしてもよいわ」

　毎度毎度、必ず突っかかってくるのは小丸だ。

「耳なら、掃はいて捨てるほどいる僧どものを好きに取れ。目でも鼻でも魂たましいでもだ」




　ひいいい！




　気弱な者、自信のない、位くらいの低い者が一いつ斉せいに退しりぞいた。監かん督とくする立場の僧たちが、「おまえら、あとでぜってえ再教育な？」とでもいうべき物ぶつ騒そうな顔で面めん子つを覚えこむ。

「わたしには──なんのことだか……」

　苦しい息の下から雪慶が切れ切れに言った。全身に激痛が走っているに違いない。

『それだけの姿になっておいて、見苦しすぎるのでは？』

　ヤファルが凍いてついた声で訊ねる。

　感情の乗らない声とは裏腹に、まなざしは激しい雪ゆき嵐あらしのようだった。感情が逆さか巻まいている。

『待ってください。自分でも、わけがわからない。さっきまで、わたしは預かった鏡に浄じよう化かの法を行っていました。すると急に鏡のなかからなにかが飛んできて、それが顔にかかって──』

「預かった鏡だ？」

　八洲語で嵐嶺が訊くと、雪慶は怯えたようにのどを鳴らしたが、華丹語で応こたえた。

『二の姫様ご愛用の品で、こちらに運ばれてきたもののひとつです』

　祟りを受けたときに身の回りの品に浄化を施ほどこすのは、ごく当然のことだ。特に鏡は、魔が宿りやすく念が籠もりやすいとされているため、必ずと言っていいほど清める。

「嵐公、鏡からなにかが飛んできたのならば、雪慶さんはとばっちりを受けただけなのではないでしょうか」

　渚が庇うように言った。ドジっ子の彼は仲間内では馬鹿にされがちだ。雪慶はそんななかで渚をいじらず、友人と呼べる関係を結んでいる。

　まじめで誠実で、どちらかというと目立たない人物だ。けれど評判は悪くなく、万年見習いの渚とは違って、人並みに出世もしている。

「間違っていたら申しわけないのですが、もしかして嵐公の祓いかたがちょっと……ごにょごにょ……」

「うわ。小童が神に『しくじった？』って訊きやがった。聞いたか〈神凪姫〉」

　もちろん、子どもが言いつけるような真ま似ねなどしなくたって、聞いている。

　だが僧たちはざわついた。嵐嶺の復活が中ちゆう途と半はん端ぱなせいもあるだろうが、渚の珍ちん説せつを支持する空気だ。




「阿房めらが！」




　嵐嶺の声で、雷が落ちた。苛立ちのあまり髪を搔かきむしった嵐嶺が、この場の全員を吹き消したらさぞや気持ちよかろうという目つきで場をにらみ回す。

「だから我は神だっっつってんだろうがっ！　神が、あの程度の祟りを返し損そこなうと？　この黒牙神・嵐嶺が!?」

　人が破れかぶれの行動に出るのはこんなときだろう。沙綾は抑よく止しのために、腕うでを伸ばしてキレ神様の頭を撫なでた。

「はいはい、癇かん癪しやくを起こさずとも大丈夫ですよー」

「おまえまで、あしらうな──────!!」

　黒牙神の咆ほう哮こうに、数名の僧が肝きもを潰つぶして魂たま消げる──失神する。

『醜みにくい。あがくなど──』

　つぶやいたヤファルが、突とつ如じよとして動いた。

　流れるように武器を左手に持ち替え、神誓印の刻まれた右手で雪慶に触れる！

　──なにも起こらない。

　そう思ったのはつかの間、耳をふさぎたくなるような音が響ひびいた。

　琴ことか琵び琶わの弦げんを張りつめてはじいたのに似ているが、ずっと高い音で金か属ねに近い。

　ピィィィン、と耳鳴りがした。

　どこから聞こえてくるのか。

　ヤファルの右手、いや、それが触れている雪慶からか──!?

　あ、と沙綾は思った。

（嵐嶺様が、御坊様がアクマさんに触れると神誓印が鳴るとおっしゃっていたはず）

〈この男のなかに逃にげこんだのか、アイシス〉

　ヤファルが使ったのは母国語だろう。雪慶が目を瞠り、まるきりわからない言葉にうろたえて異国の僧を見る。

『あのう』

〈今度は、この男を食いものにするつもりか。心の、どこにつけこんだ？　なにをくれてやろうと唆そそのかした？　富か？　名めい誉よか？　それとも皇こう妹まいか〉

　訊ねながら、雪慶の腕をひねりあげる手に力を籠める。手の甲に筋がふくれあがり、神誓印もはちきれそうだ。

『ううっ。やめてください！　それ以上腕をねじられると、肩が……！』

　脂あぶら汗あせを流した雪慶の悲鳴は、ヤファルの耳に入っていない。

『尊師様！』

　渚がその手に飛びつこうとした。刹せつ那な。

　黒かった雪慶の瞳ひとみが、人が変わったように獣けものじみた黄色に転じる！




「こうじょ、が、ほしい──」




（！）

　紡つむがれた声に、沙綾は二の腕を粟あわ立だてた。

　雪慶の口からもれたのに、到とう底てい、人の声とは思えない。禍まが々まがしく、ねばっとしていて不快だった。聞いただけで叫さけびだしそうになる。

「こうじょ、が、ほしい」

　雪慶はうつろなまなざしで繰くり返した。焦しよう点てんが合っていないのに、視線が熱を帯おびる。

「恋れん慕ぼか──」

　沙綾を庇うように腕のなかに包みこんだ嵐嶺が言う。

「雪慶さんが、梔くちなし姫ひめ様に恋を？」

　訊ねた沙綾を肯定するように、雪慶が言った。

「じゅうごのとき、お側を通ってからずっと、そのかぐわしさを忘れられない」

　生しよう香こう。夫となった中ちゆう納な言ごんを虜とりこにしたそれが、彼の心をも奪ったのだ。

「ほしい……」

　雪慶が身体を揺ゆすった。喘あえぐように呼吸すると、全身を包むように黒い霧きりのようなものがにじみ出る。

　慕ぼ情じよう。あるいは劣情。秘めておけなかった気持ちが、渦うずを巻きながら広がる。

「──っ」

　のどを絞しめつけてくるような瘴しよう気きに、沙綾は息を詰つまらせた。

　背中を丸めた雪慶は、ヤファルを舐なめるように見上げる。

　薄い、乾いて白いひび割れのできた唇くちびるが、割れるように動いた！

「かッ」

　裂れつ帛ぱくの気合いをぶつけられ、ヤファルの身体が宙を飛んだ。巻き添ぞえになった几き帳ちようが、彼とともに床に叩きつけられる。

『懲こりないやつだ』

　叩きつけられてうめいたヤファルに雪慶が──いや、アイシスがその口を借りて言った。沙綾は雪慶のなかに、うごめいている得え体たいの知れないモノを感じた。

『こんな最果ての地にまで、俺を追ってくるなど……。物好きめ』

　嘲ちよう笑しようのまなざしを向けられたヤファルが、顔をあげて視線を結ぶ。

『ここまできて、もうあとがなくなったからと恨うらみ言ごとか』

『ふん。ヤシマを目指したのは、ここが楽園だからだ。仲間はみな知っているぞ。ひとまわりもふたまわりも大きくなれると』

　ぎゃはははは、と耳みみ障ざわりな声でアイシスが笑った。そうなれば、もうヤファルになど手出しはできまいというように。

『……っ』

　ヤファルが唇を嚙みしめると、アイシスの下げ卑びた表情が揺らいで、まじめな僧の、熱を帯びた遠い目つきが戻ってくる。

「雪慶さん、操られています」

「つけこまれたな」と嵐嶺が苦い声を出した。

「恋を叶かなえてあげる、と言われたのでしょうか」

「さあな。持ちかけるとは限らんだろう」

『どんなに望んでも、お側には仕つかえられない……。なのになぜ、年寄りの中納言が手に入れる……』

　憎にくしみと怒りに満ちた声が雪慶の口からもれた。彼はイライラと髪をかきむしり、八つ当たりの相手を探すように辺りを見回す。

　ヤファルが立ち上がっていた。からくりの銃口を、ふたたび雪慶に向ける。

〈おまえを、生かしておくわけにはいかない。おまえはあの男を勘かん違ちがいさせた。妬ねたみを肥こえ太らせ、憎しみを妃ひ殿でん下かに向けさせた。そのために妃殿下は命を落とされた！〉

　血を吐くような叫びだ。その激しさは、これまでのヤファルからは想像もつかない。

『こうじょ……。あなたのほほえみは、わたしの糧かてです。わたしの命。わたしのもの』

〈そうやって、甘い夢を見せるのはよせ。その僧に、なにをさせようとしている!?〉

　雪慶のなかでアイシスが哄こう笑しようした。知ったことかというように。

『人は踊おどる……。踊る踊る踊る』

　勝手に。わざわざアイシスが命じずにも、と言いたいのだ。

『おまえは、また間に合わんぞ。また人が死ぬ』

〈!!〉

　怒りがヤファルのなかでふくれた。引き金にかかる指が、わずかに動いた。

『撃うつな』

　嵐嶺が鋭するどく制止した。

　しかし、ヤファルの指は引き金を絞しぼる。


〈殲せん滅めつ！〉



　からくり武器が火を噴ふいた。その瞬間、黒いモノが雪慶から抜けた！　銀の弾だん丸がんが、ぐらりと身体をかしがせた雪慶を目がける。





　疾シッ！






　嵐嶺の声が雪慶を突いた。倒れかかる僧の肩を弾丸が貫つらぬく。

「ぐっ……！」

　雪慶が転がった。憑つかれたような表情は消え、撃たれた痛みに身を縮める。

「先輩！」

　渚が雪慶を抱かかえ起こす。どうしたらよいかわからず、沙綾たちを見た。

「手当てしてやれ。傷を洗い、空気に触れんようふさがんと肩が腐くさるぞ」

　儀丞が合図すると、立ち尽くしていた僧たちがようやく動きだした。

　嵐嶺が、からくりを握にぎった手をだらりと下げたヤファルをなじる。

『ド阿房めが！　撃つなと言っただろうが。無む駄だに怪我などさせおって』

『だが。ですが、わたしは──』

　し損じた衝しよう撃げきから立ち直れず、ヤファルが言いわけめいて口走る。

『あんな程度で仕留められると思ったのか？　戒いましめもせず？　違うだろうが。怒りに目をくらませやがって！』

　最後の瞬間、アイシスは逃げた。なんの策も講じなかったせいだ。

『さっき、我があいつを押さなかったらどうなっていた？　おまえのせいで、あの男は犬死にか？』

『わたしのせい？』

『とぼけるな！』

　嵐嶺が怒鳴り散らした。ヤファルの胸むな倉ぐらをつかみそうないきおいで罵ののしる。

『おまえの怒りは、おまえ自身へのものだろうが！　ふがいなさ。愚おろかさ。そんなもので判断をにぶらせるな。怒りなど、すべてが終わるまで沈めておけ！』

　叩きつける言葉は、嵐のように激しかった。焦あせった自覚のあるヤファルが、唇を嚙みしめる。

『あなたは、大切な人を喪うしなったことはないのですか』

『だからおまえの気持ちがわからないとでも言いたいのか。はっ』

　嵐嶺がヤファルに憐あわれむような目を向けた。

『言いわけなど。つくづく、目の曇くもったやつだ』

『そうやってわたしを嘲れば、その話題から逃のがれられるとでも？』

『ふん？　そこまで頑かたくなに逃げる理由がどこに？　怨霊になって京みやこを滅ほろぼしておいて、大切な人を喪うも喪わないもないだろうが』

　呆れたように小さく笑って、嵐嶺はつづける。

『我の傷を知りたいなら、教えてやろう。我には愛した女がいた』




　ずきん




　沙綾の左胸が急に苦しくなった。まるで見えない小刀を柄つかまで押しこまれたようだ。

（愛した女）

　恋人という言葉よりも、ずっと重い。

『それはそれは。妻にするつもりの女性を、政敵にでも寝ね取とられましたか』

　傷つけようとするヤファルの言葉に、嵐嶺は自じ嘲ちようした。

『ならば、諦あきらめもつく。まだしもな。愛した女を奪ったのは、我自身だから始末に悪い』

『ああ、荒れ狂いすぎて祟り殺したとか？』

『その身を奉ほうじさせた』

　ホウジる。とっさに意味を理解できなかった沙綾の耳に、嵐嶺の声が届いた。

『芙ふ蓉ようは、我を封ふうじるために〈神凪姫〉になった』

　沙綾は目を瞠った。息をすることを、忘れる。

（芙蓉様が──）

　神化してもなお荒れ狂い、鎮しずまらぬ嵐嶺を封じるため、初代の〈神凪姫〉となった女性が、嵐嶺の恋人だったなんて。
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『痛い思いをしているのは、おまえだけじゃない。だがな』

　紅い目が、射るようにヤファルを見た。

『おまえはそこから、なにひとつ学べていない。愚か者のなかの愚か者だ』

『──っ』

　打ちのめされ、ヤファルが踵きびすを返した。足早に僧院から出てゆく。

『尊師様！』

　後ろ髪を引かれるように雪慶を振り向きながら、渚が追った。足音が駆けてゆく。




[image: ]




「嵐嶺様と芙蓉様が、恋仲だったなんて……」

〈神凪姫〉舎の居間に戻ってきた沙綾は、茵しとねにぽつんと座って背中を丸めていた。

　四方に、几帳を幾重にも立てめぐらせ、そのなかに籠もる形だ。

「知らなかったのか」

「！」

　ふいに声をかけられ、沙綾は驚いてのどを鳴らす。

　真上からのぞいているのは嵐嶺だ。そう、神は宙に浮かべるのである。

（ららら、嵐嶺様。これは、あの、その）

　焦ったが、のどが詰まってしまっていて声が出ない！

「馬鹿。なにをやってる!?」

　真後ろに降り立った嵐嶺に背中をどやしつけられたとたん、口から粉熟ふずくが飛び出した。粉熟とは甘い餅もち菓が子しだ。

　胸を押さえた沙綾は、どうにか息を整える。

「すみません、助かりました……ふうう」

「なにが『ふうう』だ。几帳のなかに立てこもって泣いているのかと思えば、餅を食っていただけか！」

「ええと。いちおうヤケ食いです」

　一口大の餅菓子を心の赴おもむくままに、蛇くちなわのようにぐいぐい丸まる吞のみしていたのだ。

「～～へぼん」

　がっかりでしょんぼり。つい、そう口にしてしまって、慌てて取り消す。

「違うんです。なにも、嵐嶺様と芙蓉様が恋人同士だったのがいやなのではなくて」

「知っていると思っていた。我は、考えなしだったようだな。すまん」

　詫わびられたが、素直にうなずけずに沙綾は訊いた。

「どうして、わたしが知っていると思ってらしたんですか。嵐嶺様のことは、正史からは削さく除じよされてしまっているのに」

「坊主どもの持っている秘録があるだろう」

　禁書だが、渚はときどき盗み読みをしていて、内容を話して聞かせてくれる。

「渚とその話をしたことはないです。でも、そうじゃなくて」

　沙綾は高たか坏つきからつまんだ餅菓子を、指の先でもてあそんだ。

「これほど長いこと後こう悔かいしてらしたのかって思ったら、たまらなくなってしまって」

　どんなに頑がん張ばってみたところで、嵐嶺の心には沙綾の入る余地などないのではないか、と思ってしまったのだ。

　やきもちだ、と自覚しているから几帳のなかに隠かくれてみた。餅と一緒に吞みこんでしまえるといいな、とヤケ食いをした。

　そんな沙綾に、嵐嶺が特大のため息をついた。仮体のくせに。

「おまえはときどき、理解しがたい勘違いをする」

「勘違い？　この三百年のほとんどは眠っていたのだから、後悔していた時間は短いという屁へ理り屈くつですか？」

「おまえはっ。へぼんの最中でも、毒を吐かんと気がすまんのか!?」

　こめかみの血管を（あれば）ブチ切りそうな顔をした嵐嶺が、天を仰いだ。

「しかも、微び妙みようなところがお馬鹿だ。あのな〈神凪姫〉。封じられた当時、我は前後の見み境さかいすらつかぬ悪神だったのだぞ？　どこに、かつての恋人を思うような余裕がある」

「あらためて問われますと、ないですねェ」

　嵐嶺と、彼を封じた呪じゆ言ごん師し・九く曜ようは死し闘とうを繰り広げたのだ。

「でも、そうすると」

「悔くやむようになったのは、ごく最近だ。おまえとこうやって、現こ世こに残ると決めたあとで」

　へ？　と沙綾は間の抜けた声を出した。

「つまり、ダメ神さまになってから？」

「おまえな……。せめて『ヒトの心を取り戻してから』くらい言えんのか」

　嵐嶺は不服そうな顔をしたが、そうだ、と認めた。

「だから、べつにいまでもあいつのことをどうこうとか、そういう気持ちはないぞ。わかったか？」

　あっけにとられた沙綾の心に、意味が徐々にしみこんでくる。




　嗚あ呼あ、完全なる思いこみ。




　へちゃり、と沙綾は上うわ敷じきに両手を突いて前のめりになるのをこらえる。

　お馬鹿な自分にへこむと同時に、お門かど違ちがいなやきもちに恥はずかしさが駆けめぐった。

「それは。大変失礼をしました」

　詫びると、嵐嶺が大笑いした。だが、妙みようになぐさめられるよりもすっきりする。

「まったく馬鹿めが」

「へへへへ」

　照れてごまかし笑いをすると、嵐嶺が沙綾の額を小突いた。

　そうしておいて、当時のことを話してくれる。

「芙蓉が、あのころ我に呼びかけていたことだけは記き憶おくがある。必死な顔でな。当時はまったく心に響かなかったが、いまは胸が痛い。怨みからなにもかもを捨て、京や従兄いとこを滅ぼした男を、あれはどんな思いで見ていたのだろう。どんな思いで自らの内に封じたのだろう、とな」

　嵐嶺がまなざしを遠く、三百年前にはせた。

「わたしだったら、それが唯ゆい一いつの、自分にできる最善の策だと思って、あなたを微ね睡むらせたと思います」

　もうそれ以上、人も京も、自分も傷つけてほしくない、と。

「芙蓉も、そうだったのか？　あいつには、おまえにもだが重荷を背負わせた」

「いまのわたしには、嵐嶺様は重荷ではありません。芙蓉様も、もしかしたら同じだったのかもしれません」

　芙蓉の気持ちは、芙蓉にしかわからないけれど。

「一いち途ずに想った相手を微睡らせるのって、浪ろ漫まん的てきな気持ちになるものなのですよ。愛いとおしさで。へへっ」

　後頭部に手をやった。

　嵐嶺が目を瞠る。そんなふうに考えたことがなかったのだろう。

「そう、なのか……？」

「わたしはそうですよ。だって嵐嶺様に消えてほしくなくて、封じられてくださいって頼たのんだのですもの」

　だから、嵐嶺はここにいる。

　嵐嶺は、沙綾の言葉を嚙みしめているようだった。

「我は、おまえのそういうところに救われているんだろうな」

　嵐嶺が、沙綾の頰に触れた。

「おまえにとっては、我は、ただの嵐嶺なんだ。阿房かと思うほど一途に信じ、側にいたいと願ってくれる。──馬鹿めが」

「あのう。素直な心情を吐と露ろなさるか、皮肉をまき散らすか、どちらかだけになさいませんか？」

「やかましいわ！　おまえだって、いつも二言三言多いだろうが！」

　しみじみした雰ふん囲い気きをぶちこわしにされ、嵐嶺が地じ団だん駄だを踏ふまんばかりになる。

「もういい。感謝などするものか、馬鹿巫み女こめが」

　ぶんむくれられてしまった。うまいとりなし法を思いつかずに、沙綾は「御坊様のことですけれど」と話題を変えた。

「ムリムリだな」

　文もん句くを言いながらも、気詰まりになるのがいやだったのだろう。嵐嶺は先を促うながした。

「御坊様はアクマさんのせいで、どなたか、大切なかたを亡なくされたのですよね」

「ということだろうな。気づいてやれなかったか、気づいたときには遅おそかったかで」

「今回のようなことがあったのでしょうか。どなたかが、御坊様の大切なかたに横よこ恋れん慕ぼされたせいでアクマさんが力をふるい、結果、祟りで命を落とされるような」

「おまえは、そういう頭のめぐりはいいんだよな」

　ときどき変な勘違いをするが、と言いたいらしい。

「まあ、そういうことでもなければ、誓いを立ててこんなところまで追ってはこんだろう。おそらく〈愛死す〉の息の根を止めるまでは、あいつには安らぎもない」

　その焦りが、勇いさみ足へとつながったのだ。

「どうなさるんでしょうね、御坊様」

　沙綾は案じた。

　アイシスは雪慶のなかから抜け出して、姿を消してしまった。次にいつ現れるかは、だれにもわからない。

「さあな」

　嵐嶺は興味の薄い返事をしながら、裏腹に気がかりのあるような目をした。

「やっかいなことに、ならんといいがな──」
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　数日後。アイシスに操あやつられて皇ひめ女みこを祟たたった雪せつ慶けいの処分が決定した。

「僧そう籍せきの剝はく奪だつ、および、京みやこからの追放？　本当ですか、兄様」

　沙さ綾あやは、報しらせをもってきた空くう也やに驚おどろいて訊たずね返す。

「をををを沙綾～～！　そなたは、兄がそなたに噓うそをつくと思っておるのか～～!?」

「いいえ、兄様のことは信じています。本当かと問うたのは兄様に対してではなくて、たんなる言葉の接つぎ穂ほにすぎません」

　大おお騒さわぎする空也を、沙綾は淡たん々たんとあしらった。ここでイライラしたり面倒だと怒るようでは、この兄とはつきあってゆけない。

　あんのじょう、空也の気持ちは簡単にすんでしまった。沙綾から『信じている』という言葉が引き出せれば、それでいいのだ。

　空也を「面倒くさい男だ」と論評する嵐らん嶺りようは、相変わらず沙綾の膝ひざ枕まくらだ。

　とうに期限はきているが、非常事態ということでいまも現うつし世よにとどまっている。それなりに影えい響きようはあるはずなのだが、この件が完全に収束するまでは嵐嶺に戻るつもりはないらしい。

　僧そう院いんのほうも、雪慶の処しよ遇ぐう決定に忙ぼう殺さつされていたのか、なにも言ってきていない。

　膝枕はせめてもの邪じや気き相そう殺さいなのだが、この認めがたい光景を空也は無視することに決めたようで、神の顔をチラ見しようとすらしない。

「追放は、しかたがないだろう。理由がどうであれ、雪慶は皇こう族ぞくを祟ったのだからな。それを思えば、むしろ寛かん大だいな処分だ」

　嵐嶺は言った。

　降こう嫁かしたとはいえ、皇女は今きん上じようの妹だ。呪じゆ詛そを謀む反ほんと取られれば、死罪もありえる。

「ましてや、あの妹最高！　の〈どえす〉帝みかどだろうが。よくぞ、この世でいちばん苦しみを与える処刑法を命じなかったものだ」

「むろん、雪ゆき王おうは残ざん酷こく刑けいを命じたぞ」

　嵐嶺の存在を無視している空也は、ひとりごとを装よそおって言った。

「やつの局つぼねに踏ふみこんだら、いろいろ、とんでもないものも出てきたしな」

「呪じゆ詛そ符ふかなにかですか？」

「そっち方面のとんでもない、ではなく、色しき欲よく系けいのとんでもない、だ」

　空也は詳くわしくは語らなかったが、目にした者が「破は廉れん恥ち」と感じるような品だったのだろう。

「主上におかれましては、怒ど髪はつ天てんを衝つかれたでしょうね」

「まあな。面おもてには出さなんだが、深く静～かにな」

　そのほうがよほど、怒りの根が深い気がする。

「そういうわけで、わたしをはじめとする周囲がヤツを諫いさめたわけだ。主上あいつの気持ちもわからんではないが、さすがに残酷刑は行きすぎている」

「ほう、貴重な意見だな、病やんでる犬。もし、鬼き撃げき病びように倒たおれたのが〈神凪姫かんなぎ〉だったらどうした？」

「ぬぉう!?　わたしの沙綾を呪詛した輩やからに、生きる資格などのわいっ！　この護ご持じ大たい将しよう自みずからが、そやつを生きたまま薄うす造づくりにしてくれるわ──っ！」

　激げつ昂こうした空也が吼ほえた。無視していたくせに。

　想像だけでここまで熱くなれるのは、もはや天与の才といえよう。

「雪慶さん、なんだかお気の毒です」

　沙綾はしんみりした。

「処しよ罰ばつしかないのはわかりますけれど、アクマに操られてのことですのに」

「馬ば鹿かを抜ぬかすな。操られたのは、おのれの責任だ」

「嵐嶺様」

　膝のうえで仰あお向むけになった嵐嶺の目を沙綾はのぞきこむ。

「あの若わか僧ぞうは、隙すきがあったからアクマに入りこまれた。皇女がほしい。あれはヤツの本心だろう。邪じや念ねんがひたすら皇女に向いたのも、ヤツの意思のはずだ」

「もともと恋れん慕ぼしていなければ、ああはならなかったと？」

「おそらくな。まあ、同情できんわけでもないが。おのれは僧なのだと律りつする気持ちが、恋心を押しこめて歪ゆがめたのかもしれん」

「お坊様は、恋愛は御ご法はつ度とですものね」

　雪慶はまじめな人柄に見えた。いけない、いけないと強く思ったからこそ、反動が大きかったのかもしれない。

「くそ、キレ神めが。貴神きさまも少しは僧を見習って慎つつしめ」

　空也がぶつくさつぶやいている。

「それで、兄様。雪慶さんは……？」

「処罰がくだってすぐに、荷物をまとめて御ご所しよを出た」

「お怪け我がをされているのに？」

「やられたのは肩かたで、歩けるからな。今日中に、京を抜けるであろうな。というか、そうするよう命じられている」

　ぐずぐずしていれば、すぐに衛え士じが動く。首根っこを摑つかまれ、洛らく外がいへ放りだされるだろう。

「このあと、雪慶さんどうするんでしょう。僧籍も失っては、どこのお寺にも縁えんづけませんよね？」

　こうなってしまうと、たとえ下働きとしても雇やとってもらえるかはあやしくなる。

「郷きよう里りに帰るか、どこかでべつのたつきを得て暮らすかだろうな」

　たつきとは、ようは生計を立てる手段のことである。

「で。小こ童わつぱは、若僧を送っていったわけか」

　嵐嶺が訊きいた。

「うむ。京の大門まで付き添うそうだ」

　そこからの旅路は、寂さびしいものになるだろう。

「アクマさんが、また舞まい戻もどってきたりしないでしょうか。わたしなら、弱っているところに思いきりつけこんでみるのですが」

　沙綾が言うと、嵐嶺がそうだろうともという表情になる。

「ああ、腹黒のおまえならな。だが、あのアクマがそうするかどうか」

「？　しない、とお思いになりますか？」

「どちらかといえばな。あのアクマはどうも、人の秘めた欲望を好む気がする。若僧が京を追われた怨うらみをたっぷりためていたら、どうかはしれんが。それよりも、ここに舞い戻ってきたほうが旨うま味みが強かろう。妬ねたみ、そねみ。内裏には醜みにくい感も情のばかりが渦うず巻まいている」

「経験者らしい、含がん蓄ちくのあるお言葉ですね」

　沙綾の同意に、嵐嶺ははてしなく疲つかれた顔をした。

「あのなおまえな……。もうちょっと、我われに愛はないのか。愛は」




「そんなもンあるくわああああああああ────っっっ!!」




　烈れつ火かのごとく空也が怒った。愛なぞ、最大の禁句である。

「はいはい、兄様。どうどうどう」

　沙綾は空也を落ち着かせる手ぶりをした。それに対しても、嵐嶺はつっこみを入れる。

「兄の扱あつかいも、犬いぬ猫ねこ以下だな」

「犬猫というよりも、どちらかというと悍かん馬ばのつもりだったのですけれど」

　悍馬。言ってみれば「聞きわけのない馬」のことだが、そこは如じよ才さいなくつけくわえておく。

「とっても凜り々りしくて頼たよりになる、殿との方がたらしい悍馬ですけれども」

「殿方らしい悍馬」を空也は自じ己こ都つ合ごうで「殿方らしいお兄様」と脳のう内ない変へん換かんする。

　たちまち相そう好ごうを崩くずした。

「でへっ」

　沙綾に褒ほめられた～とひとり舞い上がる空也に、嵐嶺がうんざり顔をする。

「その腑ふ抜ぬけたさまを、おまえを慕したう女どもに晒さらしてやりたいわ」

　黙だまっていれば立派な若武者であるところの空也は、崇すう拝はい者しやも多く、縁えん談だんも付け文も引きも切らない。

「はっ。好きに晒せ。むしろ、うっとうしい勘かん違ちがい女どもを一いつ掃そうできれば万ばん々ばん歳ざいだ！」

「本気で言ってんだよな、おまえの兄ちゃん？」

　小声で問う神に、沙綾も小声で返した。

「心底、本気です」

　空也にはほかの女性に興味もなければ結婚願望もないという。生しよう涯がい、全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめた滅めつ私し奉ぼう公こうの覚かく悟ごだ。

　妹としてはありがたいやらめいわ──、はい、ありがたい兄です。

　この件について深く考えるのはやめようと、沙綾はずいぶん前に思った。ため息をひそかに殺して、話題を変える。

「皇女様──梔くちなし姫ひめ様のほうからはなにか？」

　祟りの原因は雪慶の恋慕であったと、報せが行っているはずである。

「二の姫様より、僧籍剝奪をとりなす嘆たん願がんがあったぞ。なんと自ら、御所におでましで」

「えっ」

　そんなことは聞いていない。

　驚いた沙綾は寂しさを感じた。

「いらしていたなら、寄ってくださればよかったのに」

「まあな。そんな気分になれなかったのだろう」

　鬼撃病に倒れたあとだ。まだ体調もすぐれないのかもしれない、と沙綾は思い直す。

「主上、ガン無視でした？」

「ガンではなかったが……。中ちゆう納な言ごんのほうにも配はい慮りよがいるであろう？」

　たしかに、自分の妻に横恋慕したあげく祟った僧が無罪放免では、中納言の気も収まらないだろう。

「兄様は僧そう院いんのほうへは行かれましたか？　御坊様のほうは？」

　ふとヤファルが気になった。彼はあれきり、こちらへは顔を出していない。

「僧院へは行ったが、キザ眼鏡めがねの姿は見かけておらん。引きこもってるんじゃないか？　どこぞのキレ神も、そうしておればいいものを。未み来らい永えい劫ごう不ふ朽きゆう不ふ滅めつに!!」

　頭に血がのぼっているのか、よくわからない言葉まで口走っている。

「嵐嶺様。どういたしますか」

「どういたしますか、だと？」

　訊ね返す嵐嶺に、沙綾はうなずいてみせる。

「この件、まだ片がついたわけではありませんよね？　アクマさんは雪慶さんを離れましたけれど、またどなたかの心に巣くうかもしれません」

「だから？　この我に滅めつせとでも？」

　胡う散さん臭くさげに片かた眉まゆをあげる嵐嶺に、沙綾は嬉うれしそうに手を合わせて応じた。

「お話が早くて助かります」

「──〈神凪姫〉」

「はい。なんでしょう嵐嶺様」

「おまえ。我にそこまでお人ひと好よしになれと？」

「できれば。細かく申しあげるなら『お神ひと好よし』なのかもしれませんけれど」

「下らん当て字なんぞ、どうでもよいわ！」

「なにおう──」

「おまえも黙っとれ、病んでる犬!!」

　八つ当たりで空也に怒ど鳴なっておいて、嵐嶺は深いため息をついた。

「────────。マジで我の存在意義とはなんだ？」

　人助けをする黒牙神。存在として、かなりの矛む盾じゆんだ。

「そうですねえ」

　考えこむ沙綾に、嵐嶺は物ぶつ騒そうな目つきをした。

　身がまえるキレ神さまに、沙綾はとくとくと自説を述べた。

「黒牙神、と名乗るから悩なやむのです。おやめになれば万事解決ですよ？」

「おいコラ。待てや〈神凪姫〉。おまえ、これはそういう問題か？」

「そう思いますけれども？　白はく羅ら神しんは恵みを運び、お守りくださる善神様。黒牙神は禍わざわいを運び、争いを呼ぶ邪じや神しん様。ですから、嵐嶺様は間をとって灰はい色いろ神しん様をお名乗りになればよくないですか？　それだと、善行を施ほどこされても悪行ざんまいでも都合がよく──」

「いいわけがあるか──────ッッッ」

　中庭に落らく雷らいした。罪もない木がまた一本、犠ぎ牲せいになる。

　風ふう雅がだった庭が丸坊主になるのも、時間の問題かもしれない。
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「灰色神、だと、ちょっと言葉足らずでしょうか…？？？」

　沙綾は首をひねっていた。

「もう少しこう、雅が趣しゆに富んだほうがいいかしら。たとえば、ええと、灰はい煙えん神しん」

「うむっ！　疫病やまい神がみのようで、よいではないか沙綾」

「では、語感が悪いということで、それは却きやつ下か。じゃああとは、灰はい悔かい神しん？」

「よい感性だ。キレ神に惚ぼけがきているようで、まさにふさわしいぞっ」

「はい、それも却下。とすると──」

　眉み間けんに皺しわを寄せる沙綾の横で、嵐嶺は盛大に髪かみをかきむしった。

「もう帰っていいか？　つか、だれか我を封ふうじてくんね？」

　そのまま自主的に微ね睡むりにいきそうな嵐嶺の袖そでを、沙綾は慌あわてて摑んだ。

「冗じよう談だんです。冗談ですってば」

「冗談が長すぎるわ」

　それほど引っ張る話題かと、嵐嶺がぼやく。だが沙綾はなかばまじめだったのだ。

（少しでも、嵐嶺様が居やすくならないかしら……と）

　いやたぶん、それは気を配る方向が間違いだ。

「さ。会話もはずんだことですし、そろそろお茶にでもしましょうか」

「おまえ日々、自由になるな……」

　嵐嶺が妙みような感心をした。とはいえ一服に否いなやはないらしい。

「嵐嶺様には、銘めい酒しゆがありますよ？」

　沙綾はにこにこした。嵐嶺は酒と花が好きだ。なのでいきおい、朝ちよう廷ていからいただいた〈神凪姫〉職の手当で買い求めた東西の酒が揃そろっている。

「華か丹たん国こくよりお取り寄せした、琥こ珀はく酒しゆというものをお出ししましょうか？　なんでも、西国渡りのもののようで、とても酒しゆ精せいがつよいのだとか」

　じつは、ちょっぴりでいいので沙綾もそれを舐なめてみたい。

「ふん──」

　酒と聞いて、嵐嶺はやや機き嫌げんを直したようだった。試してみてもいいか、というような表情になる。

　が、沙綾が女によ官かんたちに支し度たくを頼たのむよりも先に、御み簾すの向こうから、落ち着いた男性の声がかかった。

「大だい僧そう正じよう様の使いの者です。嵐らん公こうに、お願いの儀ぎあってまかりこしました」

「儀ぎ丞じよう様が、嵐嶺様にお願いですか」

　沙綾は驚いた。儀丞はいわば僧たちの頭格の老僧だが、こういうことを言ってきたのは初めてだ。

「ボウズの願いだ？　はっ」

　知ったことか、と嵐嶺がはねつけたが、使いの僧は完全無視で用件を述べる。

「美み命めい門もんのほうにお出ましいただきたく存じます。荒れ屋のひとつの縁えんの下に、邪じや衆しゆうに捧ささげたものとおぼしき祭さい壇だんが見つかりました」

「邪衆の祭壇？　入れ！」

　使いの僧は几き帳ちようの傍かたわらまで進んでくると、床に手をつかえて先をつづけた。

「今回の雪慶のことを儀丞様は危あやぶまれ、もしや、と内だい裏り内の廃はい屋おく捜そう索さくをお命じになりましたのです」

「さすが、抜け目のないじじいだ」

　護持大将として儀丞に会う機会の多い空也が感想をもらした。沙綾はその横で、あ、と手を口に当てる。

「そういえば。美命門の側で、わたし雪慶さんを見たことが」

「我に、あの歪みまくった祭壇を建てたときか」

　歪みまくったは余計だが、そのときだ。

「はい。遠目に見かけただけでしたし、なにかご用がおありなのだろうと思って、声はかけなかったのですが」

　沙綾のほうも、ヤファルの目を盗ぬすんだお忍しのびだったせいもある。

「あのとき、雪慶さんはアクマをお祀まつりしていたのですか」

「そのようです」

　使いの僧が言った。几帳が視界を遮さえぎっているが、礼れい儀ぎとして視線は伏ふせたままだ。

「ご自分の意思で、でしょうか」

「唆そそのかされたんだろう。頭のなかに、わたしを祀れというアクマの声が聞こえてな」

「もしかして、御坊様は似たようなご経験から祭壇をお厭いといに……？」

「かもしれん」

　沙綾に答えてみせた嵐嶺は、使いの僧に訊いた。

「で？　ボウズどもの親玉は、我にどうしろと？」

「お目め利ききをお願い申しあげたいと。雪慶の奉ほうじた邪衆が、神化したか否かの」

　八洲国やしまのくにでは、それなりの力があり手順を踏めば、ヒトも邪衆も神になれる。

　神と邪衆の違いは、力と格だ。ひとたび神になれば、滅するにも礼儀が必要になる。

　祈りは神威かむいを増す、だから早めに決着をつけろ、と嵐嶺は言っていたのだ。

「我への頼みはわかった。応じるとして、おまえらはなにをさしだす？」

　嵐嶺は使いの僧に訊いた。

「嵐嶺様。ちょっとセコいですよ？」

　沙綾は神の背にささやいたが、僧ははじめからその心づもりだったらしい。

「嵐公、端はし近ぢかにお願い申しあげます」

「ふん？　神に動けと？　おまえがこっちに来い」

　言われて膝を進めた僧が、「お耳を」と嵐嶺に耳打ちする。

　こしょこしょこしょこしょ。

　沙綾は最大限に耳をそばだててみたが、聞き取れなかった。難しい顔をしていた嵐嶺が、ますます眉間の皺を深くする。

　が、表情に反して小鼻がぴくりと動いた。

　おおっぴらには喜べないが、魅み力りよく的てきな申し出だったらしい。そう思うと、返事を待つ使いの僧の顔が、賄わい賂ろをさしだした悪あく徳とく国こく司しのように見えてくる。

「よかろう。行くぞ、〈神凪姫〉」

　表面だけは重々しく答えた嵐嶺が、沙綾を呼ぶ。

「お申し出、なんでした？」

　わくわくした沙綾は嵐嶺に抱だき寄せられながら訊いたが、黒牙神はすっとぼけた。

「おまえには関係ない」

「でも──」

「でももだってもしかしもない！　知りたがるな！　この話は終わりだ！　以上！」

　必要以上にわめいた。心なしか焦あせってもいるようだ。

（あやしい……。やっぱり、芙ふ蓉よう様がらみのなにかだったりして）

　沙綾はこっそり、疑いのまなざしを嵐嶺に向ける。

　そして気づいた。

（はっ！　これはもしや嫉しつ妬と──!!）

〈夢の書〉には、恋人にされるという項目のほかに、自分がするというのもあったはず。

　またひとつ叶かなった！　とはしゃぎたくなる気持ちを抑おさえて、沙綾は美命門のほうへと跳とんだ。嵐嶺に連れられて。
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　雪慶のこしらえた祭壇は、腐ふ臭しゆうに満ちていた。

　縁の下の、目を凝こらしてのぞきこまねばならない場所に結界が張られている。

　臭におうのは、供えられた赤黒いなにかだった。おそらくは、生いけ贄にえだろう。

「御お坊ぼう様さま」

　沙綾は目を瞠みはった。僧たちに交まじり、ヤファルが立っている。

　ヤファルは沙綾と嵐嶺の姿に目を留とめたが、無言で視線をそらした。

「阿あ房ほうが、まだわだかまっていやがる」

　つぶやいた嵐嶺に、僧たちとは別の集団が声をかける。

「あ。嵐嶺様じゃ」

「嵐嶺様がおらっしゃった」

「おらっしゃったぞ、嵐嶺様が」

　待ちかまえていたのは小こ鬼おにたちで、嵐嶺の姿を見ると喜んで手を叩たたく。

　おらっしゃる、は、いらっしゃるのことだろう。訛なまったのか舌が回らないのか。

「おまえら。なぜ、これに気づかん？」

　飛びついてくる小鬼たちに嵐嶺が苦い顔をする。

「これ？　神かみ座ざのことか？」

「気づいておったが？」

「見つけたら教えろ、と命じられておらなんだから言わなんだ」

　しゃあしゃあとのたまう小鬼を見て、はじめて沙綾は納なつ得とくする。

（かわいがっていても、小鬼は小鬼なのねえ）

　性根はなかなかひん曲がっている。

「そこのぶちゃいく。おまえ、ムカつくことを考えているだろう？」

　小丸が絡からんできた。批ひ判はんの空気にはやたらと敏びん感かんだ。

　ぱたぱたと羽のない翼つばさで飛んできてねめつけるのを、たるんだ首筋を摑んだ嵐嶺が背後に放り投げた。回転しながら遠ざかってゆく小丸には見向きもせずに、沙綾を気き遣づかう。

「ここには、おまえには不快な気が満ちている。大丈夫か？」

　縁の下からは腐臭だけではなく、明らかな邪念も漂ただよってきている。

　大丈夫だと沙綾はうなずいた。意外だが、嵐嶺の気が沙綾を包みこんで守ってくれているのだ。

「衛士が、雪慶を捕とらえに向かいました」

　廃屋の側には、儀丞自らもやって来ていた。いささかしなびてはいるがかくしゃくとした老人で、法ほう力りきもすさまじく、いまだ、愚おろかな若僧などは一いつ喝かつの気き迫はくで突き倒すことができる。

「これを見つけてしまっては、追放など生ぬるい、か」

　嵐嶺の問いに、儀丞は頭こうべを垂たれる。

「そういう沙さ汰たもあるかと存じまする」

「ふん、不運だな」

「さて。どのように、お見立てになられまするかな、嵐公」

「〈神凪姫〉の腹のなか並みに、真っ黒」

　嵐嶺が断じ、ほほう、と儀丞は自分のあごを撫なでる。

「大僧正様？　なにか？」

　沙綾が目を細めると、儀丞はにやにやしてごまかした。いやなじじいだ。

「確実に、アクマは神になったということか」

　空也が訊いた。沙綾に対する暴言に無反応なのは、ヤファルが脇わき腹ばらにからくり武器をこじりつけているせいらしい。

「──。残っている邪念が濃こいからな。これだけの力が後押しをすれば、間違いない」

（それはそう、なのだろうけれど）

　沙綾は違い和わ感かんを覚えたのだが、なにに対してなのかがわからずモヤモヤする。

　歯切れ悪く応じた嵐嶺は、ヤファルに命じた。

『キザ眼鏡。滅せ』

　驚くヤファルに、嵐嶺はたしかめるなどうっとうしいという表情になる。

『ぐずぐずするな、なんのために来やがった？』

『悪あく魔まを滅するためですよ、もちろん』

　悔くやしそうな表情でわかっていると言わんばかりに進み出たヤファルが、からくり武器の狙ねらいを定めた。

　西国の言葉を唱え、引き金を引いて轟ごう音おんを響ひびかせる。





〈殲せん滅めつ！〉






　祭壇が吹き飛んだ。撃うちこまれた銀の弾たまが場を浄じよう化かする。

『いまので、祟り返しのような効果は……ないですよね』

　あったら強力だろうと思いつつ訊ねてみたが、ないらしい。

『儀丞。洛らく内ないにアクマを引きずり出すのと、ここと、どちらでも好きなほうを選べ』

　嵐嶺が促うながした。儀丞は考えるそぶりも見せずに即答する。

『こちらで』

『潔いさぎよいなー儀丞どの』

　帝の側近くだけどかまわないし、と迷いもしない大僧正に空也が口笛を吹かんばかりになる。

『内裏のほうが、守りは強固にございまするからな』

　洛内を選ぶほうが、なにかあったときの被害は大きいだろうというのだ。

『それに万一のときにも、主上が取り憑つかれるようなことはありませぬゆえ』

『だろうな。唆されるまでもなく、あの男は邪じや悪あくで欲望にまみれている』

『ほっほ』

　儀丞は黒牙神に忍び笑いで応じる。

『八や洲しま人には皇こう帝ていに対する畏い敬けいの念はないのか……？』

　ひとり、ヤファルだけが理解に苦しんでいるようだった。

『皇帝が取り憑かれずとも、側近がおかしくなったらどうする？　皇帝を盾たてに取るような不ふ埒らちな真ま似ねがあったら』

『ああ』

　新発見だというような声をもらした空也が、ヤファルの肩を叩いた。

『ないない。雪王が人質なんて、無理だから』

　異国人は面おも白しろいことを考えるなーとつづけられ、ヤファルが苛いらついた表情で空也の手を払い落とした。

『気安く触さわるな、犬！』

　とうとう彼も、空也を病んでる犬呼ばわりだ。

　むろん空也は「犬上等、犬最高」と堪こたえた様子もない。

「というわけだ、〈神凪姫〉。少々痛むが辛しん抱ぼうしろ」

　アイシスを引きずり出す、と嵐嶺に言われた沙綾は、神しん妙みようにうなずいた。

「大丈夫です。ちゃんと、力を抜きますから」

「おまえが力りきんでいることなんてあったか？」と嵐嶺が軽口を叩く。そういうキレ神様のほうは、怒鳴ってばかりいるので、年中力んでいるのだが。

『どうする──、なにをするおつもりです』

　片眼鏡の奥の目を細めるヤファルに、嵐嶺はこともなげに答えた。

『することは、前と変わらん。おまえのアクマを捜さがす、というか引きずり出す』

『引きずり出す？　そういうことができるならさっさと──』

『やっとけと？　我が自ら〈神凪姫〉を苦しめるわけがなかろうが。これは奥の手だ。おまえがボンクラだから、しかたなくやってやるだけだ。ありがたいと思え』

　鼻はな白じろんだヤファルをよそに、嵐嶺は沙綾の身体からだに両腕を回した。しっかりと引き寄せておいて、虚こ空くうに向かって手を伸ばす。




　神のまとう気が変わった。

　目と髪の紅あかが濃くなり、額ひたいにくっきりと花し神る字しが浮かびあがる。




　さまようようだった視線がさだまった。

　その瞬しゆん間かん、沙綾の身体に激痛が走る。





　来い！






　神語が、虚空からなにかを引きずり出した。

　ずるりとそれが地面に落ちると、嵐嶺はすかさず縛ばくした。

　嵐嶺の力が、戒いましめたのが沙綾には見える。

　硫い黄おうの臭いが、咳せきこむほどに辺あたりに立ちこめた。衣い装しようの袖で鼻を覆おおっても、ひとりでに涙がにじむ。

（これが、外つ国の『アクマ』さん……）

　地面につなぎ止められているのは、それほど大きくない毛皮の生き物だった。

　墨すみを塗ぬりたくって、ねとねとの液体のなかに落とした小こ肥ぶとりな鼬いたち、がいちばん似ているかもしれない。鼬と違うのは、手足の爪が偶ぐう蹄ていであることと耳まで裂さけた口、ずらりと並んだ尖とがった歯、だろうか。

　アイシスの目は、種火のようであったが紅かった。

（？　雪慶さんのなかにいたときには、黄色だったような）

　紅に変わったことこそ、黒牙神となった証あかしのようなものだが、それにしても解げせない。

「嵐嶺様。雪慶さんからは、一度、アクマさんは落ちたのですよね」

　その瞬間を沙綾も見ているのだから、聞くまでもない。

「そして雪慶さんはお怪我をされたあとは、見張られていたわけですし、二度と取り憑かれてないですよね……？」

「それがどうした」

「どうしたというか、ちょっと説明がつかないかなぁ、と。アクマさんの目、取り憑いていたときは黄色でした。まだ邪衆だったわけです。それがいまは神化して、紅──？　祈き力りよくの後押しがあったにしろ、でもだとすると、その後押しはいったいどなたが」

　雪慶は監かん視しされていたはずで、彼ではない。

　さっきの違和感は、これだったのだ。

「おまえ。よくよく、そういうことに気づくな」

　渋しぶい顔をした嵐嶺が、沙綾を見み下おろした。できれば気づいてほしくなかったとでもいうように。

「どなたか、雪慶さんのお仕事を引き継いだかたがいるのですね」

　嵐嶺は答えなかったが、そうだと言ったも同然の表情だ。

「いいか、〈神凪姫〉。よく聞け」

　観念したように嵐嶺が口を開きかけた、そのとき。

「ああっ、姫様！　ひどいんです、助けてください！」

　美命門が開いたかと思うと、入ってきた騎き馬ば武む者しやのなかから声があがった。

「渚なぎ!?　どうしたの、あなた」

　雪慶さんを洛外まで送っていったのではと言いかけ、武者たちが衛士であるのに気づいた。

　見れば、内裏を後にしたはずの雪慶が後ろ手に縛しばり上げられ、首に縄なわをかけられて鞍あん上じように座らされている。

　馬は罪ざい馬ばと呼ばれる特とく徴ちよう的てきな鞍くらと轡くつわをかけられていた。衛士の取った手た綱づなは荒縄だ。

「このひとたちが、急に襲おそいかかってきたかと思えば先せん輩ぱいを……！」

　馬から下り、白びやつ光こう天てんの首飾りをはずませて駆かけてきた渚が訴うつたえた。彼らが揃ってこんな場所にいる理由にも、縛されたアクマにもまったく気が回っていない。

「先輩は追放刑に決まったはずなんです。それを許されざる科とが人びとだとかなんとか言いがかりをつけて引っ立ててきたんですよう！」

　うなだれた雪慶は、顔をあげる気力すらないようだった。

「くそ！　阿房どもめらが！　早く去いね！」

　嵐嶺が命じた。黒牙神の異相に不慣れな衛士たちが震ふるえあがる。

「去れと言われたんだ。早く行かぬか！」

　理由はわからないまでも、なにかを感じた空也が急せかした。

　しかし、遅おそい──！




　口くち惜おシイ──




　はじめ、ぬめぬめした声がどこから出ているのかがわからなかった。

　アイシスだ。

　首をもたげたアイシスが、唆すように雪慶を見ている。

「コノ　扱イ　コノ屈くつ辱じよく──」

　雪慶が顔をあげた。頰を怒りで斑まだらに赤くしてアイシスを見る。

「おれ、わたしは──」

　迷いの色は瞬時に消えた。

　嵐嶺のかけた戒めが、アイシスから外はずれる。

「くそ！」

　毒づいたが、雪慶の表情が変わった。悔くやみつづけ、疲れたそれから、怨みのそれへ。縄がひとりでに切れ、馬の周りに落ちる。

　雪慶が馬を下りた。

　いまや紅く染そまった目を、沙綾たちに向ける……！
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「アクマさん、はい」

　疑問に思った沙さ綾あやは、挙手して雪せつ慶けい、いやアイシスの気を引いた。

「あのですね、わざわざヒトに取り憑つき直されてますけれど、仮体などのほうが自由が利ききませんか？」

「……！」

　問いかけが気に障さわったようだった。紅あかい目が燃えたので、沙綾は急いでつけ足す。

「根こん拠きよは、こちらの嵐らん嶺りよう様です。嵐嶺様はわたしのなかにいるときはまっっったく使いものになりませんので。もっとも嵐嶺様は微ね睡むってしまわれるので、取り憑くのとは違うのですが、どちらにしてもヒトの身体からだは重いですし、宙を舞まったりするようにもできてませんので邪じや魔まなのではないかなぁと」

　かなり早口で言ったつもりだったが、焦じれさせてしまったらしい。アイシスの紅い目がにぶく光ったので沙綾は詫わびた。

「すみません、差し出口を。でも、もしかしたら……お気づきではないのかしら？　と思いまして。だったら申しあげたほうが公平ですから」




「だ────────ッッ!!」




　キレてわめいたのは嵐嶺だった。紅い髪かみの神は沙綾の両りよう肩かたをわっしと摑つかむと揺ゆさぶる。

「やめんか〈神凪姫かんなぎ〉！　長いわ！　つっこみどころが満まん載さいすぎるが、まず長い！」

「ですから、せめてせいいっぱいの早口でご忠告を」

「忠告いらん！　公平ってなんだ!?　しかも我われをまったくの役立たずと言いやがった。『っ』を三つもつけやがった！　いやがらせか？」

「いやがらせとおっしゃられましても──、ひとつははじめからついているんですよねぇ」

「だ・か・ら！」

「無視するな──！」

　雪慶の身体を操あやつるアイシスが、我が慢まんの限界に達して沙綾たちに襲おそいかかる。若い僧そうの身体は軽く、振り上げた手の爪つめが、見るまに紅く尖とがる。

「ちっ」

　沙綾を片かた腕うでで抱だき寄せた嵐嶺が、身体をひねって攻こう撃げきをかわす。

　行きすぎて、たたらをふんで振り返ったアイシスに短たん呪じゆを浴あびせた。





　疾シッ！






　煽あおられたアイシスが吹き飛ばされ、地面を派手に転がった。

　嵐嶺の指が宙に神しん紋もんを描えがき、光とともに具ぐ象しよう化かしたそれがアイシスを追う。

（痛つう……！）

　沙綾は痛みと悲鳴を殺した。気け取どられないようにしたつもりだったが、嵐嶺が悟さとった。

　神紋からいきおいが削そがれたため、アイシスがかろうじて攻撃を逃のがれる。

「すまん〈神凪姫〉」

「大丈夫ですから、気をそらさないでください。せっかく、あちらが我を忘れておいでなのに」

「！　おまえ、まさかそれを狙ねらってボケたのか？」

　嵐嶺に目を剝むかれた沙綾はにやりとした。

「見せ場をないがしろにされたらキレるのは、目立ちたがり屋さん共通のような気がしたので」

「目立──。おまえ、それは我へのあてこすりか？」

「それは言わないほうが花かと──」

「言っているだろうが！」

　嵐嶺が吼ほえた。三百年ぶりにこの世に甦よみがえったとき、登場するなり哄こう笑しようした過去がイタイのだろう。

「先せん輩ぱい！」

　癒いえきれていない肩を庇かばいながら身体を起こし、土に片かた膝ひざをついた雪せつ慶けいに渚なぎが駆かけ寄る。

「どうしちゃったんですか!?　姫様に向かってなんてことを……！」

　渚にとっては彼は親切な先輩のままなのだろう。泣かんばかりになって諫いさめようとしている。

「ある意味、恐おそれ入るな」

　嵐嶺がぼそっと言った。神化したアイシスが取り憑いているという事実を、わかっているのかいないのか。

「しかも、姫様に向かってだ？　まず我に手向かったことを諫めろ」

　いちいちつぶやいている嵐嶺も嵐嶺だ。

　ざくりと小石を踏ふむ音で、渚と雪慶が顔をあげる。

『尊師様……！』

　からくり武器をかまえたヤファルが、雪慶の額ひたいに狙いをさだめていた。

　引き金に指がかかり、あと少しでも動かせば弾だん丸がんが飛び出すだろう。

　空くう也やはすべての衛え士じたちをさがらせていた。儀ぎ丞じようは供の僧たちを散らし、組んだ手を腰こしにあてると、ゆっくりと遠ざかりはじめている。

　渚は腕を大きく広げて雪慶を庇った。大きく目を瞠みはって首を振る。

『どきなさい。あなたの先輩は、もう先輩ではありません』

『いいえ。先輩はずっと先輩です。いいかたなんです。本当なんです』

「渚……」
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　いま言ったのは雪慶だ。一瞬、悪あく魔まが操る手た綱づなを緩ゆるめたのだろうか。

　雪慶の声を聞いて、渚の表情が頑かたくなになる。ともに撃うたれてもかまわないというように。

　ヤファルの端たん正せいな顔に苛いら立だちがよぎった。わからずやの渚と、雪慶を押し出して情を揺さぶってくるアイシスのやり口の両方にだろう。

「性しよう悪わるですね、アクマさん」

　沙綾は嵐嶺にだけ聞こえるように言う。

　雪慶を操るだけではなく、匙さじ加か減げんを自在に変えて渚やヤファルの気持ちまでをももてあそぶかのようだ。

「それが、ヤツの得意分野なんだろうな。なにも禍わざわいは、飢き饉きんや洪こう水ずいだけではない」

　人の心に忍しのびこみ、だれもが秘めている負の感情をふくらませて不和を煽る。それも十分に禍だ。

「だから、ヤツの場合はヒトのなかにいるほうが都つ合ごうがいいんだろう」

「仮体よりもですか？」

「ああ。危なくなれば、皮のように脱ぬぎ捨てて逃にげることもできるしな」

　前回、そうしたようにだ。

「もっとも、我とは桁けた違ちがいに格下だ。神化したとはいえ、仮体のままでは心もとなくもあるのだろうが」

　神化してもヒトのカタチの仮体を持てないことには、それなりの理由があるのだという。

「それでしたら、以前、贋にせの九く曜よう様が出たときにおいでになった黒こく牙が神しん様は？」

　ふと興味を惹ひかれて訊きいた。

「狐きつねのようなお顔の神様がおなりになったでしょう？　あちらからは、凍こおるような邪じや気きを感じたのですけれど」

「あれは違う。邪衆あがりなどと一緒にするな。八や洲しまの古い地じ神がみの血に連なる神だ」

　八や百お万よろずの八洲の神には、さまざまな系けい譜ふがあった。地神様は、八洲の天と地が混こん沌とんとしていた神代のころ、地に棲すまう獣けものたちを治めていた者を祖としている。

　それにしても、と沙綾はひそかに唇くちびるを嚙かんだ。

（桁違いに格下のアクマさんに、嵐嶺様の術がかからない）

　先ほどの縛ばくもたやすく外はずされてしまったし、いきおいが削がれた神紋はかすりもしなかった。

〈神凪姫〉とつながった、不完全な復活のせいだろう。

　そして、沙綾に負ふ担たんをかけまいとして、術がにぶるせい。

　自分が枷かせになっているのかと思うと、歯がゆくてならなかった。

　そんな思いで見上げると、嵐嶺は察したようだった。呆あきれ顔で一言「馬ば鹿かめ」と言い、額をそっと小突いた。

　それから、にらみ合うヤファルたちへと視線を戻もどす。

「あくまでも我は、キザ眼鏡めがねのアクマ退治を助けて『やる』だけだしな」

「はあ」

　沙綾があいまいにうなずいたので、嵐嶺が怪け訝げんそうな顔をする。

「なんだ、〈神凪姫〉」

「いえあの。つまんないだじゃれと上から目線で強調したことの、どちらにつっこみを入れようかと」

「悩なやんでいたのか！」

　嵐嶺が声をあげたとたん、ヤファルが彼に向かって引き金を引いた。沙綾たちの鼻先を、銀の弾丸が飛び去る。

　黙だまってろ!!　と、こちらを見もしない異国の高僧が全身で言っている。

『尊師様、お願いです』

　渚がヤファルに訴うつたえた。

『先輩は悪くないんです。二の姫様を祟たたるつもりなんてなかったんです』

『そこの床ゆか下したから』とヤファルが廃はい屋おくを示した。

『アイシスを祀まつる祭さい壇だんが出てきました。唆そそのかされたにしろなんにしろ、その男が作って祈ったことに間違いはありません』

　渚がはっと雪慶をたしかめる。

『雪慶が連れ戻されたのは、そのせいだ』

　空也が教えた。いつのまにか側にきていた空也に、ヤファルが苛立ちを向けた。

『向こうへ行ってろ、犬』

　追い払う手つきをされたが、空也はどこ吹く風だ。もともと、邪じや慳けんにされるくらいで尻尾しつぽを巻くような性しよう分ぶんではない。

　苦く悩のうしている雪慶の目を窓のように使い、奥からアイシスが空也を値ね踏ぶみしていた。

　乗り換えるつもりなのかもしれない、と沙綾はぞっとした。アクマに取り憑かれるような兄ではないと信じているけれど、もし、そうなってしまったら──。

「兄様」と声をかけようとして、さりげなく嵐嶺に口をふさがれた。

　目だけを動かして盗ぬすみ見ると、澄すました顔だ。

　兄には兄の思おも惑わくがあるのかもしれないと沙綾は思い直した。その気持ちを後押しするように、嵐嶺がささやく。

「あの病みっぷりだ。とりつく島なんぞあるわけないだろうが」

　妬ねたみやそねみは、たしかに空也とは無む縁えんのものだ。他者と自分を較くらべることもない。

（だけど──）

　跡あと形かたもない祭壇を沙綾は意識した。

（だれかが雪慶さんのあとを継いで、あそこで祈ったから。アクマさんが黒牙神に）

　犯人を捜さがしても始まらないが、だれが、と思ってしまう。

『あなたの残した祭壇のせいで、アイシスの力が増したそうです』

　ヤファルが雪慶に言う。

『なぜ、そういうものがあると申し出なかったのですか。あなたからアイシスが離れたとき、壊こわしていればあるいは』

『すみません』

　頰ほおを染めた雪慶がうなだれる。

『祭壇までこしらえていたと知られれば、その身が危あやういと思ったのですか。極きよつ刑けいを免まぬがれるために？　選せん択たくを誤りましたね』

『違います。わたしは、そんな……。ただ、我が身があまりにも醜みにくくはしたなくて』

　いたたまれなかったのだ、と雪慶が肩をすぼめる。

　それは彼の本心だろう。おのれの隙すきが、心に悪魔を呼びこんだ。秘めていた想いを歪ゆがんだ形で使い、皇女を祟った。

　我に返り、いちばん苦しんだのは雪慶自身だろう。

　だから言えなかった。すると今度は、それがふたたび禍を生んだのだ。

　そこを責められたら、雪慶は恥はじ入るしかない。

『すみません』

　頰を紅くしたまま、顔を歪めた。ヤファルにひれ伏ふす。

『いっそ、このままひと思いに……！』

『甘ったれるな！』

　ヤファルが声を叩たたきつけた。

『罪を悔くいる気持ちがあるなら、這はいつくばってでも生きろ！』

　その激しさに雪慶が身を縮めた。自らの殻からに閉じこもったのか、入れ替わりにアイシスが出てくる。

『八つ当たりは見苦しいぞ』

　アイシスが取って変わったとたん、その表情も劇的に変化した。苦悩は消え、まなざしはぎらつき、口元が蔑さげすむようになる。

『その言葉、おまえがぶつけたいのは俺ではなかろう？　ある男だ。自死を選んだ男だ。そうそう、たしかおまえが友と呼んでいた──』

『っ』

　刃やいばのような言葉が、ヤファルの心をえぐったようだった。ぐらりと、肩がかしいだ。

　すかさず側へ寄った空也が、さりげなく支える。

　むかつく犬に触ふれられ、ヤファルが自分を取り戻した。寄んな！　とするどい肘ひじ鉄てつを食らわせる。

　けっこうな音がしたのに、びくともしないのが剛ごうの者、空也である。沙綾にそっぽを向かれただけで血を吐はく兄と、同一人物だとはとても思えない。

『最果ての東で、面おも白しろい味方を得たようだな』

　アイシスが言った。次の攻撃にかかろうとしているのか、沙綾たちにまではっきり届くようにと声が大きい。

　いやな気持ちになった沙綾は顔を背そむけた。その視界の端はしに、儀丞が映る。

　足を引きずっていた。ああ見えて、というか見るからに高こう齢れいか、と思いかけたことを沙綾は訂てい正せいする。

（──）

　宙をにらんだ沙綾は、嵐嶺を見上げた。すぐに気づく神に、沙綾はアイシスのほうを示しながら「アクマさんに質問しても？」と訊ねる。

「好きにしろ」という答えをもらったので、沙綾はふたたび挙手した。

『はい、アクマさん』

『面倒な小こ娘むすめだな、なんだ!?』

『ええとですね。以前から小出しにされている情報を、すべて公開していただけないかなぁ、と思いまして。御坊様はお国であったことを内緒にされているので、わたしたちには、なにがなにやらさっぱりわからないのですよ』

　アイシスが上うわ唇くちびるをめくってにやりとする。面白いことを聞いたと、目が輝かがやいた。

『それはそうだ。消したい記き憶おくだろうからな』

　そう言って、ヤファルの反応を窺うかがった。平静を装よそおおうとして、爪の跡が残るほど固く握にぎりしめた拳こぶしに気づく。

『あるところに、それはそれは美しい姫がいた』

　アイシスがもったいぶった調子で話しはじめた。

『やめろ』

　圧おし殺した声でヤファルが制すが、逆効果だ。

『たおやかで優しい、天の使いのような姫だった。国の王子に望まれて、妃きさきとなった。みなに祝福されて。な？』

　同意を求められたヤファルが奥歯を嚙かみしめる。

『ところが、その姫を密ひそかに慕したう騎き士しがいた。騎士は──』

　とくとくとして話すアイシスの目が、遠くにさまよいかける。

『すみません、アクマさん』

　沙綾はふたたび挙手した。話の腰を折られ、むっとするアイシスが沙綾に目を戻した。

『なんなんだ、小娘！』

『すみません。でも、キシ……とはなんでしょう？　雉きじのお間違いでは？』

『鳥が姫を慕ってどうする!?』

　アイシスがわめいた。意外とノリがよいか、感化されやすいかのどちらかだ。

『騎士というのは、もののふのことだ。この場合は、近衛このえの衛え士じだな』

　嵐嶺が博識なところを見せ、沙綾が深くうなずいたので、悪魔は話に戻った。

『その騎士は姫を守る立場にありながら、姫を王子から奪うばうことばかりを考えていた。日々、姫に仕つかえ、表向きは忠実な態度を崩くずさずにな』

『だが……？』

　先を促うながすと、アイシスが明らかに苛立った目を向けてくる。自分の間合いで好きに喋しやべりたいのだろう。

『だが、想いは次し第だいに募つのり、騎士は行き場のない想いにむしばまれていった。同時に、姫も苦しむようになった。昼も夜もだれかにまとわりつかれているような気がすると訴え、寝しん台だいから起き上がれなくなり、食も摂とれなくなり、瘦やせ細ってな』

　アイシスはそこで言葉を止めると、ヤファルに訊いた。

『あれは痛ましかった。そうは思わぬか？』

『貴様のせいであろう。貴様が祟った』

　ヤファルが感情を殺し、低い低い声で言う。

　アイシスは褒ほめられたかのような笑顔になった。

『なに。少しばかり、騎士に手を貸してやったまでのこと』

『それで、つづきは？　アクマさん』

　沙綾はせっついた。ヤファルのことなどおかまいなしの態度を、アイシスは面白がる。

『聞きたいなら、話してやろう。姫は死んだ。捕とらえられた騎士も自じ裁さいした』

『！　すとんと落としますねえ』

　のめりそうになった沙綾は、よろけて嵐嶺の装しよう束ぞくを摑んだ。阿あ房ほうめがという顔で、嵐嶺が沙綾の腰を支える。

『ふむ？　やはり、どのように苦しんだかも聞きたいか。よかろう。それはだな──』

　上じよう機き嫌げんになって言葉を継ついだアイシスを、沙綾はあっさり遮さえぎった。

『あ。それは、もうけっこうですので』
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『なん──』

　悪魔が愕がく然ぜんとする。それはそうだろう。

『あなたが聖女だなんて、この国は本当にどうかしている』

　ため息をついたヤファルが首を振り、からくり武器をアイシスにかまえ直した。

　その表情には、苦悩の跡などどこにもない。あるのは、アイシスへの冷たい蔑さげすみだ。

『おっおまえ、騙だまして──？　なんのために!?』

『これのためかと』

　いつのまにか真後ろに来ていた儀丞に、アイシスははじかれたように振り向いた。

　足を引きずりながら歩き去った彼が、はじめに立っていた場所だ。

　足跡が、アイシスを囲んで一周──つづいている。

　その円周上に、ばらばらに立ち去ったはずの供ぐ僧そうたちが戻ってきた。儀丞を含ふくめ、等とう間かん隔かくに五人。

『馬鹿めが』

　嵐嶺が嗤わらった。沙綾を抱かかえて宙に飛ぶ。

　地を蹴けった空也が、渚を横抱きにして駆けた。すり足の跡は飛び越える。

『キザ眼鏡！』

　持ち前の俊しゆん敏びんさで、ヤファルも空也に倣ならった。円の外に逃れる。

　刹せつ那な、儀丞がすり足でつけてきた跡をつなげた！

　空気を軋きしませて、輪が閉じ力場が生まれた。

　結界。そのなかに、等間隔の五人が杭くいの役割をはたして五ご芒ぼう星せいを描く。

『うオッ』

　輪の中に満ちた清せい浄じようの〈気〉の衝しよう撃げきに打ちのめされ、アイシスが這いつくばった。

　両手で身体を支え、なにが起きているのかと問うような目を儀丞に向ける。

『調ちよう伏ぶくと申しましてな。祟り神を懲こらしめる方法があるのでございまするよ。この円と五芒星で、あなたは動けますまい。そこを狙って首根っこを摑むのです』

『イライラさせてごめんなさいませね。大僧正様が結界を張り終えるまで、場をつながなければならなかったのです』

　沙綾は空から声をかけた。先ほどまでの行動は、いわば囮おとりだ。

　空也がうろついたのも同様である。

　嵐嶺もヤファルも、意い図とに気づいていた。だから、余計なことをさせまいと沙綾の口をふさいだのだし、アイシスの言葉に反応したフリをしていたのである。

『ちいっと、悪さがすぎましたのう。黒牙神よ』

　好こう々こう爺やの顔と口く調ちようで儀丞が首を振る。

『もっと慎しん重ちように、相手を選ぶべきでしたな。京みやこで、しかも皇女様を相手にこういう騒さわぎを起こされますと、放っておくわけにはいかぬのです』

　そこまでをやんわりとした調子で言って、儀丞はがらりと声こわ音ねを変えた。

『黒牙神アイシス、縛する！』

　読ど経きようがはじまった。

『ぐお……っ』

　アイシスが苦しみだした。術からなんとか逃れようと身をよじる。

『観念めされい』

　儀丞が胸むな倉ぐらでも摑むように拳を握ると、悪魔は宙づりになった。気合いをこめた一撃で、地面にたたき伏せられる。

　すさまじい法力だ。

　うつ伏せたアイシスがもがいた。幾いく度ども身体を起こそうとしているうちに、ずるりと本性だけが抜けかけた。

　ちょうど、蛹さなぎの背中がひらいて蝶ちようが出てこようとするのに似ている。

『キザ眼鏡』

　儀丞がヤファルを促うながした。始末は、彼がつけろと言うのだ。

『あなたまでその扱あつかいか……！』

　歯ぎしりしながらヤファルが狙いを定めた。片眼鏡ごしに焦しよう点てんを合わせながら訊く。

『ヴァロスの威い光こうを讃たたえても？』

『八洲の白はく羅ら神しんの結界である。馬ば祥しよう天てんの御力は増しましょうぞ』

『だからバショウテンではないという──！』

　わからずやの八洲人に業ごうを煮にやしながら、ヤファルが神の言葉を唱えはじめる。





〈天に在まします我わが至し高こうの神よ、その慈じ悲ひ深ぶかき光をもて、この悪あしき存在を──〉






『かッ』

　アイシスが目を紅く光らせて遮った。邪気が、その黒い身体からほとばしる。

『こんなところで……、まだ……っ』

　反動が儀丞たちとヤファルのそれぞれに返る。みな、突風を浴びたようにのけぞった。

　アイシスはいまや、雪慶の身体から完全に抜け出していた。

　雪慶は意識はあるが、事態を吞のみこめていないようだ。呆ほうけたように座りこんでいる。

　表情は洗われたように褪あせている。もうどんなに絞しぼっても、妬みも、そねみも、おのれを恥じる気持ちも出てこなそうだ。

『くそ……くそ……っ。使えん馬鹿め！』

　アイシスは雪慶を足あし蹴げにした。倒たおれ伏す先輩僧に、渚が悲鳴をあげる。

『先輩！』

『ええい、ならば来い来い来い！』

　アイシスは力をこめて結界の外に向け、手を伸ばす。

「ちっ」

　嵐嶺が稲いな妻ずまを放ちかけて──思い直す。

「嵐嶺様！　必要なら撃ってください」

　沙綾は促した。結界のせいで、沙綾に還かえる反動は普段の倍になるが、それがなんだ。

（ためらっていてはアクマが逃げてしまいます）

　と、アイシスの一念が結界を貫つらぬいた。切れ目を入れられた縄なわのように、結界が切れる。

「むう!?」

　儀丞が目を疑った。

「馬鹿な。この程度で結界が──」

「すすす、すみません！」

　渚がその場にひれ伏した。

　なにごとかと目をやった沙綾たちは、揃そろって空を仰あおぎたい気持ちになる。

「またか……」

　儀丞がすり足でつけた跡を、渚の沓くつがにじっていた。

　まったく、あのときと同じだ。嵐嶺の封ふうが破れたあれと。

「阿房もここまでくると、もはや才だな」

　努力がすがすがしく水すい泡ほうに帰すると、キレ神様といえども皮肉めいてそう言うしかないようだ。

　嵐嶺は地に降りた。沙綾も土に足をつける。

「すまん、〈神凪姫〉」

　その嵐嶺が、とうとつに詫びた。

「？？？　わたし、謝られるいわれなんて」

　ない、と言いかけたそのとき、なにかが美み命めい門もんを越えて現れた。

（緑に蘇す芳おう？）

　華はなやかに冬の色を重ねた装束が視界を横切る。

　沙綾はぎょっとした。美命門は、上部に部屋のついた楼ろう門もんだ。

　それを飛び越えてくるなど、人では──。

　人ではない。そう思いかけた沙綾は、請こわれるがままにアイシスに手をさしのべて、悪魔を胸に抱きかかえたその人に血の気を引かせた。




「なんでですか!?　梔くちなし姫ひめ様！」
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　否いな、そこにいるのは沙綾のよく知る皇女ひめみこではなかった。

　姿形はもちろん、皇女だ。けれど目つきがまるで違う。

（まるで熱に浮かされたみたいな）

　聞こえたはずの、沙綾の声にも反応しない。

「嵐嶺様？　すまんとおっしゃられたのは、まさか」

「これだ」

「どうしてですか。こうなるのをわかってらした……？」

「確信したのは、祭壇をだれかが引き継いだと知ったときだ」

「だからって、なぜ梔姫様だと」

「皇女から祟りを祓はらったあとも、邪気が残っていた。いや、正確ではないな。邪気の入りこむ隙というか、口というかだ」

「それがあると、操られやすくなるのですか」

「そうだ。だから、我は言った。当分おとなしくしていろ、と」

「あ」

　たしかに聞いた。嵐嶺は皇女が苦手な様子だったから、ただの厭いや味みくらいにしか思っていなかったけれど。

「あの皇女は、人を妬んだことがある。届かない、恋こがれるものがいまもあると言った」

「だけどそれは、ヒトであればだれでも」

　沙綾にだって、そういう感情がないわけではない。

　というか、あふれるほどあるからこそ、あんな〈夢の書〉まで作ったのだ。

「まあな。ある意味、運の問題ともいえる」

　アイシスのような能力を持つ悪魔に、目をつけられるかつけられないか。

「で、アクマさんには、まずその感情が足がかり……ですか」

「そこへもってきて、祟りでアイシスの邪気に抱だかれたからな。秘めてきた感情も刺し激げきを受けたはずだ」

「利用したのですね。もしかして、雪慶さんから離れたあとで逃げこんだのも嵐嶺様がさっき引きずり出したのも、梔姫様のなかから──？」

　嵐嶺は答えなかったが、それは肯定からだろうという気がした。

　皇女が嘆たん願がんに出向いてきたのも、祭壇で祈る口実だったのだろう。

「わたしの殿でん舎しやに寄っているような暇ひまはなかったわけですね……」

　皇女に抱かれていたアイシスの姿が薄うすれた。

　美しい鳶とび色いろの皇女の目が──紅く変わる……！

「ああっ。どうしよう、二の姫様が」

　渚がうろたえた。自みずからが招まねいた失態だということは、十二分に承知している。

「大僧正様！　いま一度結界を！」

　それは無理だ。完成させるまでの間、皇女──アイシスをじっとさせておけない。

「嵐嶺様。わたしのことはどうだっていいです」

　沙綾はキレ神様にすがりついた。

「梔姫様を助けてさしあげて。どんなに痛くても、大丈夫ですから」

「一度ならばともかく、二度はな」

　皇女に負担がかかるのかもしれない。

「恨うらめしいこと──」

　皇女が言った。それだけで、皇女の周りは雪ぼん洞ぼりが灯ともったように明るくなる。
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「あんな子、生まれなければよかったのに」

　つぶやきがこぼれると、邪気がぶわり、と散った。まるで闇やみ色いろの羽は虫むしが一いつ斉せいに飛び立ったかのような息苦しさを沙綾は覚える。

「あのいまいましい娘のおかげで、わたくしは霞かすんでしまった。みなが、あの子ばかりをちやほやする。ただ寝ねているだけなのに。役立たず！」

　役立たず、で憎にくしみが噴ふき出した。ずっと押さえつけてきたものがあふれ出したかのように。

　皇女の視線がさまよう。沙綾を見つけて止まった。

　食い入るようなまなざしを沙綾は受け止めた。と、鬼おにの形ぎよう相そうになった皇女が飛びかかってくる。

「おまえがいるから！」

　のどに手がかかった。握りつぶそうと絞しめ上げてくる。

　とっさのことに、沙綾は振り払うこともできなかった──というか、もともと、ものに動じ（られ）ない性質である。

　まともに首を摑まれ、息が詰つまった。なんとか引き剝はがそうとするが、悪魔の力にはかなわない。

「放さんか！」

「うおおおおう、わたしの沙綾になにをする～～～～!?」

「さがれ下げ郎ろうども!!」

　沙綾の首から手を外そうとする嵐嶺と、絶ぜつ叫きようして駆け寄った空也が神しん力りきで撥はね飛ばされる。さすがに嵐嶺は数歩退しりぞいただけだったが、それでも沙綾からは距きよ離りが空あく。

　すかさず、皇女が沙綾に馬乗りになる。

「死ね！　死ね死ね！　死んでおしまい！」

　空也たちが飛びついて助けようとするのを、沙綾は必死で目で止めた。

（逆効果です）

　自分が顧かえりみられなくなったと恨うらんでいるのに、周囲が沙綾にかまってはますます悪くなる。

『鎮しずまられよ。悪魔に唆されたからと、友人を責めるのか』

　ヤファルが諫めた。八洲語のやりとりでも、見ていれば事情はわかる。

　怒いかりに任まかせてヤファルを見上げた皇女が、かすかに目を瞠った。

　沙綾を放りだして立ち上がる。

　思いきり咳せきこんだ沙綾は、たちこめたえもいわれぬ芳ほう香こうにむせそうになった。皇女の〈生しよう香こう〉だ。

　付つく喪も神がみになれそうな高齢の老僧まで含めた男たちが、一様に頰を殴なぐりつけられたかのような顔をする。殴られた怒りにというのではなく、目が覚めました、というそれだ。

　いや、そのなかで苦い顔をして袖そでで口元を覆おおっているのが嵐嶺と空也。

　まったく変わらないのが渚だ。

「？」

　鼻の下をのばしている上うわ役やくたちに、きょとんとしている。

　皇女は滑すべるように近づくと、ヤファルの袖に腕を這わせた。抗あらがおうとしながらも、ヤファルの膝から力が抜けてゆく。

『くそ。なぜ──』

　呪縛から逃れようと、からくり武器の銃じゆう口こうをあげた。沙綾は叫さけぶ。

『撃たないでください！　お願い!!』

　たとえ髪かみひとすじでも傷つけてほしくない。

『あなた、大切な姫君を亡なくされたそうね。かわいそうに。わたくしが、なぐさめてさしあげる……』

　土に膝をついたヤファルを腕に抱いて頰を撫なでた。その妖あやしさに、背筋がぞくりとする。

　ヤファルが嫌けん悪お感かんを露あらわにした。言っているのは皇女だが、言わせているのは取り憑いたアイシスだ。

『やめてください！』

　声を振り絞った者がいる。雪慶だった。地面に両手をついている。

『皇女様をはずかしめるのはおやめください。こんな、このような……！』

　抱えてきたものを暴くなんてと瘦やせた身体が震ふるえる。

『申しわけございません、皇女様』

　雪慶は跪ひざまずいた。額が土で汚れ、砂や埃ほこりを吸いこむのも厭いとわない。

『もとはといえば、わたくしの醜さと弱さが招いたこと。あなたにご迷めい惑わくをおかけするつもりも、ましてやこのような目に遭あわせるつもりもございませんでした』

　無念が声に苦くにじむ。

『あいしす様、どうぞわたくしにお移りください。わたくしであれば、身体も魂たましいも根こそぎ捧ささげますゆえ。皇女様はお許しください。皇女様よりお離れください！』

　涙なみだが目め頭がしらへと伝い、土を濡ぬらした。土の上に、黒いしみがいくつも生まれる。

　皇女はそんな雪慶を、なんの感かん慨がいもないふうに見み遣やった。

　罵ののしりの言葉ひとつぶつけず、ふいと顔をそむけた。なにも聞こえなかったかのように。

「！」

　いつもほよよんとしている渚の顔色がはっきりと変わった。存在すらしないかのような無視。それがなによりも雪慶を傷つけることだからだろう。

　意を決したように皇女に近づいた。ヤファルの籠ろう絡らくに戻ろうとしていたアイシスが、不快を表す。

　目を細めると、さらに〈生香〉が香ったが、悶もん絶ぜつする若手の僧たちをよそに、彼は平然としたものだ。

　渚は怒っているようだった。アイシスの前で土を踏みしめて立つと、美命門のほうを指さして命じた。

『出て行きなさい！』

『ぎゃはははは』

　アイシスが本性をむきだしにして笑った。

『しくじりやがった小こ僧ぞうのくせに、なにを偉えらそうな！』

『偉いかどうかじゃないです。不ふ愉ゆ快かいです。先輩や皇女様をこんなふうに扱うなんて、もうぼくは怒りました！』

『ひゃはははは！　そうかよ？　怒ったがどうした？　小僧がなにをするって？』

　渚の茶色の瞳の奥に、一瞬、強い光が宿った。

　次の瞬間、彼は白びやつ光こう天てんの首飾りをむしり取るように外した！

　両手で握り直すと、目を剝いてのけぞりかかるアイシスの首にかける。

『これだ！』





　参られませ、白光天！






　首飾りを結界の輪に見立てて、白羅神の力が満ちた。

　黒牙神にとっては、思いきり首を絞め上げられたようなものだ。

　アイシスの、すさまじい悲鳴があがる。

　外そうと首飾りに手をかけたが、今度はその手が白羅神の力に焼かれる。

「？？？　あれあれあれ？？？」

　憑きもののような怒りが落ちたのか、渚がいきなりあたふたしだした。

「ぼく、なにを？　姫様!?」

「いいからさがれ、小こ童わつぱ！　もたもたすんなァ！」

　嵐嶺が怒ど鳴なり散らし、渚が飛び上がって従った。

　アイシスが苦しみだしたことにより、〈生香〉の呪縛が薄れる。

　嵐嶺が短呪で風を喚よんだ。めくるめく香りを、根こそぎさらってゆく。

『やるじゃないですか、下等動物』

　立ち上がったヤファルが言った。これまでで最大の暴言に、嵐嶺が苦笑する。

『見せ場だからと、ずいぶん飛ばしてくれるなキザ眼鏡……！』

　下等動物に対して、キザ眼鏡という平へい凡ぼんな言葉での応おう酬しゆう。なっちゃいないなぁ、と沙綾はこの際どうでもいい感想を持った。

『ところで、あなたはいましばらく、その悪魔を抑おさえておけますか？』

　ヤファルが訊いた。すまし顔で、はてしなく上から目線だ。

『おまえな、だれに対してものを言っている？　我は神だぞ』

　現にアイシスが皇女の〈生香〉を使おうとするたび、旋せん風ぷうを起こしてそれを阻はばんでいる。

『上等です。その調子で、わたしの邪魔にならないようにしてください』

『はっ。お願いしますと言いやがれ』

『そこまで懇こん願がんされるんですか？　しかたないですね』

『！　懇願してねえし！』

（息、意外に合ってますねぇ）

　沙綾はぼんやりとそう思った。

　しかし、いまので奇き妙みような協定が結ばれたようではある。

　ヤファルが、銃口を皇女の頭よりやや上に向けた。


〈天に在まします我わが至高の神よ、その慈悲深き光をもて、この悪しき存在を打ち滅ほろぼしたまえ〉



　唱えると、からくり武器が銀色の光を帯おびた。

　じわり、ヴァロス神の力が集まる。

　アイシスの目が恐怖に見開かれた。白光天の光に灼やかれ、いまにも皇女の身体から追い出されそうなのだ。

　しかし抜け出したとたんに、ヴァロスの弾丸が待っている。

〈まま、待ってくれ〉

　アイシスはヤファルをなだめようと笑った。これまでとは、真剣さが違う。なんとか視線を捉とらえ、取り引きをしようと媚こびへつらおうとする。

〈この女からは出る。そこの若僧とももう関わらない。それならば文句はないだろう？〉

　ヤファルは口元だけで凄せい絶ぜつに笑った。本気でそう思っているのか？　というように口の端が歪む。

〈おまえの友に対する暴言は謝ろう。姫のことも残念だった。少しばかり、遊びがすぎた。気持ちをつつきすぎた。悪かった。すまなかった。俺は消えるから。な？〉

　皇女の輪りん郭かくに、黒いものが二重写しになる。アイシスが、軛くびきから解き放たれたかのように浮いた。黒い獣の姿をした悪魔が、溺おぼれているように手足をばたつかせながら完全に宙に浮く。

　意識を失い、おとがいをそらせて崩れた皇女を雪慶が受け止めた。無我夢中で、少しでもアイシスから離れようと、疲れ切った身体を鞭むち打うった。

『馬鹿めが！　卑いやしいんだよおまえ！　いい加減に腹をくくれ！』

　嵐嶺の声が轟とどろいた。

　いやいやいや、三百年前、封じられるのに最後まで抵てい抗こうしたのはどなたでしたっけ？

『あーイライラする。もうイライラする！　おまえのようなやりかたは好かん！　醜すぎるわ！　貴様が八洲の黒牙神に名を連ねると思うとむなくそが悪くなる！』

　牙を剝いてまくしたてた神の額に、花し神る字しが浮かんだ。

　沙綾は、彼の神力に引きずられて強い痛みを感じる。





　逝いっちまえ──!!






　嵐嶺の言葉を合図に、引き金にかかるヤファルの人さし指に力が籠こもった。からくりの撃げき鉄てつがひとりでに動く。弾だん倉そうが送られる音がきりり……と響いた。

　ヤファルの口が開く。

　こぼれたのは、歌うように軽かろやかな一言。


〈エ・ヴァイ・ヴァロス〉



　偉い大だいなる、全知なる神ヴァロスよ。

　あとで聞いたところによると、あれはそう言っているのだそうだ。

　武器が火を噴いた！

　銀色の弾丸が、なすすべもないアイシスの顔に撃ちこまれ、神の祝福が悪魔のすべてを焼き滅ぼす。




　ぼう、と黄色い炎ほのおが上がった。

　腐ふ臭しゆうじみた硫い黄おうの臭いをあげて、アイシスが燃え尽つきる。




　なにごともなかったように、ヤファルは武器をしまった。

　片膝をつき、頭こうべを垂たれ、胸に提さげた神の紋もん章しようを持ちあげると額に触れた。





〈エ・ヴァイ・ヴァロス。コーレ〉






　偉大なる、全知なる神ヴァロスよ。祝福を。

　万感の思いをこめたヤファルの表情を、さらり、銀の前髪が隠かくした。

　ひくく吐いた息が、冬の空に長く白く立ちのぼる──。
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『今度のことで、我われは考えた。おまえは、再教育する必要がある』

　だしぬけな嵐らん嶺りようの言葉に、沙さ綾あやは目を丸くした。

『って、わたしのことですか。また粉熟ふずくがのどに詰つまりそうになったんですけれども』

『つまり、驚おどろいているわけか。なぜわたしが再教育を？　と思っている』

『はあ。それは思います。いろいろ、至らない身ではありますけれど、今度のことで考えたと言われるのはちょっと……』

　心外だ。

『わたし〈よく頑がん張ばりましたで賞〉をいただける程度には敢かん闘とうしたと思うのですが、それって、また空気が読めていませんか？』

『いやっっ、そんなことはない！　そなたはすばらしかったぞ沙綾!!』

　空くう也やは力いっぱい褒ほめてくれたが、兄の言うことだ。九割くらい差し引いて聞いておこうと思う。




　ここは沙綾の殿でん舎しや、彼女の居間だ。

　集つどっているのはいつもの面々、沙綾、嵐嶺、空也、渚なぎ、そしてヤファルと──、壁かべ際ぎわで落書きかなにかのように思われたがっている女によ官かんたちだ。

　彼女たちは、いつまで経たってもキレ神様が恐おそろしくてなじめないらしい。

　ヤファルがなぜいるのか、沙綾にはよくわかっていなかった。ヤファルもそのようだ。

　きっと、また渚が有う無むを言わさず引っ張ってきたのだろう。

　そんなとき、大の男でも、なぜか渚には逆らえない。

　あの事件からは、三日が過ぎようとしていた。

『たしかに、おまえは活かつ躍やくした。とくに、わけのわからん方面でな』

　ぼけて悪あく魔まを苛いらつかせてみたり囮おとりになったり、と言いたいのだろう。

『陽動は立派な策であるぞ沙綾、なんら恥はじることはないっっ』

　力りきまれなくても、沙綾は恥じてはいない。あの場に活いかせるような能力を持たない自分なりの工夫だったのだから。

　沙綾はそんなことを考えながら高たか坏つきに手を伸ばし、嵐嶺の言葉を待った。キレ神様はいったい、どんなことで再教育を考えているのだろうか。

『おまえは、尻しりに根が生はえすぎだ』

『……そうですねぇ。十数年、ほぼ寝たきりだったわけですから』

　おいそれと身体からだは反応しないことになっている。

『いくら大切な友だといってもだな、あれはないだろう。あれだけ罵ば倒とうされておきながら、皇女ひめみこに首を絞しめられたい放題など、ぬるすぎる』

『────ああ』

　口のなかの餅もち菓が子しを吞のみこんでから、ようやくうなずいた。またそののんびりした間が、嵐嶺を苛つかせたようだ。

『ああ、ではない！』

『いえいえ。嵐嶺様は誤解していらっしゃるので』

『なんだと？』

『梔くちなし姫ひめ様のおっしゃったあれ、わたしへの言葉ではないです』

『おまえ、庇かばうに事欠いて』

『沙綾の言う通りだぞ、キレ神。あれは皇女が言われた言葉だ』

『特別だからちやほやされてうらやましいと？　よせ。ただ寝ているというのは、どう考えてもおまえへの当てつけではないか』

『そこだけ聞くと、そう聞こえますよね。でも、あれは梔姫様が赤ちゃんだったころ、ご自身に向けられた言葉だそうなので』

『だれからです？』

　ヤファルが眉まゆをひそめた。目の前の粉熟は手もつけられていない。見慣れなくて苦手なのだろうか。

　沙綾は答えを知っていたが、言い迷った。その横で渚がけろっと答える。

『ご生母様だそうですよ』

『少ぅし、うまくいってなかったのだそうです。先せん帝てい様が梔姫様を溺でき愛あいなさって』

　沙綾はつけ足したが、それはずいぶん控ひかえめな言いかただ。

　今きん上じようの実母でもある先の皇こう后ごうは、皇女が五歳になるかならないかで御ご所しよを離れた。療りよう養ようのためというのが表向きの理由だったが、そうでないことはだれでも知っている。

　実家の別荘に落ち着いてまもなく亡なくなったというが、皇女が寂さびしい育ちかたをしたのは、この生母が関係している。

『〈生しよう香こう〉。たしかに、国などたやすく傾かたむくでしょうね』

　実感をこめてヤファルは言ったが、同意は得られなかった。

　そう。ここにいるのはいやがった者（二名）となにも感じなかった者（一名）という、あの場で特とく殊しゆな反応をした者たちだけなのだ。

『赤ちゃんのころから疎うとまれていたことを、だれかがお耳に入れたんでしょうね。それで、ずっと傷ついていらした』

　取り憑つかれた皇女がなぞったのは、自分を愛してはくれなかった母ぼ后こうの心だろう。

　皇女が妬ねたんだというのは、特定のだれかではなく〈普通〉の人々。

　乞こい願ったのはきっと、母后の笑顔。

　そして、心の底で、いまも恋こうているのも──。

　沙綾はしんみりした。ふだんの皇女はそんなことを微み塵じんも感じさせず、沙綾をあれこれと気き遣づかってくれていたから余計にせつない。

『ふん。疑わしい話だ。おまえは、再教育いやさに、話を作ってるんじゃないのか』

『無理です。面倒くさ』

『なんだと』

『だって。そりゃあ、わけのわからない再教育はいやですけれど、作り話はもっと面倒じゃないですか』

　細部にまで気を配ってぼろを出さないようにするなんて、神経が細こまやかな人だけがやるべきだ。

『一理ある。あなたは雑そうだ』

　一言に「これでもか」と感情をこめるのはヤファルだ。

『我が、おまえの話を作り話だというのは、皇女の嫁よめ入いり相手のことがあるからだ』

『中ちゆう納な言ごん様のですか』

　どこがなのかピンとこずにぼんやりしていると、焦じれた嵐嶺が言った。

『〈生香〉にやられて妻にと請こうたのだろう？　母親に嫌きらわれる原因となったそれに』

『そのことでしたら、逸いつ話わがありますよ。中納言様は皇女様に初めてお目にかかったとき、なにを思ったのか「くさい！」と騒さわがれたのだとか』

　渚が言った。

『また、それもそれで失礼だな』

『そうなのですけれど、梔姫様は「わたしもそう思う」と意い気き投とう合ごうなさって、仲良しになったのだそうです』

　あとから訊きけば、中納言は身も心も囚とらわれそうになった苦し紛まぎれからの言葉だったのだそうだが、親しくなって『本当の自分』を知ってもらった皇女には、もう気にならなくなっていたのだそうだ。

『中納言様も、結局は梔姫様のお人柄からご結婚を決めたのだそうです。けれど、まあ、噂うわさは面おも白しろおかしく言いますから』

　沙綾はそう締しめくくった。嵐嶺は、半信半疑ながら信じることにしたらしい。

『雪せつ慶けいは結局、追放になったのか』

　それもしかたがないだろう、と空也がつぶやく。

　ただ、僧そう籍せきの剝はく奪だつは皇女の度たび重かさなる嘆たん願がんもあって取り消しになったそうだ。八洲国やしまのくにの北の果ての、雪深い郷さとに庵いおりを結び、生しよう涯がいをそこで修行して暮らすのだという。

『すべては、わたしの弱さが呼びこんだことなのですから』

　雪慶は今朝、内だい裏りを後にした。渚につきあって、沙綾たちも正面の大門まで見送っている。

『というわけで、おまえも帰るわけか』

　せいせいすると言わんばかりの嵐嶺に、ヤファルは見下しきった視線を向けた。

『は？　帰りませんが』

『あらあら。帰りの路銀がなくなってしまいましたか』

　すっとぼけた沙綾の言葉に、ヤファルのこめかみがいきおいよくふくれた。が、言い返すのはどうにかこらえて嵐嶺に答える。

『アイシスを討うちはたして、わたしには帰る理由がなくなりましたからね。当分は、こちらに滞たい在ざいすることに決めました』

『〈どえす〉帝ていは認めたのか、病やんでる犬』

『それは、あれだけ賄わい賂ろを贈おくればな』

　貢みついだのは、ヤファルの持っていた西国のからくり類だそうだ。

『おまえ、まだ我を祓はらうつもりなのか』

　顔をしかめた嵐嶺に、ヤファルは呆あきれたまなざしを向けた。

『当然、そのつもりですが？』

『くそ！』

『ただし、このわたしから見て逸いつ脱だつした振る舞いがあったときは、ということにしておいてさしあげましょう』

『おい……』

　さすがの嵐嶺もつっこむ気をなくしたようだ。なので、かわりに沙綾が訊く。

『なるほど。御お坊ぼう様さまの祖国では、和解とはそうやって申し込むものなのですね』

『は？　和解？　だれが？　わたしは、借りを返したいだけです。そのための譲じよう歩ほだろうが、ボケ』

　あいかわらず、沙綾にだけは厳しい。

『借りを返すとかいうなら、おまえ。仮にも神の手を借りたんだ、礼くらい言え』

『礼なら、この国を去るときにまとめて言います。どうせいま口にしたところで、棒読みですから』

『いや、最後だってそうだろ？　言う気はないってことだろ？』

　ヤファルは涼すずしい顔で無視だ。ふと首飾りの〈神の紋もん章しよう〉に触ふれた手の甲には、神しん誓せい印いんはもうない。

『はい、御坊様』

　沙綾が挙手すると、ヤファルは心底いやそうな顔をした。

『なぜあなたはメゲないんです？　なにか？』

『心境の変化に至った理由をうかがいたいかなぁ、と思いまして。いえ、わたしたちにとってはありがたいことなのですよ？　ですが、御坊様にとって嵐嶺様はアクマなのでしょう？』

『くそ。いちいちうるさい──』

　ひとりごとは意外と響ひびいた。湯気の立った空也の頭をわしづかみにし、嵐嶺が先を促うながす。

『面白そうだな。聞いてやる』

『べつに頼たのんでませんが』

『いいから、さっさと言いやがれ！』

『あなたに、ヒトの心を見たような気がしたからです』

『ふん、元はヒトだからな』

『意味が違ちがう。あなたは、つまらない誇ほこりを保たもとうと必死になっていたわたしに気づかせてくれた。あれがなければわたしは、大局にあって、なにが優先かを見失ったままだったはず。きつかったですがね、しみましたよ。それで二度目は、儀ぎ丞じよう殿どのと共きよう闘とうできた』

『おまえ、語るとくどいな。一言でまとめろ』

『叱しかるのは、愛があるからだ』

『ふんっ!?』

　目を剝むいた嵐嶺にヤファルが笑う。どうやらその過か激げきな言葉は、黒い冗じよう談だんらしい。

『なるほどです。本心では、嵐嶺様に感謝していらっしゃるんですね、御坊様も』

　それゆえの譲歩なわけだ。

『ばっだれがこんな悪魔──』

　言いかけたヤファルは嵐嶺と目が合うと、急に態度が尊大になった。

『だったとして、それがなにか？　所しよ詮せん、あなたはヘタレ神でしょうが』




『ひとつだけ聞かせろ、キザ眼鏡めがね』

　空也が問うと、ヤファルは面倒くさそうなまなざしを向けた。相手によって態度が違うのは、彼のなかにきっちりした階級仕分けがあるからのようだ。

　いやいやではあるが応じる空也と、半分ほど無視を決めこむ沙綾とでは、ヤファルのなかでどちらが上なのか……。

　そんなどうでもいいことを考えていると、空也が訊いた。

『貴様の亡くした姫というのは、その』

『妹ですよ』

　あっさり、言った。

『妻ではなくてですか』

　沙綾は思わず訊き返してしまう。

　あの話の流れだと、ヤファルがその王子だというのかと思っていたが！

『おまえも、そっちか……！』

　嵐嶺が頭痛をこらえるような顔をした。

　まあ、そうだろう。今上帝、空也、そしてヤファル。

『まるで馬鹿兄貴の見本市だ』

　兄といえば、帝は皇女を数日自分の局つぼねに泊とめていた。

　いろいろねえ、ご心配みたいで。

　今度こそ沙綾のところに立ち寄ってくれた皇女は諦あきらめ顔で言ったものだ。

『妹だと、なにか？　イザヴェリーアは、わたしの命だった』

　懐なつかしむ顔でうっとり言ったヤファルに、思案顔になった嵐嶺が宙からなにかを取り出してみせた。

『こんな季節に雛ひな菊ぎくですか』

　神しん力りきの痛みをじんわりと感じながら、目を丸くする沙綾の前で、ヤファルに渡す。

『いつかはおまえも詣もうでるんだろうが、一足先に、そのイザなんとかの墓にな』

　ヤファルが愕がく然ぜんとした。

『わたしの故国は何なん千ぜん哩りも彼方かなたです。その距きよ離りを超えて、供えてくれたと？』

　嵐嶺の肯こう定ていを受け、ヤファルが、嚙かみしめるようにつぶやく。

『デイジーは、妹の好きな花でした』

『らしいな』

　嵐嶺の相づちに、彼は顔をあげる。

『ふん。ちょっと調べたまでだ。安心しろ。おまえの妹は魂たましいの安あん寧ねいを得ている。おまえの友だったとかいう、横よこ恋れん慕ぼした騎き士しもな。詫わびていたぞ』

　ヤファルは呆ほうけたように口を開いていた。やがて、ほうと息をつく。

『自分の信しん仰こうが揺ゆらぐとは思いませんでした。けれど、あなたはたしかに神なのかもしれません』

『だから、神だっつっとろうが』

『八洲国このくにでなぜ、宮きゆう城じように悪魔が居座るのが許されるのか──、少しだけわかった気がします』

　銀髪の異国の高僧は、初めて嵐嶺に頭こうべを垂たれた。

『ありがとうございます。黒こく牙が神しんよ』
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「そろそろ、我も行かねばならないようだ」

　御み簾すを巻き上げ、蔀しとみ戸どを開け放った向こうに、藍あい色いろの夜空が広がっている。

　沙綾と嵐嶺はふたりきりでいた。神を微ね睡むらせる少女は、神に背中から腕うでを回され、くっきりと鮮あざやかな月を愛めでている。

　喋しやべるたび息は煙けむりのように白いが、寄り添そっていられるので幸せだ。

　寒さよけに、沙綾は温おん石じやくを忍しのばせている。

　不ふ寝しん番ばんの女官は、人払いに大喜びで応じると、いそいそと退さがっていった。

　空也が知ったら間違いなく暴れるだろう。

「今月は、どさくさに紛れて、ちょっと余計にいらっしゃいましたものね」

「おまえが『どさくさ』言うか」
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　呆れ顔で言って、額ひたいをちょんと突く。

　見上げると、自然と唇くちびる同士が触ふれ合った。軽く。

「……！　ららら嵐嶺様」

　目を瞠みはった沙綾は真まっ赤かになった。いまのは、いまのは──！

「〈いけないこと〉をされてみたかったんだろうが」

「そんな、してやったぞって威い張ばられても……！」

　どう反応すればいいのかわからなくて、あわあわしてしまうではないか。

「ふん。おまえにはこっちの教育も必要そうだな」

「いいいりません！」

　思いきり叫さけんでしまって、少しばかり後こう悔かいした。

（ちょっとは、いる……かな）

　もちろん、恥ずかしすぎて訂てい正せいできない。

「というよりも、ガリ勉さんに教育ができるとは思えませんけどっ」

　動どう揺ようを隠かくしたかったが、隠しきれなかった。嵐嶺が忍び笑う。

「だがまあ、再教育はせんとな。まじめに」

　片手で沙綾を抱だき寄せている嵐嶺は、もう片腕を膝ひざに当てて頰ほお杖づえをついている。

「邪じや悪あくに頭が回るのはけっこうだが、危なくて目が離せん」

「そうでしたか？　わたし、わきまえて振る舞ったつもりなんですけれど」

「わきまえていて、囮か。もっと自分を大切にしろ」

　びしっと言われて胸がときめいた。〈夢の書〉にもたしか「恋人に叱しかられてみたい」という項目があったはずだ。

　そんなことを思いながらも、沙綾は言いわけしてみる。

「ええと。でもそれは、お側に嵐嶺様がいらっしゃったから信じたわけで」

「そう言われると、叱りにくくなるだろうが。だが、今後は危ない真ま似ねはいっさいまかりならん」

「はい」

　素直にうなずくと嵐嶺が苦い顔をした。

「？　嵐嶺様？」

「いや。おまえがでも、とか、だって、などと言わないとは。天てん変ぺん地ち異いでも起こるのかと」

「失礼ですよ」

「そうだろうとも。まったく同じことを、先日おまえはやったぞ」

「あ」

　やった、やりました。町歩きの帰りに、牛ぎつ車しやの窓から空をのぞいたりしている。

「というのはまあ、ちょっとした仕返しだが」

　上じよう機き嫌げんで言った嵐嶺は、沙綾の髪かみに挿さした雛菊をそっと嗅かいだ。

「灰はい色いろ神しんというのは、いいかもしれん」

　なんの脈みやく絡らくもなく言った。

　いや、嵐嶺のなかではずっと考えてきたことなのかもしれない。

「そうですね。ちょい悪わる、というところが魅み力りよくだと思います」

「おまえらしい」

　嵐嶺が笑う。

「我が灰色神になれば、ずっとこうしていられるのだろうな」

　月に三日の逢おう瀬せなどではなく。

「人間椅い子す～！」

　声をあげて、嵐嶺にもたれかかった。大好きな人に受け止められる幸せを嚙みしめる。

「そうでした、嵐嶺様」

　嵐嶺を見上げた沙綾は訊いた。

　逆さまから見ても、嵐嶺は綺き麗れいだ。

「大だい僧そう正じよう様たちの持ちかけた取り引きの代価って──？」

　探さぐるような目になると、嵐嶺がにやりとした。

「ああ、その話は次回だな」

「ってそれ、前回の意い趣しゆ返がえしとか!?」

「悪いか？　なんなら、おまえが先日ごちゃごちゃ言っていた信じるがどうとかいうヤツの話からはじめてもいいんだぞ？」

「ですから、あれは、ささやかなモヤモヤからもったいぶっただけなんです！」

「そうなのか？」

「そうなんです！」

　力説したが、本当は少しばかり違う。

　当時は「おまえのことは信じていない」と受け取れる嵐嶺の発言に真剣に傷ついたのだ。ただ、打ち明ける間合いを失ったまま数ヵ月が経ってしまい、どんな気持ちだったのかを忘れてしまったのである。

「ふふん。どうせ、おまえはトリ頭だからな。三歩歩けば、すぅぐ忘れる」

「それが、毎日心おだやかにすごす秘ひ訣けつです」

　厳しいさだめを背負った身として、防ぼう衛えいのために覚えたことだ。

「そうしないと、恨うらみ辛つらみがたまって怨おん霊りようになっちゃいますから」

　ふくれてみせると、厭いや味みを言われたはずの嵐嶺が笑う。沙綾の両りよう頰ほおを指で挟はさんだ。

　ぷしゅ～と空気を抜かれると、沙綾は笑ってしまった。楽しい。

　なのに、かすかに胸が痛い。

（わたしたち、いつまでこんなふうに）

　そんな不安を、沙綾ははしゃいだ声に紛れこませる。

「嵐嶺様。えいえいっ。くすぐりの刑～～～！」


終わり
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　こんにちは、響ひびき野の夏か菜なです。

　おかげさまでタコ姫様の二巻を出していただけることになりました。ありがとうございます！

　今回、あとがきが四ページもあるのですよ、ひゃああ。

　基本引きこもりなので書けるようなネタがな──ゲフ。

　ええとですね。沙さ綾あやではありませんが、のんびり進めてみようと思います。




　というわけで、二巻には初登場のかたがいました（ややネタバレ含ふくむ？　ですのでご注意をば）。

　ヤファル・ヴァローシア。

　キャララフがあがってきたとき、わたし悶もん絶ぜつ死ししそうになりました。

　なんだこのイケメン……!!（茉ま莉り花か先生ありがとうございます）

　彼は、異国の坊ぼうさん──あちら流に言えば、神父さんです。

　作中の立ち位置としては、戦隊ものでいえばブラックかと……！

　途中で合流するあたりも、お約束です。




　ちなみに「タコ姫戦隊・カンナギダー！」の配役は




　カンナギレッド……黒こく牙が神しん嵐らん嶺りよう

　カンナギブルー……ＹＵＫＩＯＨ（雪ゆき王おう）

　カンナギイエロー……僧そう院いん渚なぎ

　カンナギグリーン……名めい家け空くう也や

　カンナギピンク……名家沙綾

　カンナギブラック……ヤファル・ヴァローシア




　です（笑）

　僧院とか名家とかなんだべって感じですが、名字っぽいかなと。

　嵐嶺とか、ベタな芸名みたいですね。ＹＵＫＩＯＨも（笑）

　でも主上は、たぶんこう表記すると主張するだろうなと思ったので。

　しかしこの戦隊、敵がいないのですよね、しまった……！




　馬ば鹿か話ばなしはおいておいて、ヤファルについて追記です。

　わりとどうでもいいことなのですが、彼はヴァロスという一神教の神父さんです。彼の名乗る「ヴァローシア」は要するに「ヴァロス神に仕つかえる者」という意味なのですが、作中にどうやっても入りませんでしたので、ここにちょこっとだけ書いておきます。




　制作中の裏話としては。

　嵐嶺様が花と酒好きのため、作中にときどき花を出すので、道ばたで出会う花に敏びん感かんになりました。使えそうな花をケータイで撮とっているのですが……、これがなかなか使えない。

　日本の園芸種は、明治あたりからぐんと変わってしまっているのですよね、輸ゆ入にゆう種しゆがどっと入ってきたので。

　なので、なんちゃって平安の「神抱いだく」の世界では、ちょっと使いづらかったり。

　薔ば薇らは「そうび」として平安の昔から存在しましたが（ただし今ほどゴージャスじゃなく、山やま吹ぶきみたいな小さな花が咲く、原種に近いヤツです）、ほかは来らい歴れきなどを調べるとムムムという感じで。

　えいや、と使ってる場面もありますが、そこはご了りよう承しようください。

　いっそ、腹をくくってブーゲンビリアなんかも出してみようかしら。天てん児じ空くう国（作中参照）産として。

　そういや、前ぜん述じゆつの通り写真を撮っていたら、数年前、離島で「珍めずらしい花！」と激げき写しやしていた花が、近所に普通に咲いていました……なんてこった！！！

　わたしの目がどれだけ節ふし穴あなだったか、わかろうものです。




　といったところで。

　今回も、たくさんのかたに共きよう闘とうを強しいてしまいました。

　関係者様に、お詫わびと感謝を。

　そして皆様には感謝を。ご感想なども聞かせていただけると嬉うれしいです。

　あ、巻末におまけＳＳシヨートストーリーついてますので、お楽しみください。

　ではでは。

　ふたたびお目にかかれますよう。





響野夏菜
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　萌もえ葱ぎ、若緑、山やま吹ぶき、桃もも色。色とりどりの袿うちぎが、沙さ綾あやの居間いっぱいに散らばっている。

「やっぱり、季節を重要視するべきかしら。とすると、薄うす氷ごおり色をかさねてきりりと冬らしく。それとも、きたる春を先取りして桃色で桃の精のようなかわいらしさを演出？」

　ひとりブツブツとつぶやいていた沙綾は、突とつ如じよその場に横倒しになった。

「だめです～～～～。どうしてもどうしてもどうしても！　決められません～～～～」

「そこまで全力で強調する必要がどこにある。たかが町歩きに行くだけだろうが」

「嵐らん嶺りよう様には『たかが町歩き』でも、わたしにとっては『されど町歩き』なんです」

　床ゆか板いたの上に転がったまま、目を開けた沙綾は唇くちびるを尖とがらせた。

　沙綾の属する階級の女性にとって、「町歩き」なんて滅めつ多たにない大大大冒ぼう険けんなのだ。

　しかもこの「町歩き」はさらに特別だった。なぜなら、想いを寄せる相手とのそぞろ歩き、つまりは〈でえと〉なのだから！

「されどでもなんでもいい。衣い装しようが決められんのなら、普段着のままでいいだろうが」

「なんてことをおっしゃるんですか。これ、わたしの初〈でえと〉ですよ？　しかも、二度目の機会があるかどうかもわかりません。一世一代の外出におめかししないなんて、女がすたるじゃないですか」

「……おまえの言うおめかしは、中に着る袿の色を変えるだけだろうが」

「そうですよ？　っていうか、装しよう束ぞくって基本、そこでおしゃれを演出するものですから。というわけで嵐嶺様にご質問。どのお色がいいと思いますか？」

「知るか。好きにしろ」

　そっけない嵐嶺に、起き上がった沙綾は食い下がった。

「好きにしようとして、できないから倒れたんです。ですからここは、助けてください」

「またおそろしく強引にもっていくな、おまえ……」

　文もん句くを言いながらも、嵐嶺は興味のなさそうなまなざしを袿のひとつに投げた。

「その青いのにしたらいい」

「えー。青ですかぁ」

「！　だったら、そっちの赤いのにしろ」

「赤もたくさんあるんです。臙えん脂じ、紅こう梅ばい、濃紅こきくれない色」

「濃紅だ。ちょうど、我われの目と髪かみと同じ色だ」

「そうですね」

　沙綾が応じると、今度は嵐嶺が納なつ得とくいかない様子で訊たずね返す。

「なんだ、その気乗りしない返事は」

「いえ、濃紅は好きですけれど、それだといつもとそんなに変わらないような──」

　巫み女こである沙綾は、魔ま除よけの意味もこめた緋ひ色いろで身を飾ることが多い。

「濃紅と緋色の差って、じつは正直ビミョーなんですよね……」

「そういうビミョーさを汲くみ取って論じるのがおしゃれなんじゃないのか、おい！」

「おっしゃることはいちいちもっともだと思うのですが」

「いまいち気乗りしないってか!?　だったら、その黄色いのにしておけ！」

「山吹──すてきな色ですよね？」

「なんだ、その疑問系は」

「いえ。山吹色を使うと、春っぽいかしら──と」

　実際、『山吹』という名のついた色いろ襲かさねも存在する。これは春の装よそおいだ。

「!!　黄色が春向きで嫌いやなら若緑──、待てよ」

　言いかけた嵐嶺は、沙綾に探さぐるような目を向ける。

「緑は緑で夏っぽいとか言いだしやがるんじゃないだろうな？」

「まあ。正解です、嵐嶺様」

「正解です、じゃないわ────!!」

　嵐嶺は吼ほえるなり立ち上がった。袿を両手いっぱいに抱かかえてくると、次から次へと沙綾に当ててゆく。

「常磐ときわ緑は落ち着きすぎ、牡ぼ丹たん色は季節に合わんか。真紫は渋しぶすぎ、うつぶし色──って、なんでこんなバア様みたいな色の袿があるんだ!?」

　それは、沙綾が人生をはかなんでいた時代があるからだ。

「やはりこれだな。濃こい桃もも色！　文句はなしだ、諦あきらめろ。おまえには赤がいちばん似合うんだからな──う！」

　まんまと計けい略りやくにはまったことを嵐嶺は自覚した。

「ありがとうございました、嵐嶺様」

「くっそおおおおおおお！　いい気になるなよ〈神凪姫かんなぎ〉。おまえが口を滑すべらせたせいで、町歩きには小こ童わつぱや病やんでる犬もついてくるんだからな」

「うっ」

　反はん撃げきに転じたキレ神様に沙綾がたじろぐと、彼はここぞとばかりに指し摘てきする。

「それにどんなに洒しや落れのめしたところで、衣装は傍はたからは見えんぞ……！」

　貴族の姫君の町歩きは、垂たれ絹ぎぬをめぐらせた大きな笠かさを被かぶって行う。

「あああっ。わたしとしたことが」

　舞まい上がりすぎて失念していた。打ちのめされた沙綾を見て、嵐嶺は晴れ晴れと笑う。

「おまえの大ボケに免めんじて、いろいろ許してやる。さ、出かけるぞ〈神凪姫〉」








著者

響野夏菜

Kana Hibikino




11月20日生まれ、蠍座のＯ型。

ＰＮも本名も「夏」に縁があるくせに、夏は苦手です。

暑くてダルさ当社比２５０％増しになります。

ああ、浴衣10年くらい着てないなぁ。海もとんとご無沙汰です。

みなさんは、どんな夏を過ごされましたか？










イラスト

茉莉花

Marika




作業中お茶を汲むことすら面倒になる時が。

今使っている普通のマグカップより大きいのは無いものかと思ったのですが、それはもうマグカップではなくどんぶりかも……？

今のマグカップを使うことにします。










電子版　ビーズログ文庫



神かみ抱いだく凪なぎの姫ひめ




～耐たえてください、キレ神がみ様さま～













著者／響ひびき野の夏か菜な

イラスト／茉ま莉り花か












2013年11月29日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行所　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　田熊理子









(c)2013 Kana HIBIKINO





本電子書籍はビーズログ文庫『神抱く凪の姫～耐えてください、キレ神様～』（2013年9月26日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）









[image: ]




item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg
i

SO A L

H
-
%

I
¢

£

oS
o N

N, O
DS >FE
=






item/image/p000-00-7-2.jpg
” 00880 X w‘mm&-..h&.&.,"

LD e





item/image/p000-00-17-1.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-38-1.jpg
SRy % T
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg





item/image/p000-00-32-1.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-51-1.jpg
G bl LT

L,&,&n T

SRR U g ¢






item/image/p000-00-83-1.jpg
” 00880 X w‘mm&-..h&.&.,"

LD e





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-74-1.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-76-1.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-29-1.jpg
S
UM PR TR

S =






item/image/p000-00-44-1.jpg
” 00880 X w‘mm&-..h&.&.,"

D e





item/image/p000-00-21-1.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-42-1.jpg





item/image/p000-00-63-1.jpg
” 00880 X w‘mm&-..h&.&.,"

D e





item/image/p000-00-72-1.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-84-1.jpg





item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
Nl i %1
W7 CAHD, &
ZE W LY AVE S I

27N :77RA~Y7
FEESNG /n*ﬁl"l’l;*
D[]0, 4 :

AR






item/image/p000-00-16-1.jpg
SRy % T
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-39-1.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-37-1.jpg





item/image/p000-00-12-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序



		壱



		弐



		参



		四



		伍



		六



		終



		あとがき



		神抱く凪の姫　～選んでください、キレ神様～



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p000-00-14-1.jpg





item/image/p000-00-33-1.jpg
G b LT

L,&,&n T

(SN e S






item/image/p000-00-56-1.jpg
- ﬁwlwwwwf,an \ %vavwvﬂw*aww vwﬂ._

- ¢ "t
> S A 2 =5
R 2 PR






item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-61-1.jpg
SRy % T
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-24-1.jpg
Bt 3 Erp By
2 S5 s e PR T

NSRRI g ¢






item/image/p000-00-47-1.jpg





item/image/p000-00-90-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-20-2.jpg
SRy % %
7 - v*i 4 MMWP & -~ =6






item/image/p000-00-87-1.jpg





item/image/p000-00-89-1.jpg
_,

~¥! MRITAE S !

ﬁﬁtﬁﬁ&l:uﬁ BIBAYD
SHRARNT A BELEHAS
HREBUOTOEL(E)

YITINDTHFAEENSIFERLSITLTLENELLAS
ggﬁil:l;—ﬁomﬁlftﬂh\af:f?’ P HYMNESTET LY
-1

XFITE





